
国語（光村図書）
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学
習
に

取
り
組
む
態
度

・友達の話に関心をも
ち、これまでの経験をい
かして、進んで話したり
応答したりしようとする
ことができる。

・友達の話に関心をも
ち、これまでの経験をい
かして、進んで話したり
応答したりしようとして
いる。

○

観察

・互いの話に関心をもつ
ことができる。

・互いの話に関心をもっ
ている。 ○

観察

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを知る
ことができる。

・教師の読み聞かせを
聞いて、読書に親しみ、
いろいろな本があること
を知っている。

○

観察

【１時間代替】
第１回

・文章の内容と自分の
体験とを結び付けて、
感想をもつことができ
る。

・教師の読み聞かせを
聞き、自分の体験と結
び付けて、感想をもって
いる。

○

観察

・身近なことや経験した
ことなどから話題を決
め、伝え合うために必
要な事柄を選ぶことが
できる。

・身近なことや経験した
ことなどから話題を決
め、伝え合うために必
要な事柄を選んでい
る。

○

観察

・丁寧な言葉と普通の
言葉との違いに気をつ
けて使うことができる。

・丁寧な言葉と普通の
言葉との違いに気をつ
けて使っている。 ○

観察

か
く
こ
と
た
の
し
い
な

14
・
15

・姿勢や筆記具の持ち
方を正しくして書くことが
できる。

1

・姿勢や筆記具の持ち
方を正しくして書いてい
る。

○

観察

・これまでの経験をいか
し、自分の名前を書い
たり好きなものを考えた
りし、積極的に友達と交
流しようとすることがで
きる。

・積極的に自分の名前
を書いたり好きなものを
考えたりし、これまでの
経験をいかして友達と
交流しようとしている。

○

観察

・身近なことや経験した
ことなどから話題を決
め、伝え合うために必
要な事柄を選ぶことが
できる。

・身近なことや経験した
ことなどから自己紹介を
するために必要な事柄
を選んでいる。

○

観察

【１時間代替】
第２回
P．３

・経験したことから書くこ
とを見付け、伝えたい事
柄を明確にすることが
できる。

・経験したことから自己
紹介をするために必要
な書くことを見付け、伝
えたい事柄を明確にし
ている。

○

観察
記述内容

・紹介したい事柄を積極
的に選び、学習課題に
沿って見付けたものを
より分かりやすく紹介し
ようとすることができる。

・紹介したい事柄を積極
的に選び、学習課題に
沿って見付けたものを
より分かりやすく紹介し
ようとしている。

○

観察

・身近なことや経験した
ことなどから話題を決
め、伝え合うために必
要な事柄を選ぶことが
できる。

・身近なことや経験した
ことなどから話題を決
め、伝え合うために必
要な事柄を選んでい
る。

○

観察

・姿勢や口形、発声や
発音に注意して話すこ
とができる。

・姿勢や口形、発声や
発音に注意して話して
いる。 ○

観察

4

さ
あ
　
は
じ
め
よ
う

2

う
た
に
あ
わ
せ
て
あ
い
う
え
お

20
～
23

2

ことば探究科
で代替

は
る
が
き
た

0
～
8

2

お
は
な
し
き
き
た
い
な

9
～
11

2

小学校第１学年　国語科年間指導計画

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

な
ん
て
い
お
う
か
な

12
・
13

2

ど
う
ぞ
　
よ
ろ
し
く

16
・
17

3

こ
ん
な
も
の
み
つ
け
た
よ

18
・
19
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・
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主
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ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

・長く親しまれている言
葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気付くことが
できる。

・長く親しまれている言
葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気付いてい
る。

○

観察

こ
え
に
だ
し
て
よ
も
う

24
・
25

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えることができ
る。 1

・「あさの　おひさま」の
場面の様子など、内容
の大体を捉えている。

○

観察

よ
く
き
い
て

、
は
な
そ
う

26
・
27

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこと
を落とさないように集中
して聞き、話の内容を捉
えて感想をもつことがで
きる。

2

・話し手が知らせたいこ
とを聞き落とさないよう
に集中して聞き、話の
内容を捉えて感想を
もっている。

○

観察

・音節と文字との関係に
気付くことができる。

・音節と文字との関係に
気付いている。 ○

観察

・身近なことを表す語句
の量を増し、語彙を豊
かにすることができる。

・「あ・い・う・か」のつく
言葉を増し、話や文章
の中で使い、語彙を豊
かにしている。

○

観察
記述内容

・興味をもって進んでお
話の内容を捉え、友達
と協力し、音読をしよう
とすることができる。

・興味をもって進んでお
話の内容を捉え、学習
課題に沿って友達と協
力して音読しようとして
いる。

○

観察

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読することができる。

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読している。

○

観察

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えることができ
る。

・くまさんの行動や場面
の様子など、内容の大
体を捉えている。 ○

観察
記述内容

・積極的に図書館につ
いて知ろうとし、学習課
題に沿って読みたい本
を見付けようとすること
ができる。

・積極的に図書館につ
いて知ろうとし、学習課
題に沿って読みたい本
を見付けようとしてい
る。

○

観察

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを知る
ことができる。

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを知っ
ている。

○

観察

か
き
と
か
ぎ

40
・
41

・平仮名を読み、書くこ
とができる。

2

・平仮名を読み、書いて
いる。

○

観察
記述内容

・語と語との続き方を丁
寧に確かめながら、こ
れまでの学習をいかし
て進んで文を書こうとす
ることができる。

・語と語との続き方を丁
寧に確かめながら、こ
れまでの学習をいかし
て文を書こうとしてい
る。

○

観察

・文の中における主語と
述語との関係に気付く
ことができる。

・「―が―する。」の文型
を通して主語と述語との
関係に気付いている。

○

観察
記述内容

【１時間代替】
第１８回
WB②P．6-7

・句点の打ち方を理解し
て文の中で使うことがで
きる。

・句点の打ち方を理解し
て文の中で使っている。 ○

記述内容

・語と語の続き方に注意
することができる。

・語と語の続き方に注意
している。 ○

記述内容

4

さ
あ
　
は
じ
め
よ
う

5

ぶ
ん
を
つ
く
ろ
う

42
・
43

4

は
な
の
み
ち

30
～
37

6

・登場人物を確かめる
こと。（小２）
・登場人物がしたこと
や言ったことが分かる
言葉を見付けること。
（小２）
・絵に描かれているこ
とをてがかりにするこ
と。（小２）

と
し
ょ
か
ん
へ
い
こ
う

38
・
39

2

う
た
に
あ
わ
せ
て
あ
い
う
え
お

20
～
23

2

こ
と
ば
の
た
い
そ
う

こ
と
ば
を
さ
が
そ
う

28
・
29

2
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

ね
こ
と
ね

っ
こ

44
・
45

・促音の表記、助詞の
「を」の使い方、句点の
打ち方を理解し、文の
中で使うことができる。

2

・促音の表記、助詞の
「を」の使い方、句点の
打ち方を理解し、文の
中で使っている。

○

観察
記述内容

・言葉には、事物の内
容を表す働きや、経験
したことを伝える働きが
あることに気付くことが
できる。

・言葉には、事物の内
容を表す働きや、経験
したことを伝える働きが
あることに気付いてい
る。

○

観察

・相手に伝わるように、
行動したことや経験した
ことに基づいて、話す事
柄の順序を考えること
ができる。

・相手に伝わるように、
行動したことや経験した
ことに基づいて、話す事
柄の順序を考えてい
る。

○

観察

【１時間代替】
第４回
P．２

お
ば
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん

48
・
49

・長音の表記、助詞の
「へ」の使い方、句点の
打ち方を理解し、文の
中で使うことができる。 2

・長音の表記、助詞の
「へ」の使い方、句点の
打ち方を理解し、文の
中で使っている。 ○

観察
記述内容

・進んで平仮名の五十
音を確かめ、これまで
の学習をいかして言葉
遊びを楽しもうとするこ
とができる。

・進んで平仮名の五十
音を確かめ、これまで
の学習をいかして言葉
遊びを楽しもうとしてい
る。

○

・平仮名を読み、書くこ
とができる。

・平仮名を読み、書いて
いる。

○

・姿勢や口形、発声や
発音に注意して話すこ
とができる。

・姿勢や口形、発声や
発音に注意して話して
いる。

○

・積極的に説明の順序
を捉えながら文章を読
み、学習課題に沿って
分かったことや考えたこ
とを伝えようとすること
ができる。

・積極的に説明の順序
を捉えながら文章を読
み、学習課題に沿って
分かったことや考えたこ
とを伝えようとしている。

○

観察

・文の中における主語と
述語との関係に気付く
ことができる。

・文の中における主語と
述語との関係に気付い
ている。

○

観察

・事柄の順序などを考え
ながら、内容の大体を
捉えることができる。

・くちばしとその働きを
考えながら、内容の大
体を捉えている。

○

観察
記述内容

・文章の中の重要な語
や文を考えて選び出す
ことができる。

・文章の中のくちばしの
働きに関する語や文を
考えて選び出している。 ○

記述内容

お
も
ち
や
と
お
も
ち

ゃ

62
・
63

・拗音の表記、句点の
打ち方を理解し、文の
中で使うことができる。

2

・拗音の表記、句点の
打ち方を理解して、文の
中で使っている。

○

観察
記述内容

・身近なことを表す語句
の量を増し、文章の中
で使うことができる。

・観察日記を書くのに必
要な語句の量を増し、
文章の中で使ってい
る。

○

記述内容

5

6

・順序やわけに気を付
けて読むこと。（小２）

お
お
き
く
な

っ
た

64
・
65

4

・経験したことから書く
ことを見付け、必要な
事柄を集めたり確か
めたりして伝えたいこ
とを明確にすること。
（小２）

あ
い
う
え
お
で
あ
そ
ぼ
う

50
～
53

3

つ
ぼ
み

54
～
61

8

わ
け
を
は
な
そ
う

46
・
47

2
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

・観察したことを記録す
る文を書くことができ
る。

・メモを見て、二つの作
例の書き方から選んで
観察記録を書いてい
る。

○

観察
記述内容

・観察したことなどから
書くことを見付け、必要
な事柄を集めたり確か
めたりすることができ
る。

・観察したことなどから
書くことを見付け、必要
な事柄を集めたり確か
めたりしている。

○

観察

・積極的に登場人物の
行動を捉え、これまでの
学習をいかして音読や
劇遊びをしようとするこ
とができる。

・積極的に登場人物の
行動を捉え、これまでの
学習をいかして音読や
劇遊びをしようとしてい
る。

○

観察
記述内容

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読することができる。

・言葉のくり返しやリズ
ム、響きなどに気を付け
て音読している。

○

観察

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えることができ
る。

・場面の様子や登場す
る人物の順序や行動な
ど、内容の大体を捉え
ている。

○

観察
記述内容

は
を
へ
を
つ
か
お
う

78
・
79

・助詞の「は」、「へ」及
び「を」の使い方を理解
して文や文章の中で使
うことができる。 3

・助詞の「は」、「へ」及
び「を」の使い方を理解
して文や文章の中で
使っている。 ○

観察
記述内容

【１時間代替】
第１９回
WB②P．8-9

・粘り強く伝えたいこと
や表し方を考え、これま
での学習をいかして自
分が好きなものとその
理由を紹介しようとする
ことができる。

・粘り強く伝えたいこと
や表し方を考え、これま
での学習をいかして自
分が好きなものとその
理由を紹介しようとして
いる。

○

観察

・言葉には、事物の内
容を表す働きや、経験
したことを伝える働きが
あることに気付くことが
できる。

・言葉には、経験したこ
とを伝える働きがあるこ
とに気付いている。 ○

観察

・身近なことや経験した
ことなどから話題を決
め、伝え合うために必
要な事柄を選ぶことが
できる。

・自分の「すきなこと」を
伝え合うために必要な
事柄を選んでいる。 ○

観察

・相手に伝わるように、
行動したことや経験した
ことに基づいて、話す事
柄の順序を考えること
ができる。

・相手に伝わるように、
自分の「すきなこと」に
ついて、話す事柄の順
序を考えている。

○

観察
記述内容

・語と語や文と文との続
き方に注意しながら、内
容のまとまりが分かるよ
うに書き表し方を工夫す
ることができる。

・語と語や文と文との続
き方に注意しながら、自
分の「すきなこと」につ
いて分かるように書き表
し方を工夫している。

○

記述内容

・進んで昔話の内容を
捉え、これまでの学習を
いかして音読しようとす
ることができる。

・進んで昔話の内容を
捉え、これまでの学習を
いかして音読しようとし
ている。

○

観察

・昔話の読み聞かせを
聞くなどして、我が国の
伝統的な言語文化に親
しむことができる。

・「おむすびころりん」の
読み聞かせを聞き、我
が国の伝統的な言語文
化に親しんでいる。

○

観察

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読することができる。

・定型による言葉の響き
やリズムなどに気を付
けて音読している。

○

観察

6

7

す
き
な
こ
と

、
な
あ
に

80
～
83

7

・「はじめ」に、何を知
らせたいかを、「中」
に、知らせたいことを
くわしく、「おわり」に、
まとめの言葉を書くこ
と。（小２）

お
む
す
び
こ
ろ
り
ん

84
～
91

5

お
お
き
く
な

っ
た

64
・
65

4

・経験したことから書く
ことを見付け、必要な
事柄を集めたり確か
めたりして伝えたいこ
とを明確にすること。
（小２）

お
お
き
な
か
ぶ

66
～
77

6

・人物がしたことや出
来事を短い言葉で書
き、お話の順につなげ
ること。（小２）
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えることができ
る。

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えている。 ○

観察

・積極的に出来事や経
験を思い出し、これまで
の学習をいかして日記
に書こうとすることがで
きる

・積極的に出来事や経
験を思い出し、これまで
の学習をいかして日記
に書こうとしている。

○

観察

・経験したことや想像し
たことなどから書くこと
を見付け、必要な事柄
を集めたり確かめたりし
て、伝えたいことを明確
にすることができる。

・経験したことや想像し
たことなどから書くこと
を見付け、必要な事柄
を集めたり確かめたりし
て、伝えたいことを明確
にしている。

○

観察
記述内容

・文章に対する感想を
伝え合い、自分の文章
のよいところを見付ける
ことができる。

・文章に対する感想を
伝え合い、自分の文章
のよいところを見付けて
いる。

○

観察

と
し

ょ
か
ん
と
な
か
よ
し

94
・
95

・図書館に行って、読み
たい本を見付けること
ができる。

2

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを知っ
ている。

○

観察

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読することができる。

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読している。 ○

観察

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えることができ
る。

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えている。 ○

観察

・伝えたい事柄や相手
に応じて、声の大きさや
速さなどを工夫すること
ができる。

・伝えたい事柄や相手
に応じて、声の大きさや
速さなどを工夫してい
る。

○

観察

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこと
を落とさないように集中
して聞き、話の内容を捉
えて感想をもつことがで
きる。

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこと
を落とさないように集中
して聞き、話の内容を捉
えて感想をもっている。

○

観察

・身近なことを表す語句
の量を増し、語彙を豊
かにすることができる。

・身近なことを表す語句
の量を増し、語彙を豊
かにしている。

○

観察

・積極的に言葉遊びに
取り組み、これまでの学
習をいかして自分でも
言葉遊びを作成しようと
することができる。

・積極的に言葉遊びに
取り組み、これまでの学
習をいかして自分でも
言葉遊びを作成しようと
している。

○

観察

・進んで登場人物の行
動を確かめ、学習の見
通しをもって声に出して
お話を楽しもうとするこ
とができる。

・進んで登場人物の行
動を確かめ、学習の見
通しをもって声に出して
お話を楽しもうとしてい
る。

○

観察
記述内容

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読することができる。

・会話文に気を付け、登
場人物になったつもりで
音読している。

○

観察

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えることができ
る。

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えている。 ○

観察
記述内容

7

9

お
は
な
し
を
た
の
し
も
う

や
く
そ
く

102
～
109

8

こ
ん
な
こ
と
が
あ

っ
た
よ

92
・
93

6

・相手の考えを詳しく
聞くために大事なこと
は何かを考えて質問
すること。（小２）
・丁寧な言い方と、普
通の言い方のどちら
を使うとよいか、考え
ること。（小２）

こ
と
ば
の
た
い
そ
う

こ
え
を
あ
わ
せ
て
よ
も
う

96
・
97

2

み
ん
な
に
し
ら
せ
よ
う

98
・
99

2

こ
と
ば
を
み
つ
け
よ
う

100
・

101
2

お
む
す
び
こ
ろ
り
ん

84
～
91

5
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

・場面の様子に着目し
て、登場人物の行動を
具体的に想像すること
ができる。

・場面の様子に着目し
て、３匹の「あおむし」の
行動を具体的に想像し
ている。

○

観察
記述内容

・身の回りから片仮名で
書く言葉を進んで見付
け、これまでの学習をい
かして簡単な文を書こう
とすることができる。

・身の回りから片仮名で
書く言葉を進んで見付
け、これまでの学習をい
かして簡単な文を書こう
としている。

○

観察

・片仮名を読み、書くと
ともに、片仮名の長音、
拗音、促音、撥音など
の表記を理解して文や
文章の中で使うことがで
きる。

・片仮名を読み、書くと
ともに、片仮名の長音、
拗音、促音、撥音など
の表記を理解して文や
文章の中で使ってい
る。

○

記述内容

・学習課題に沿って、文
章の中で大事な言葉を
押さえながら読み、分
かったことを進んで伝え
ようとすることができる。

・学習課題に沿って、文
章の中で大事な言葉を
押さえながら読み、分
かったことを進んで伝え
ようとしている。

○

観察

・事柄の順序など情報と
情報との関係について
理解することができる。

・何が、どこに、どのよう
に書かれているか、情
報と情報との関係につ
いて理解している。

○

観察
記述内容

・文の中における主語と
述語との関係に気付く
ことができる。

・「～がかくれていま
す。」という、主語と述語
との関係に気付いてい
る。

○

観察
記述内容

・事柄の順序などを考え
ながら、内容の大体を
捉えることができる。

・説明の順序などを考え
ながら、内容の大体を
捉えている。

○

観察
記述内容

・文章の中の重要な語
や文を考えて選び出す
ことができる。

・「うみのかくれんぼ」の
中から、重要な語や文
を考えて選び出してい
る。

○

観察
記述内容

か
ず
と
か
ん
じ

118
～
121

・第１学年に配当されて
いる漢字を読み、漸次
書くことができる。 4

・第１学年に配当されて
いる漢字を読み、漸次
書いている。 ○

観察
記述内容

・これまでの学習をいか
して、想像力を広げて物
語を読み、想像したこと
を友達に進んで伝えよ
うとすることができる。

・これまでの学習をいか
して、想像力を広げて物
語を読み、想像したこと
を友達に進んで伝えよ
うとしている。

○

観察

・かぎ（「　」）の使い方を
理解して文や文章の中
で使うことができる。

・かぎ（「　」）の使い方を
理解して文や文章の中
で使っている。

○

記述内容

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読することができる。

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付け、子
どもたちやくじらぐもの
様子が伝わるよう音読
している。

○

観察

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えることができ
る。

・場面の様子やくじらぐ
も、子どもたちの行動な
ど、内容の大体を捉え
ている。

○

観察
記述内容

・場面の様子に着目し
て、登場人物の行動を
具体的に想像すること
ができる。

・くじらぐもの様子と子ど
もたちの行動を具体的
に想像している。 ○

観察
記述内容

9

10

よ
ん
で
た
し
か
め
よ
う

う
み
の
か
く
れ
ん
ぼ

112
～
117

8

・誰が何をしたかや、
何があったかを、順序
に気を付けて読むこ
と。（小２）
・読んで分かったこと
と、自分の知っている
ことを比べること。（小
２）

お
も
い
う
か
べ
な
が
ら
よ
も
う

く
じ
ら
ぐ
も

6
～
18

8

・人物がしたことや様
子を思い浮かべるこ
と。（小２）

お
は
な
し
を
た
の
し
も
う

や
く
そ
く

102
～
109

8

か
た
か
な
を
み
つ
け
よ
う

110
・

111
2
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

・助詞の「は」、「へ」及
び「を」の使い方、句読
点の打ち方を理解して
文や文章の中で使うこ
とができる。

・助詞の「は」、「へ」及
び「を」の使い方、句読
点の打ち方を理解して
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

・文章を読み返す習慣
を付けるとともに、間違
いを正すことができる。

・文章を、読み返す習慣
を付けるとともに、間違
いを正している。

○

観察
記述内容

・学習の見通しをもち、
知らせたいものを丁寧
に観察し、見付けたこと
を文章にして積極的に
伝えようとすることがで
きる。

・学習の見通しをもち、
知らせたいものを丁寧
に観察し、見付けたこと
を文章にして積極的に
伝えようとしている。

○

観察

・助詞の「は」、「へ」及
び「を」の使い方、句読
点の打ち方、かぎ（「
」）の使い方を理解して
文や文章の中で使うこ
とができる。

・助詞の「は」、「へ」及
び「を」の使い方、句読
点の打ち方、かぎ（「
」）の使い方を理解して
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

・経験したことなどから
書くことを見付け、必要
な事柄を集めたり確か
めたりすることができ
る。

・学校にいる生き物や、
学校で見付けたものか
ら書くことを見付け、必
要な事柄を集めて、伝
えたいことを明確にして
いる。

○

観察
記述内容

・語と語や文と文との続
き方に注意しながら書き
表すことができる。

・文と文との続き方に注
意しながら、内容のまと
まりが分かるように書き
表している。

○

記述内容

・文章を読み返す習慣
を付けるとともに、間違
いを正したり、語と語や
文と文との続き方を確
かめたりすることができ
る。

・文章を読み返す習慣
を付けるとともに、間違
いを正したり確かめたり
している。 ○

観察

・漢字の成り立ちに興味
をもち、学習したことを
いかして漢字を使った
短い文を積極的に書こ
うとすることができる。

・漢字の成り立ちに興味
をもち、学習したことを
いかして漢字を使った
短い文を積極的に書こ
うとしている。

○

観察
記述内容

・第1学年に配当されて
いる漢字を読み、漸次
書き、文や文章の中で
使うことができる。

・第1学年に配当されて
いる漢字を読み、漸次
書き、文や文章の中で
使っている。

○

観察

こ
と
ば
を
た
の
し
も
う

28
・
29

・長く親しまれている言
葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気付くことが
できる。 2

・長く親しまれている言
葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気付いてい
る。 ○

観察
記述内容

・自動車ごとに、「しご
と」と「つくり」を結び付
けながら内容を捉え、
「はしご車」の仕組みに
ついて進んで話し合お
うとすることができる。

・自動車ごとに、「しご
と」と「つくり」を結び付
けながら内容を捉え、
「はしご車」の仕組みに
ついて進んで話し合お
うとしている。

○

観察

・事柄の順序など情報と
情報との関係について
理解することができる。

・各自動車の「しごと」と
「つくり」など情報と情報
との関係について理解
している。

○

観察
記述内容

・事柄の順序などを考え
ながら、内容の大体を
捉えることができる。

・事柄の順序などを考え
ながら、内容の大体を
捉えている。

○

観察
記述内容

10

11

か
ん
じ
の
は
な
し

24
～
27

6

せ
つ
め
い
す
る
文
し
ょ
う
を
よ
も
う

じ
ど
う
車
く
ら
べ

30
～
34

7

・「まず」「次に」などの
言葉を見付けて、順
序を捉えること。（小
２）
・絵や写真が、文章の
どこを説明しているか
を確かめること。（小
２）

ま
ち
が
い
を
な
お
そ
う

19 2

く
わ
し
く
か
こ
う

し
ら
せ
た
い
な

、
見
せ
た
い
な

20
～
23

10

・話し合いたいこと（話
題）は何か、友達の考
えのよいところや、自
分の考えと同じところ
と違うところはどこか
考えながら話し合うこ
と。（小２）
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能
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考
･
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断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

・文章の中の重要な語
や文を考えて選び出す
ことができる。

・「じどう車くらべ」に出
てくる自動車の「しごと」
や「つくり」に関わる文を
考えて選び出している。

○

観察
記述内容

・分かりやすい説明の
仕方について興味をも
ち、説明の順序に気を
付けながら、進んで自
動車図鑑を作ろうとする
ことができる。

・分かりやすい説明の
仕方について興味をも
ち、説明の順序に気を
付けながら、進んで自
動車図鑑を作ろうとして
いる。

○

観察

・事柄の順序など情報と
情報との関係について
理解することができる。

・情報と情報との関係に
ついて理解し、「しごと」
から「つくり」の順に書い
ている。

○

観察
記述内容

・事柄の順序に沿って
簡単な構成を考えるこ
とができる。

・自動車の「しごと」と
「つくり」が明確になるよ
うに、事柄の順序に沿っ
て簡単な構成を考えて
いる。

○

観察
記述内容

か
た
か
な
を
か
こ
う

38
・
39

・片仮名を読み、書くと
ともに、文や文章の中で
使うことができる。

2

・片仮名を読み、書くと
ともに、文や文章の中で
使っている。

○

観察
記述内容

・物語を完成させるとい
う見通しをもち、進んで
友達に質問し、お話を
書こうとすることができ
る。

・物語を完成させるとい
う見通しをもち、進んで
友達に質問し、お話を
書こうとしている。

〇

観察

・互いの話に関心をも
ち、相手の発言を受け
て話をつなぐことができ
る。

・互いの話に関心をも
ち、相手の発言を受け
て話をつないでいる。 ○

観察

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこと
を落とさないように集中
して聞き、話の内容を捉
えて感想をもつことがで
きる。

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこと
を落とさないように集中
して聞き、話の内容を捉
えて感想をもっている。

○

観察
記述内容

・句読点の打ち方、かぎ
（「　」）の使い方を理解
して文や文章の中で使
うことができる。

・句読点の打ち方、かぎ
（「　」）の使い方を理解
して文や文章の中で
使っている。

○

記述内容

・文章に対する感想を
伝え合い、自分の文章
の内容や表現のよいと
ころを見付けることがで
きる。

・文章に対する感想を
伝え合い、自分の文章
の内容や表現のよいと
ころを見付けている。

○

観察
記述内容

・これまでの学習をいか
し、場面の様子に着目
し、進んで好きな場面を
音読しようとすることが
できる。

・これまでの学習をいか
し、場面の様子に着目
し、進んで好きな場面を
音読しようとしている。

○

観察

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読することができる。

・好きな場面を、語のま
とまりや言葉の響きなど
に気を付けて音読して
いる。

○

観察

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えることができ
る。

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えている ○

観察
記述内容

・場面の様子に着目し
て、登場人物の行動を
具体的に想像すること
ができる。

・それぞれの場面ごと
に、たぬきやおかみさん
の行動や思いを具体的
に想像している。

○

観察
記述内容

11

12

す
き
な
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ
う

た
ぬ
き
の
糸
車

44
～
55

8

せ
つ
め
い
す
る
文
し
ょ
う
を
か
こ
う

じ
ど
う
車
ず
か
ん
を
つ
く
ろ
う

35
～
37

5

・文章の組み立てと順
序を考えて書くこと。
（小２）

と
も
だ
ち
と
は
な
し
て

、
お
は
な
し
を
か
こ
う

ど
ん
な
お
は
な
し
が
で
き
る
か
な

40
～
43

6

せ
つ
め
い
す
る
文
し
ょ
う
を
よ
も
う

じ
ど
う
車
く
ら
べ

30
～
34

7

・「まず」「次に」などの
言葉を見付けて、順
序を捉えること。（小
２）
・絵や写真が、文章の
どこを説明しているか
を確かめること。（小
２）
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主な評価の観点
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元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

日
づ
け
と
よ
う
日

56
・
57

・身近なことを表す語句
の量を増し、語彙を豊
かにすることができる。 3

・日付や曜日に関わる
言葉を増し、語彙を豊
かにしている。 ○

観察

・これまでの学習をいか
し、書いた文章を積極
的に見直しながら、身近
な人に手紙を書こうとす
ることができる。

・これまでの学習をいか
し、書いた文章を積極
的に見直しながら、身近
な人に手紙を書こうとし
ている。

○

観察
記述内容

・丁寧な言葉と普通の
言葉との違いに気を付
けて使うとともに、敬体
で書かれた文章に慣れ
ることができる。

・丁寧な言葉と普通の
言葉との違いに気を付
け、文章を敬体で書い
ている。

○

観察

・語と語や文と文との続
き方に注意しながら、内
容のまとまりが分かるよ
うに書き表し方を工夫す
ることができる。

・文と文との続き方に注
意しながら、うれしかっ
たことや楽しかったこと
が伝わるように書き表し
方を工夫している。

○

観察

・文章を読み返す習慣
を付けるとともに、間違
いを正したり、語と語や
文と文との続き方を確
かめたりすることができ
る。

・文章を読み返す習慣
を付けるとともに、間違
いを正したり、語と語や
文と文との続き方を確
かめたりしている。

○

観察
記述内容

・これまでの学習をいか
し、積極的に世界の昔
話を読み、感想をカード
に書いて伝えようとする
ことができる。

・これまでの学習をいか
し、積極的に世界の昔
話を読み、感想をカード
に書いて伝えようとして
いる。

○

観察

【１時間代替】
第１１回
P．８-９

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを知る
ことができる。

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを理解
している。

○

観察 【１時間代替】
第１２回
P．32-33

・語と語や文と文との続
き方に注意しながら、内
容のまとまりが分かるよ
うに書き表し方を工夫す
ることができる。

・文と文との続き方に注
意しながら、「おはなし
カード」の書き表し方を
工夫している。

○

記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
することができる。

・友達の「おはなしカー
ド」を読んで思ったことを
共有している。

○

観察
記述内容

・進んで詩の内容を捉
え、これまでの学習をい
かして音読を楽しもうと
することができる。

・進んで詩の内容を捉
え、これまでの学習をい
かして音読を楽しもうと
している。

○

観察

・場面の様子など、内容
の大体を捉えることが
できる。

・場面の様子など、内容
の大体を捉えている。

○

観察
記述内容

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこと
を落とさないように集中
して聞き、話の内容を捉
えて感想をもつことがで
きる。

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこと
を落とさないように集中
して聞き、話の内容を捉
えて感想をもっている。

○

観察
記述内容

・身近なことを表す語句
の量を増し、話の中で
使い、語彙を豊かにす
ることができる。

・身近なことを表す語句
の量を増し、話の中で
使い、語彙を豊かにして
いる。 ○

観察
記述内容

1

12

本
は
と
も
だ
ち

む
か
し
ば
な
し
を
よ
も
う
／
お
か
ゆ
の
お
な
べ

60
～
73

8

・本を紹介するとき
は、書いた人と本の
題名、どんな登場人
物が出てきたか、どん
なお話か、好きなとこ
ろやお薦めしたいとこ
ろを話すこと。（小２）

こ
と
ば
の
た
い
そ
う

な
り
き

っ
て
よ
も
う

74
・
75

2

く
わ
し
く
き
こ
う

76
・
77

2

て
が
み
を
か
こ
う

て
が
み
で
し
ら
せ
よ
う

58
・
59

6
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

こ
と
ば
で
あ
そ
ぼ
う

78
・
79

・身近なことを表す語句
の量を増し、語彙を豊
かにすることができる。

2

・言葉には、一字あるい
は二字加えたり濁点を
加えたりすることで新た
な言葉が生まれること
に気付き、語彙を豊か
にしている。

○

観察

・学習の見通しをもち、
文章の内容を比べなが
ら粘り強く読むことで、
本から得たことを友達に
知らせようとすることが
できる。

・学習の見通しをもち、
文章の内容を比べなが
ら粘り強く読むことで、
本から得たことを友達に
知らせようとしている。

○

観察

・共通、相違など情報と
情報との関係について
理解することができる。

・ライオンとしまうまの赤
ちゃんの共通点、相違
点について理解してい
る。

○

記述内容

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを理解
することができる。

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを理解
している。

○

観察

・時間的な順序などを考
えながら、内容の大体
を捉えることができる。

・ライオンとしまうまの赤
ちゃんの成長の過程を
考えながら、内容の大
体を捉えている。

○

記述内容

・文章の中の重要な語
や文を考えて選び出す
ことができる。

・赤ちゃんが成長してい
く過程での、重要な語や
文を考えて選び出して
いる。

○

記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
することができる。

・動物の赤ちゃんの本を
読んで感じたことや分
かったことを共有してい
る。

○

観察
記述内容

・学習の見通しをもっ
て、言葉の上位語と下
位語に関心をもち、言
葉を集めて、進んで「お
みせやさんごっこ」をし
ようとすることができる。

・学習の見通しをもっ
て、言葉の上位語と下
位語に関心をもち、言
葉を集めて、進んで「お
みせやさんごっこ」をし
ようとしている。

○

観察

・身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語
彙を豊かにすることが
できる。

・身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、語
彙を豊かにしている。

○

観察
記述内容

・言葉には、事物の内
容を表す働きがあること
に気付くことができる。

・言葉には、上位語と下
位語があることに気付
いている。 ○

観察
記述内容 【１時間代替】

第３回
P．１６

・互いの話に関心をも
ち、相手の発言を受け
て話をつなぐことができ
る。

・お店の人とお客さんの
役になって、あいさつし
たり、買い物をしたりし
て話をつないでいる。

○

観察

き
い
て
た
の
し
も
う

わ
ら
し
べ
ち

ょ
う
じ

ゃ

96
・
97

・昔話の読み聞かせを
聞くなどして、我が国の
伝統的な言語文化に親
しむことができる。 1

・昔話の読み聞かせを
聞くなどして、我が国の
伝統的な言語文化に親
しんでいる。 ○

観察
記述内容

か
た
か
な
の
か
た
ち

98
・
99

・片仮名を読み、書くと
ともに、文や文章の中で
使うことができる。

3

・片仮名を読み、書くと
ともに、文や文章の中で
使っている。

○

記述内容

1

2

く
ら
べ
て
よ
も
う

ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん

80
～
89

10

・大事な言葉や文を見
付けること。（小２）

こ
と
ば

っ
て

、
お
も
し
ろ
い
な

も
の
の
　
名
ま
え

90
～
95

6

こ
と
ば
の
た
い
そ
う
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

・身近なことを表す語句
に積極的に関心をもち、
これまでの学習をいか
して言葉遊びを楽しもう
とすることができる。

・身近なことを表す語句
に積極的に関心をもち、
これまでの学習をいか
して言葉遊びを楽しもう
としている。

○

観察

・長く親しまれている言
葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気付くことが
できる。

・長く親しまれている言
葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気付いてい
る。

○

観察
記述内容

・語と語との続き方に注
意しながら、内容のまと
まりが分かるように書き
表し方を工夫することが
できる。

・語と語との続き方に注
意しながら、内容のまと
まりが分かるように書き
表し方を工夫している。

○

観察
記述内容

・身近なことを表す語句
の量を増し、文章の中
で使い、語彙を豊かに
することができる。

・身近なことを表す語句
の量を増し、文章の中
で使い、語彙を豊かにし
ている。

○

観察
記述内容

・これまでの学習をいか
し、二人で進んで話し合
い、協力してクイズを作
ろうとすることができる。

・これまでの学習をいか
し、二人で進んで話し合
い、協力してクイズを作
ろうとしている。

○

観察

・身近なことや経験した
ことなどから話題を決
め、伝え合うために必
要な事柄を選ぶことが
できる。

・学校にあるものから話
題を決め、問題を作る
ために必要な事柄を選
んでいる。

○

観察
記述内容 【１時間代替】

第９回
P．６

・互いの話に関心をも
ち、相手の発言を受け
て話をつなぐことができ
る。

・問題を話す順番を話し
合うために、相手の発
言を受けて話をつない
でいる。

○

観察

・学習の見通しをもち、
友達の考えや感想を知
ろうとし、読んで感じた
ことを積極的に伝え合
おうとすることができ
る。

・学習の見通しをもち、
友達の考えや感想を知
ろうとし、読んで感じた
ことを積極的に伝え合
おうとしている。

〇

観察
記述内容

・場面の様子に着目し
て、登場人物の行動を
具体的に想像すること
ができる。

・場面の移り変わりに着
目して、「ぼく」の行動や
思いを具体的に想像し
ている。

○

観察
記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
することができる。

・物語を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
している。

○

観察
記述内容

に
て
い
る
か
ん
じ

120
・

121

・第１学年に配当されて
いる漢字を読み、漸次
書き、文や文章の中で
使うことができる。

3

・これまでの学習をいか
し、進んで漢字の形に
注意して書き、文を書こ
うとしている。

○

記述内容

・これまでの学習や経
験をいかし、事柄の順
序に沿って構成を粘り
強く考えながら、１年生
の思い出を伝える文章
を書こうとすることがで
きる。

・これまでの学習や経
験をいかし、事柄の順
序に沿って構成を粘り
強く考えながら、１年生
の思い出を伝える文章
を書こうとしている。

○

観察

・経験したことから書くこ
とを見付け、必要な事
柄を集めたり確かめた
りして、伝えたい事柄を
明確にすることができ
る。

・一年間のできごとから
書くことを見付け、必要
な思い出を集め、伝え
たいことを明確にしてい
る。

○

記述内容

・自分の思いが明確に
なるよう、事柄の順序に
沿って簡単な構成を考
えることができる。

・うれしかったことなどの
思いが明確になるよう
に、事柄の順序に沿っ
て簡単な構成を考えて
いる。

○

記述内容

2

3

よ
ん
で
か
ん
じ
た
こ
と
を
は
な
そ
う

ず
う

っ
と

、
ず

っ
と
大
す
き
だ
よ

108
～
119

8

・お話の、どの言葉や
文から感想をもったか
をはっきりさせること。
（小２）
・友達の感想を聞い
て、いろいろな感じ方
や考え方があることを
知ること。（小２）

お
も
い
出
し
て
か
こ
う

い
い
こ
と
い

っ
ぱ
い

、
一
年
生

122
～
125

10

・内容ごとにまとまりを
作ること。（小２）
・書いた文章を読み返
して、間違いがないか
確かめること。（小２）

こ
と
ば
あ
そ
び
を
つ
く
ろ
う

100
～
103

6

ふ
た
り
で
か
ん
が
え
よ
う

こ
れ
は
な
ん
で
し
ょ
う

104
～
107

4
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえるべ

き内容
上級学年・中学校と
の関連

テ
ス
ト

・単元末・学期末テスト
テスト 17

・既習内容を理解してい
る。 ○ ○

ペーパーテ
スト

代替時数 9

3

・内容ごとにまとまりを
作ること。（小２）
・書いた文章を読み返
して、間違いがないか
確かめること。（小２）

総時間数（260）時間＋予備（11）時間

代替時間を除いた総時間数　２６２時間
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国語（光村図書）

知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

こ
と
ば
の
じ

ゅ
ん
び
う
ん
ど
う

じ

ゅ
ん
ば
ん
に
な
ら
ぼ
う

14
・
15

・自分が聞きたいことを
落とさないように集中し
て聞くことができる。

1

・自分が聞きたいことを
落とさないように集中し
て聞いている。

○

観察

た
の
し
く
か
こ
う

絵
を
見
て
か
こ
う
　
つ
づ
け
て
み
よ
う

16
～
18

・想像したことなどから
書くことを見つけ、必要
な事柄を集めたり確か
めたりして、伝えたいこ
とを明確にすることがで
きる。 1

・想像したことなどから
書くことを見つけ、必要
な事柄を集めたり確か
めたりして、伝えたいこ
とを明確にしている。

○

観察
記述内容

・粘り強く登場人物の行
動などの内容を捉え、
学習課題に沿って音読
を聞き合い、感想を伝
え合おうとすることがで
きる。

・粘り強く登場人物の行
動などの内容を捉え、
学習課題に沿って音読
を聞き合い、感想を伝
え合おうとしている。

○

観察
記述内容

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読することができる。

・会話に表れた思いや
辺りの様子などに気を
付けて音読している。

○

観察

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えることができ
る。

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えている。 ○

観察
記述内容

本
は
と
も
だ
ち

図
書
館
た
ん
け
ん

32
～
35

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを理解
することができる。

1

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを理解
している。

○

観察

き
せ
つ
の
こ
と
ば
１

春
が
い

っ
ぱ
い

36
・
37

・言葉には、事物の内
容を表す働きや、経験
したことを伝える働きが
あることに気付くことが
できる。

2

・春を表す言葉にふれ
ることで、言葉には、事
物の内容を表す働きが
あることに気付いてい
る。

○

観察
記述内容

・進んで経験したことな
どから伝えたいことを明
確にし、学習の見通しを
もって日記を書こうとす
ることができる。

・進んで経験したことな
どから伝えたいことを明
確にし、学習の見通しを
もって日記を書こうとし
ている。

○

観察

【１時間代替】
第５回-①
P．44-47

・言葉には、経験したこ
とを伝える働きがあるこ
とに気付くことができ
る。

・日記を書くことで、言
葉には、経験したことを
伝える働きがあることに
気付いている。

○

観察
記述内容 【１時間代替】

第５回-②
P．47

・経験したことなどから
書くことを見つけ、必要
な事柄を集めたり確か
めたりして伝えたいこと
を明確にすることができ
る。

・経験したことなどから
書くことを見つけ、必要
な事柄を集めたり確か
めたりして伝えたいこと
を明確にしている。

○

観察
記述内容

【１時間代替】
第３回-①
P．24-25

・自分にとって必要なこ
とを集中して粘り強く聞
き取り、これまでの学習
をいかして簡潔にメモし
ようとすることができる。

・自分にとって必要なこ
とを集中して粘り強く聞
き取り、これまでの学習
をいかして簡潔にメモし
ようとしている。

○

観察

4

ことば探究科
で代替

ど
ん
な
お
は
な
し
か
を
た
し
か
め
て

、
音
読
し
よ
う

ふ
き
の
と
う

19
～
32

9

・お話に出てくる人
が、したことや言った
ことを思いうかべなが
ら読むこと。（小１）

・したこと、言ったこ
と、気持ちを表す言葉
に気を付けて、様子
や気持ちを想像する
こと。（小３）

思
い
出
し
て
書
こ
う

日
記
を
書
こ
う

38
・
39

4

小学校第２学年　国語科年間指導計画
主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校と
の関連

だ
い
じ
な
こ
と
を
お
と
さ
な
い
よ
う
に
聞
こ
う

と
も
だ
ち
は
ど
こ
か
な

40
～
44

5

・みんなに聞こえる声
で、はっきりと話すこ
と。（小１）
・友達の話を確かめた
り、わからないことを
聞いたりすること。（小
１）

・話の内容や、自分が
知りたいことをはっき
りさせること。（小３）
・知りたいことについ
て、どのように質問す
るとよいかを考えるこ
と。（小３）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校と
の関連

・音節と文字との関係、
アクセントによる語の意
味の違いなどに気付くと
ともに、姿勢や口形、発
声や発音に注意して話
すことができる。

・音節と文字との関係、
アクセントによる語の意
味の違いなどに気付くと
ともに、姿勢や口形、発
声や発音に注意して話
している。

○

観察

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこ
とを落とさないように集
中して聞き、話の内容
を捉えることができる。

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこ
とを落とさないように集
中して聞き、話の内容
を捉えている。

○

観察
記述内容

・時間的な順序などを
考えて内容を捉え、学
習の見通しをもって、文
章を読んで思ったことを
進んで書こうとすること
ができる。

・時間的な順序などを
考えて内容を捉え、学
習の見通しをもって、文
章を読んで思ったことを
進んで書こうとしてい
る。

○

観察

・共通、相違、事柄の順
序など情報と情報との
関係について理解する
ことができる。

・たんぽぽがどんな知
恵を働かせているか、
情報と情報との関係に
ついて理解している。

○

観察
記述内容

・時間的な順序を考え
ながら、内容の大体を
捉えることができる。

・たんぽぽの花の変化
について、時間的な順
序を考えながら、内容
の大体を捉えている。

○

観察
記述内容

・文章の中の重要な語
や文を考えて選び出す
ことができる。

・たんぽぽの知恵につ
いて、文章の中の重要
な語や文を考えて選び
出している。

○

記述内容

・書くために必要な事柄
を積極的に集めたり確
かめたりし、今までの学
習をいかして観察記録
文を書こうとすることが
できる。

・書くために必要な事柄
を積極的に集めたり確
かめたりし、今までの学
習をいかして観察記録
文を書こうとしている。

○

観察
記述内容

・身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章
の中で使うことができ
る。

・観察記録を書くことで
語句の量を増し、語彙
を豊かにしている。 ○

観察
記述内容

・観察したことから書く
ために必要な事柄を集
めたり確かめたりして、
伝えたいことを明確に
することができる。

・観察したことから書く
ために必要な事柄を集
めたり確かめたりして、
伝えたいことを明確にし
ている。

○

観察
記述内容

・事柄の順序に沿って
簡単な構成を考えるこ
とができる。

・様子や動きなど、観察
したことに沿って簡単な
構成を考えている。

○

観察
記述内容

聞
い
て
た
の
し
も
う

い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ

62
～
64

・神話の読み聞かせを
聞き、我が国の伝統的
な言語文化に親しむこ
とができる。 2

・神話の読み聞かせを
聞き、我が国の伝統的
な言語文化に親しんで
いる。 ○

観察
【１時間代替】
第２回-②
再P．７

【１時間代替】
第４回-①
再P．８

同
じ
ぶ
ぶ
ん
を
も
つ
か
ん
字

65
・
66

・第２学年までに配当さ
れている漢字を読むこ
とができるとともに、文
や文章の中で使うこと
ができる。 2

・第２学年までに配当さ
れている漢字を読んだ
り、文や文章の中で
使ったりしている。

○

観察
記述内容

・粘り強く場面の様子に
着目して登場人物の行
動を想像し、学習課題
に沿って自分の好きな
場面を伝え合おうとする
ことができる。

・粘り強く場面の様子に
着目して登場人物の行
動を想像し、学習課題
に沿って自分の好きな
場面を伝え合おうとして
いる。

○

観察

4

5

6

・説明の順序に気を付
けて読むこと。（小１）

・文章は、「はじめ」な
か」「おわり」などの大
きなまとまりに分けら
れ、大きなまとまり
は、一つ、またはいく
つかの段落でできて
いること。（小３）
・一つの段落には、そ
れぞれ、ひとまとまり
の内容が書かれてい
ること。（小３）
・「問い」と「答え」に気
を付けると、文章全体
の組み立てや、段落
の中心を捉えることが
できること。（小３）

て
い
ね
い
に
か
ん
さ
つ
し
て

、
き
ろ
く
し
よ
う

か
ん
さ
つ
名
人
に
　
な
ろ
う

56
～
61

10

・文章を書いたら間違
いがないか読み返す
こと。（小１）
・友達の文章を読ん
で、思ったことや分
かったことを伝えるこ
と。（小１）

お
話
を
読
み

、
す
き
な
と
こ
ろ
を
つ
た
え
よ
う

ス
イ
ミ
ー

67
～
80

9

・登場人物がしたこと
や言ったことが分かる
言葉を見付けること。
（小２）

・登場人物の変化に
気を付けて読むこと。
（小３）

だ
い
じ
な
こ
と
を
お
と
さ
な
い
よ
う
に
聞
こ
う

と
も
だ
ち
は
ど
こ
か
な

40
～
44

5

・みんなに聞こえる声
で、はっきりと話すこ
と。（小１）
・友達の話を確かめた
り、わからないことを
聞いたりすること。（小
１）

・話の内容や、自分が
知りたいことをはっき
りさせること。（小３）
・知りたいことについ
て、どのように質問す
るとよいかを考えるこ
と。（小３）

じ
ゅ
ん
じ
ょ
に
気
を
つ
け
て
読
も
う

た
ん
ぽ
ぽ
の
　
ち
え

45
～
55

10

‐14‐



知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校と
の関連

・身近なことを表す語句
の量を増し、語彙を豊
かにすることができる。

・人物の行動や気持ち
を表す語句の量を増
し、語彙を豊かにしてい
る。

○

観察

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えることができ
る。

・スイミーがどんな人物
で、どんなことをしたか
など、内容の大体を捉
えている。

○

観察
記述内容

・場面の様子に着目し
て、登場人物の行動を
具体的に想像すること
ができる。

・スイミーのしたことが
わかる言葉に着目し
て、その行動を具体的
に想像している。

○

観察
記述内容

か
ん
字
の
ひ
ろ
ば
①

１
年
生
で
な
ら

っ
た
か
ん
字

81

・第１学年に配当されて
いる漢字を書き、文や
文章で使うことができ
る。

2

・第１学年に配当されて
いる漢字を書き、文や
文章で使っている。

○

観察
記述内容

・言葉には、事物の内
容を表す働きや、経験
したことを伝える働きが
あることに気付くことが
できる。

・メモを取ることで、言葉
には、事物の内容を表
す働きや、経験したこと
を伝える働きがあること
に気付いている。

○

観察
記述内容

・経験したことなどから
書くことを見つけ、必要
な事柄を集めたり確か
めたりして、伝えたいこ
とを明確にすることがで
きる。

・経験したことなどから
書くことを見つけ、必要
な事柄を集めたり確か
めたりして、伝えたいこ
とを明確にしている。

○

観察
記述内容

・事柄の順序に沿って
簡単な構成を粘り強く
考え、学習の見通しを
もって、組み立てを考え
て文章にまとめようとす
ることができる。

・事柄の順序に沿って
簡単な構成を粘り強く
考え、学習の見通しを
もって、組み立てを考え
て文章にまとめようとし
ている。

○

観察
記述内容

・長音、拗音、促音、撥
音などの表記、助詞の
「は」「へ」「を」の使い
方、句読点の打ち方、
かぎ（「　」）の使い方を
理解して、文や文章の
中で使うことができる。

・長音、拗音、促音、撥
音などの表記、助詞の
「は」「へ」「を」の使い
方、句読点の打ち方、
かぎ（「　」）の使い方を
理解して、文や文章の
中で使っている。

○

観察
記述内容

【１時間代替】
第１回-②
P．10-13

・事柄の順序に沿って
簡単な構成を考えるこ
とができる。

・知らせたいことが分か
りやすくなるように、「は
じめ・中・おわり」の簡単
な構成を考えている。

○

観察
記述内容

・文と文との続き方に注
意しながら、内容のまと
まりが分かるように書き
表し方を工夫することが
できる。

・文と文との続き方に注
意しながら、知らせたい
ことが分かりやすくなる
ように「中」の書き表し
方を工夫している。

○

観察
記述内容

・文章に対する感想を
伝え合うことができる。

・文章を読み、初めて
知ったことなどの感想を
見つけ、伝え合ってい
る。

○

観察
記述内容

・粘り強く話し手が知ら
せたいことを落とさない
ように聞き、学習課題に
沿って質問をし合って考
えをまとめようとするこ
とができる。

・粘り強く話し手が知ら
せたいことを落とさない
ように聞き、学習課題に
沿って質問をし合って考
えをまとめようとしてい
る。

○

観察
記述内容

6

7

あ
い
て
の
考
え
を
引
き
出
す
し
つ
も
ん
を
し
よ
う

あ

っ
た
ら
い
い
な

、
こ
ん
な
も
の

90
～
93

7

・みんなに聞こえる声
で、はっきりと話すこ
と。（小１）
・友達の話を確かめた
り、わからないことを
聞いたりすること。（小
１）

・話の内容や、自分が
知りたいことをはっき
りさせること。（小３）
・知りたいことについ
て、どのように質問す
るとよいかを考えるこ
と。（小３）

あ
つ
め
る
と
き
に
つ
か
お
う

メ
モ
を
と
る
と
き

82
・
83

3

組
み
立
て
を
考
え
て
書
き

、
知
ら
せ
よ
う

こ
ん
な
も
の
み
つ
け
た
よ
／

【
コ
ラ
ム

】
丸

、
点

、
か
ぎ

84
～
89

10

・説明の順序に気を付
けて分かりやすく書く
こと。（小１）
・文章を書いたら、間
違いがないか読み返
すこと。（小１）
・友達の文章を読ん
で、思ったことや分
かったことを伝えるこ
と。（小１）

・組み立てを考えて報
告する文章を書くこ
と。（小３）
・内容や書き方につい
て、どう思ったのかを
詳しく伝えること。（小
３）

お
話
を
読
み

、
す
き
な
と
こ
ろ
を
つ
た
え
よ
う

ス
イ
ミ
ー

67
～
80

9

・登場人物がしたこと
や言ったことが分かる
言葉を見付けること。
（小２）

・登場人物の変化に
気を付けて読むこと。
（小３）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校と
の関連

・身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章
の中で使うことで、語彙
を豊かにすることができ
る。

・身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章
の中で使うことで、語彙
を豊かにしている。

○

観察

・伝え合うために必要な
事柄を選ぶことができ
る。

・「あったらいい」と思う
ものについて、絵をかい
たり質問し合ったりし
て、くわしくはっきりさせ
ている。

○

観察
記述内容

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこ
とを落とさないように集
中して聞き、話の内容
を捉えて感想をもつこと
ができる。

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこ
とを落とさないように集
中して聞き、話の内容
を捉えて感想をもってい
る。

○

観察
記述内容

き
せ
つ
の
こ
と
ば
２

夏
が
い

っ
ぱ
い

94
・
95

・言葉には、事物の内
容を表す働きや、経験
したことを伝える働きが
あることに気付くことが
できる。

2

・夏を表す言葉にふれ
ることで、言葉には、事
物の内容を表す働きが
あることに気付いてい
る。

○

観察

・進んで読書に親しみ、
学習課題に沿ってお気
に入りの本を紹介しよう
とすることができる。

・進んで読書に親しみ、
学習課題に沿ってお気
に入りの本を紹介しよう
としている。

○

観察
記述内容 【１時間代替】

第６回-①
再P．８

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを理解
することができる。

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを理解
している。 ○

観察 【１時間代替】
第７回-②
【１時間代替】
第８回-②

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
することができる。

・友達の気に入った本
の紹介を聞いて、感じ
たことや分かったことを
共有している。

○

観察

【１時間代替】
第９回-①
再P．９

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読することができる。

・オノマトペのリズムや
響きなどに気を付けて
音読している。

○

観察

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
することができる。

・詩を読んで感じたこと
や分かったことを共有し
ている。

○

観察

・話す事柄の順序を粘
り強く考え、学習課題に
沿って道案内をし合おう
とすることができる。

・話す事柄の順序を粘
り強く考え、学習課題に
沿って道案内をし合おう
としている。

○

観察

・相手に伝わるように、
話す事柄の順序を考え
ることができる。

・相手に伝わるように、
地図をもとに目的地に
行くまでの道順を考えて
いる。

○

観察

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこ
とを落とさないように集
中して聞き、話の内容
を捉えることができる。

・話し手が知らせたいこ
とや自分が聞きたいこ
とを落とさないように集
中して聞き、話の内容
を捉えている。

○

観察

・積極的に身の回りのも
のから重要な情報を読
み取り、学習課題に
沿って、考えを交流しよ
うとすることができる。

・積極的に身の回りのも
のから重要な情報を読
み取り、学習課題に
沿って、考えを交流しよ
うとしている。

○

観察

・文章の中の重要な語
や文を考えて選び出す
ことができる。

・文章の中の重要な語
や文を考えて選び出し
ている。

○

観察
記述内容

7

9

せ
い
か
つ
の
中
で
読
も
う

み
の
回
り
の
も
の
を
読
も
う

118
・

119
2

詩
を
た
の
し
も
う

雨
の
う
た

114
・

115
2

た
い
わ
の
れ
ん
し
ゅ
う

こ
と
ば
で
み
ち
あ
ん
な
い

116
・

117
3

あ
い
て
の
考
え
を
引
き
出
す
し
つ
も
ん
を
し
よ
う

あ

っ
た
ら
い
い
な

、
こ
ん
な
も
の

90
～
93

7

・みんなに聞こえる声
で、はっきりと話すこ
と。（小１）
・友達の話を確かめた
り、わからないことを
聞いたりすること。（小
１）

・話の内容や、自分が
知りたいことをはっき
りさせること。（小３）
・知りたいことについ
て、どのように質問す
るとよいかを考えるこ
と。（小３）

本
は
と
も
だ
ち

お

気

に

入

り

の

本

を

し

ょ

う

か

い

し

よ

う

／

ミ

リ
ー

の

す

て

き

な

ぼ

う

し

96
～
113

6

・昔話を読んで、すき
なところを見付けるこ
と。（小１）
・読書カードを書いて、
友達と交流すること。
（小１）

・図鑑や科学読み物
は、取り上げる物事に
ついて、絵や写真、図
などを使ったり、詳しく
説明したりして、分か
りやすく書かれている
こと。（小３）
・図鑑や科学読み物
で何かを調べるとき
は目次や索引を使う
とよいこと。（小３）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校と
の関連

・長音、拗音、促音、撥
音などの表記、助詞の
「は」「へ」「を」の使い
方、句読点の打ち方、
かぎ（「　」）の使い方を
理解して文や文章の中
で使うことができる。

・長音、拗音、促音、撥
音などの表記、助詞の
「は」「へ」「を」の使い
方、句読点の打ち方、
かぎ（「　」）の使い方を
理解して文や文章の中
で使っている。

○

記述内容

・文章を読み返す習慣
をつけるとともに、間違
いを正したり、語と語や
文と文との続き方を確
かめたりすることができ
る。

・文章を読み返す習慣
をつけるとともに、間違
いを正したり、語と語や
文と文との続き方を確
かめたりしている。

○

観察
記述内容

か
ん
字
の
ひ
ろ
ば
②

１
年
生
で
な
ら

っ
た
か
ん
字

122

・第１学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

2

・第１学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

・文章と経験とを結び付
けて感想をもち、学習
の見通しをもって考えた
ことを進んで話そうとす
ることができる。

・文章と経験とを結び付
けて感想をもち、学習
の見通しをもって考えた
ことを進んで話そうとし
ている。

○

観察
記述内容

・共通、相違、時間の順
序など情報と情報との
関係について理解する
ことができる。

・時間の順序と筆者の
仕事の内容との関係に
ついて理解している。 ○

観察
記述内容

・時間的な順序や事柄
の順序などを考えなが
ら、内容の大体を捉え
ることができる。

・時間的な順序を考え
ながら、筆者の仕事の
大体を捉えている。 ○

観察
記述内容

・文章の内容と自分の
体験とを結び付けて、
感想をもつことができ
る。

・筆者の仕事と自分の
体験とを結び付けて、
感想をもっている。 ○

観察
記述内容

か
た
か
な
の
ひ
ろ
ば

135

・片仮名を読み、書くと
ともに片仮名で書く語の
種類を知り、文や文章
の中で使うことができ
る。

2

・片仮名を読み、書くと
ともに片仮名で書く語の
種類を知り、文や文章
の中で使っている。 ○

記述内容

こ
と
ば
あ
そ
び
を
し
よ
う

136
・

137

・長く親しまれている言
葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気付くことが
できる。 2

・長く親しまれている言
葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気付いてい
る。 ○

観察

な
か
ま
の
こ
と
ば
と
か
ん
字

138
・

139

・身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、言
葉には意味による語句
のまとまりがあることに
気付き、語彙を豊かに
することができる。

2

・身近なことを表す語句
を、上位・下位の概念に
仲間分けし、話や文章
の中で使うとともに、語
彙を豊かにしている。

○

観察
記述内容

か
ん
字
の
ひ
ろ
ば
③

１
年
生
で
な
ら

っ
た
か
ん
字

140

・第１学年に配当されて
いる漢字を書き、文や
文章の中で使うことが
できる。

2

・第１学年に配当されて
いる漢字を書き、文や
文章の中で使ってい
る。

○

観察
記述内容

9

10

・順序やわけに気を付
けて、説明する文章を
読むこと。（小２）

・文章は、「はじめ」
「なか」「おわり」など
の大きなまとまりに分
けられること。（小３）
・「問い」と「答え」に気
を付けると、文章全体
の組み立てや、段落
の中心を捉えることが
できること。（小３）

書
く
と
き
に
つ
か
お
う

書
い
た
ら

、
見
直
そ
う

120
・

121
2

読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
話
そ
う

ど
う
ぶ
つ
園
の
じ
ゅ
う
い

123
～
134

10
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校と
の関連

・場面の様子に着目し
て登場人物の行動を想
像し、学習課題に沿っ
て積極的に音読劇に取
り組もうとすることがで
きる。

・場面の様子に着目し
て登場人物の行動を想
像し、学習課題に沿っ
て積極的に音読劇に取
り組もうとしている。

○

観察

・会話に表れる心情な
どに気を付けて音読す
ることができる。

・会話に表れる心情な
どに気を付けて音読し
ている。

○

観察

・場面の様子に着目し
て、登場人物の行動を
具体的に想像すること
ができる。

・場面ごとに、がまくん
やかえるくんの行動を
具体的に想像してい
る。

○

観察
記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
することができる。

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
している。

○

観察
記述内容

主
語
と
述
語
に
気
を
つ
け
よ
う

29
・
30

・文の中における主語と
述語との関係に気付く
ことができる。

2

・文の中における主語と
述語との関係に気付い
ている。

○

観察

【１時間代替】
第１回-①
P．20-21

か
ん
字
の
読
み
方

31
～
33

・第１学年に配当されて
いる漢字を書き、文や
文章の中で正しく使うと
ともに、第２学年に配当
されている漢字を漸次
書き、文や文章の中で
正しく使うことができる。

2

・使い方によって読み方
が違う漢字を、文や文
章の中で正しく使ってい
る。 ○

観察
記述内容

き
せ
つ
の
こ
と
ば
３

秋
が
い

っ
ぱ
い

34
・
35

・言葉には、事物の内
容を表す働きがあるこ
とに気付くことができ
る。 2

・秋を表す言葉にふれ
ることで、言葉には、事
物の内容を表す働きが
あることに気付いてい
る。

○

観察

・相手の発言を受けて
話をつなぎ、学習の見
通しをもって、積極的に
話し合おうとすることが
できる。

・相手の発言を受けて
話をつなぎ、学習の見
通しをもって、積極的に
話し合おうとしている。

○

観察

・共通、相違、事柄の順
序など情報と情報との
関係について理解する
ことができる。

・共通点や相違点など、
グループ内での相互の
考えについて理解して
いる。

○

観察

・身近なことや経験した
ことなどから話題を決
め、伝え合うために必
要な事柄を選ぶことが
できる。

・学校やふだんの生活
でのことから話題を決
め、話し合うために必要
な事柄を選んでいる。

○

観察
記述内容

・互いの話に関心をも
ち、相手の発言を受け
て話をつなぐことができ
る。

・互いの話に関心をも
ち、相手の発言を受け
て話をつないでいる。 ○

観察
記述内容

・事柄の順序に沿って
構成を考え、学習課題
に沿っておもちゃの作り
方を説明する文章を粘
り強く書こうとすることが
できる。

・事柄の順序に沿って
構成を考え、学習課題
に沿っておもちゃの作り
方を説明する文章を粘
り強く書こうとしている。

○

観察

・共通、相違、事柄の順
序など情報と情報との
関係について理解する
ことができる。

・おもちゃを作る順序な
ど情報と情報との関係
について理解している。 ○

観察
記述内容

10

11

せ
つ
め
い
の
し
か
た
に
気
を
つ
け
て
読
み

、
そ
れ
を
い
か
し
て
書
こ
う

紙
コ

ッ
プ
花
火
の
作
り
方
／
お
も
ち
ゃ
の
作
り
方
を
せ
つ
め
い
し
よ
う

41
～
51

14

・順序やわけに気を付
けて、説明する文章を
読むこと。（小２）
・誰が何をしたかや、
何があったかを、順序
に気を付けて読むこ
と。（小２）
・読んで分かったこと
と自分の知っているこ
とを比べること。（小
２）
・「はじめ」「なか「」お
わり」の組み立てを考
えて書くこと。（小２）
・文章を書いたら、間
違いがないか確かめ
ること。（小２）

・題名や「はじめ」か
ら、話題を確かめるこ
と。（小３）
・例を挙げる順序や写
真の使い方など、筆
者の例の書き方に気
を付けること。（小３）
・内容のまとまりごと
に、段落を分けるこ
と。（小３）
・例を挙げる順序や、
絵や写真の示し方を
工夫すること。（小３）

自
分

と
く
ら
べ
て
読
み

、
と
う
じ

ょ
う
じ
ん
ぶ
つ
に
手
紙
を
書
こ
う

お
手
紙

13
～
28

12

・登場人物がしたこと
や言ったことが分かる
言葉を見付けること。
（小２）
・人物がした事や出来
事を短い言葉でまとめ
ること。（小２）

・場面と場面を比べ
て、人物の様子や出
来事の違いと、その
理由について考える
こと。（小３）
・物語を誰の立場から
読み、出来事をどう捉
えるかによって、物語
に対する感想は違っ
てくること。（小３）

み
ん
な
で
話
を
つ
な
げ
よ
う

そ
う
だ
ん
に
の

っ
て
く
だ
さ
い

36
～
40

8

・相手の考えを詳しく
聞くために、大事なこ
とは何かを考えて、質
問すること。（小２）
・丁寧な言い方と、普
通の言い方のどちらを
使うとよいか考えるこ
と。（小２）

・話し合いの目的や
進め方、自分の役
割、友達の考えと同じ
ところ、違うところを考
えながら話し合うこ
と。（小３）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校と
の関連

・事柄の順序などを考
えながら、内容の大体
を捉えることができる。

・おもちゃの作り方の順
序などを考えながら、内
容の大体を捉えてい
る。

○

観察
記述内容

・事柄の順序に沿って
簡単な構成を考えるこ
とができる。

・おもちゃの作り方が分
かりやすく伝わるよう
に、作り方の順序に
沿って簡単な構成を考
えている。

○

観察
記述内容

・内容のまとまりが分か
るように書き表し方を工
夫することができる。

・おもちゃの作り方のま
とまりが分かるように書
き表し方を工夫してい
る。

○

記述内容

に
た
い
み
の
こ
と
ば

、
は
ん
た
い
の
い
み
の
こ
と
ば

52
・
53

・身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、言
葉には意味による語句
のまとまりがあることに
気づき、語彙を豊かに
することができる。

2

・身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、言
葉には意味による語句
のまとまりがあることに
気付き、語彙を豊かに
している。

○

観察
記述内容

聞
い
て
楽
し
も
う

せ
か
い
一
の
話

54
・
55

・昔話や神話・伝承など
の読み聞かせを聞くな
どして、我が国の伝統
的な言語文化に親しむ
ことができる。

1

・昔話や神話・伝承など
の読み聞かせを聞くな
どして、我が国の伝統
的な言語文化に親しん
でいる。

○

観察

【１時間代替】
第１４回-②
再P．11

か
ん
字
の
広
場
④

１
年
生
で
な
ら

っ
た
か
ん
字

56

・第１学年に配当されて
いる漢字を書き、文や
文章の中で使うことが
できる。

2

・第１学年に配当されて
いる漢字を書き、文や
文章の中で使ってい
る。

○

記述内容

・登場人物の様子を具
体的に想像することに
積極的に取り組み、学
習の見通しをもってお
話を紹介する文章を書
こうとすることができる。

・登場人物の様子を具
体的に想像することに
積極的に取り組み、学
習の見通しをもってお
話を紹介する文章を書
こうとしている。

○

観察
記述内容

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えることができ
る。

・場面の様子や登場人
物の行動など、内容の
大体を捉えている。 ○

観察
記述内容

・場面の様子に着目し
て、登場人物の行動を
具体的に想像すること
ができる。

・場面の様子に着目し
て、登場人物の行動を
具体的に想像してい
る。

○

観察
記述内容

・文の中における主語と
述語との関係に気づく
ことができる。

・文の中における主語と
述語との関係に気づい
ている。

○

観察
記述内容

・事柄の順序に沿って
構成を考え、学習課題
に沿って積極的に物語
を書こうとすることがで
きる。

・事柄の順序に沿って
構成を考え、学習課題
に沿って積極的に物語
を書こうとしている。

〇

観察

【１時間代替】
第４回-②
P．30-31

・身近なことを表す語句
の量を増し、語彙を豊
かにすることができる。

・場面の様子や人物の
行動を表す言葉を知
り、語彙を豊かにしてい
る。

〇

観察
記述内容 【１時間代替】

第９回-②
P．32-33

11

12

組
み
立
て
を
考
え
て

、
お
話
を
書
こ
う

お
話
の
さ
く
し
ゃ
に
な
ろ
う

74
～
79

10

・「はじめ」「なか「」お
わり」の組み立てを考
えて書くこと。（小２）
・文章を書いたら、間
違いがないか確かめ
ること。（小２）
・友達の文章を読ん
で、思ったことや分
かったことを伝えるこ
と。（小２）

・物語の組み立てを
考えて書くこと。（小
３）

せ
つ
め
い
の
し
か
た
に
気
を
つ
け
て
読
み

、
そ
れ
を
い
か
し
て
書
こ
う

紙
コ

ッ
プ
花
火
の
作
り
方
／
お
も
ち

ゃ
の
作
り
方
を
せ
つ
め
い
し
よ
う

41
～
51

14

・順序やわけに気を付
けて、説明する文章を
読むこと。（小２）
・誰が何をしたかや、
何があったかを、順序
に気を付けて読むこ
と。（小２）
・読んで分かったこと
と自分の知っているこ
とを比べること。（小
２）
・「はじめ」「なか「」お
わり」の組み立てを考
えて書くこと。（小２）
・文章を書いたら、間
違いがないか確かめ
ること。（小２）

・題名や「はじめ」か
ら、話題を確かめるこ
と。（小３）
・例を挙げる順序や写
真の使い方など、筆
者の例の書き方に気
を付けること。（小３）
・内容のまとまりごと
に、段落を分けるこ
と。（小３）
・例を挙げる順序や、
絵や写真の示し方を
工夫すること。（小３）

思
い
う
か
べ
た
こ
と
を
も
と
に

、
お
話
を
し

ょ
う
か
い
し
よ
う

み
き
の
た
か
ら
も
の

57
～
73

10
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校と
の関連

・自分の思いが明確に
なるように、事柄の順序
に沿って簡単な構成を
考えることができる。

・楽しいお話になるよう
に、事柄の順序に沿っ
て簡単な構成を考えて
いる。

○

記述内容

・文章に対する感想を
伝え合い、自分の文章
の内容や表現のよいと
ころを見付けることがで
きる。

・お話に対する感想を
伝え合い、お互いの文
章の内容や表現のよい
ところを見付けている。

○

観察
記述内容

き
せ
つ
の
こ
と
ば
４

冬
が
い

っ
ぱ
い

80
・
81

・言葉には、事物の内
容を表す働きがあるこ
とに気付くことができ
る。

2

・冬を表す言葉にふれ
ることで、言葉には、事
物の内容を表す働きが
あることに気付いてい
る。

○

観察
記述内容

・語のまとまりや言葉の
響きなどに気を付けて
音読することができる。

・オノマトペや言葉の響
きなどに気を付けて音
読している。

〇

観察

・詩を読んで感じたこと
を共有することができ
る。

・詩を読んで感じたこと
を共有している。

○

観察
記述内容

か
た
か
な
で
書
く
こ
と
ば

84
・
85

・片仮名を書くとともに
片仮名で書く語の種類
を知り、文や文章の中
で使うことができる。

2

・片仮名を書くとともに
片仮名で書く語の種類
を知り、文や文章の中
で使っている。

○

観察
記述内容

こ
と
ば
を
楽
し
も
う

86

・長く親しまれている言
葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気付くことが
できる。 1

・長く親しまれている言
葉遊びを通して、言葉
の豊かさに気付いてい
る。 ○

観察
記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
し、学習の見通しをもっ
て、本を読んで分かった
ことを進んで説明しよう
とすることができる。

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
し、学習の見通しをもっ
て、本を読んで分かった
ことを進んで説明しよう
としている。

〇

観察
記述内容

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを理解
することができる。

・読書に親しみ、いろい
ろな本があることを理解
している。

〇

観察
記述内容

・文章の中の重要な語
や文を考えて選び出す
ことができる。

・文章の中の重要な語
や文を考えて選び出し
ている。

〇

観察
記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
することができる。

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
している。

○

観察
記述内容

・身近なことを表す語句
の量を増して語彙を豊
かにし、学習課題に
沿って、積極的に様子
を表す言葉を使って文
を書こうとすることがで
きる。

・身近なことを表す語句
の量を増して語彙を豊
かにし、学習課題に
沿って、積極的に様子
を表す言葉を使って文
を書こうとしている。

〇

観察

・言葉には、事物の内
容を表す働きがあるこ
とに気付くことができ
る。

・言葉には、事物の内
容を表す働きがあるこ
とに気付いている。 〇

観察
記述内容

12

1

だ

い

じ

な

こ

と

ば

に

気

を

つ

け

て

読

み

、
分

か

っ
た

こ

と

を

知

ら

せ

よ

う

ロ
ボ

ッ
ト

87
～
97

12

・文章のまとまりに気
を付けること。（小２）
・絵や写真が、文章の
どこを説明しているか
を確かめること。（小
２）

・説明する文章を読む
ときには、初めて知っ
て驚いたこと、もっと
知りたいと思ったこと
を見付けながら読む
とよいこと。（小３）

こ
と
ば
に
つ
い
て
考
え
よ
う

よ
う
す
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば

98
～
101

4

組
み
立
て
を
考
え
て

、
お
話
を
書
こ
う

お
話
の
さ
く
し
ゃ
に
な
ろ
う

74
～
79

10

・「はじめ」「なか「」お
わり」の組み立てを考
えて書くこと。（小２）
・文章を書いたら、間
違いがないか確かめ
ること。（小２）
・友達の文章を読ん
で、思ったことや分
かったことを伝えるこ
と。（小２）

・物語の組み立てを
考えて書くこと。（小
３）

詩
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
よ
う

ね

こ

の

こ

／

お

と

の

は

な

び

ら

／

は

ん

た

い

こ

と

ば

８２
・
８３

2
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校と
の関連

・身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章
の中で使うとともに、言
葉には意味によるまと
まりがあることに気付
き、語彙を豊かにするこ
とができる。

・言葉には様子を表す
言い方があることに気
付き、語彙を豊かにして
いる。 〇

観察
記述内容

・語と語や文と文との続
き方に注意しながら、つ
ながりのある文章を書く
ことができる。

・語と語や文と文との続
き方に注意しながら、つ
ながりのある文章を書
いている。

〇

観察
記述内容

・経験したことや想像し
たことなどから書くこと
を見付け、これまでの
学習をいかして積極的
に詩を書こうとすること
ができる。

・経験したことや想像し
たことなどから書くこと
を見付け、これまでの
学習をいかして積極的
に詩を書こうとしてい
る。

〇

観察
記述内容

・身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章
の中で使うことができ
る。

・身近なことを表す語句
の量を増し、話や文章
の中で使っている。 〇

記述内容

・経験したことや想像し
たことの中から書くこと
を見付け、短く書き表し
て、詩に書くことができ
る。

・経験したことや想像し
たことの中から書くこと
を見付け、短く書き表し
て、詩に書いている。

○

記述内容

カ
ン
ジ
ー

は
か
せ
の
大
は
つ
め
い

104
・

105

・第２学年までに配当さ
れている漢字を読み、
漸次書くことができる。

2

・第２学年までに配当さ
れている漢字を読み、
漸次書いている。

○

観察
記述内容

・積極的に語と語や文と
文との続き方に注意し
ながら、内容のまとまり
が分かるように書き表し
方を工夫し、これまでの
学習をいかして手紙を
書こうとすることができ
る。

・積極的に語と語や文と
文との続き方に注意し
ながら、内容のまとまり
が分かるように書き表し
方を工夫し、これまでの
学習をいかして手紙を
書こうとしている。

〇

観察
記述内容

・丁寧な言葉と普通の
言葉との違いに気を付
けて使うことができる。

・丁寧な言葉と普通の
言葉との違いに気を付
けて手紙に書いてい
る。

〇

観察
記述内容

・経験したことなどから
書くことを見付け、必要
な事柄を集めて、伝え
たいことを明確にするこ
とができる。

・この一年間をふり返
り、友達のすてきなとこ
ろを見付けて、伝えたい
ことを明確にして手紙を
書いている。

○

観察
記述内容 【１時間代替】

第１０回-①
P．26-27

・自分の思いが明確に
なるように、事柄の順序
に沿って簡単な構成を
考えることができる。

・自分の思いが明確に
なるように、事柄の順序
に沿って簡単な構成を
考えている。

○

観察
記述内容

・文章を読み返す習慣
を付けるとともに、間違
いを正したり、語と語や
文と文との続き方を確
かめたりすることができ
る。

・文章を読み返す習慣
を付けるとともに、間違
いを正したり、語と語や
文と文との続き方を確
かめたりしている。

○

観察
記述内容

・文章を読んで感じたこ
とを積極的に共有し、学
習の見通しをもって物
語の感想を交流しようと
することができる。

・文章を読んで感じたこ
とを積極的に共有し、学
習の見通しをもって物
語の感想を交流しようと
している。

○

観察

1

読
ん
で

、
か
ん
じ
た
こ
と
を
つ
た
え
合
お
う

ス
ー

ホ
の
白
い
馬

111
～
130

14

・お話にある言葉や絵
から、人物がしたこと
や様子を考えること。
（小２）
・人物が、そのことをし
たり言ったりしたのは
どうしてなのかを考え
ること。（小２）
・自分と似ているとこ
ろや、違うところを考え
ること。（小２）
・自分だったらどうする
かを考えながら読むこ
と。（小２）

・会話や行動から登
場人物の性格を捉え
ること。（小３）
・他の人と見方を交流
することで、人物に対
する考えが深められ
ること。（小３）

2

詩
を
作

っ
て

、
読
み
合
お
う

見
た
こ
と

、
か
ん
じ
た
こ
と

102
・

103
6

思
い
を
つ
た
え
る
手
紙
を
書
こ
う

す
て
き
な
と
こ
ろ
を
つ
た
え
よ
う

106
～
110

10

・読む人に伝わるよう
に、したこと、見たこ
と、言ったこと、聞いた
こと、思ったことなどを
詳しく書くこと。（小２）
・文章を書いたら、間
違いがないか確かめ
ること。（小２）
・友達の文章を読ん
で、思ったことや分
かったことを伝えるこ
と。（小２）

こ
と
ば
に
つ
い
て
考
え
よ
う

よ
う
す
を
あ
ら
わ
す
こ
と
ば

98
～
101

4
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校と
の関連

・身近なことを表す語句
の量を増すことができ
る。

・お話を読んだ感想を
話したり、書いたりする
ことで語句の量を増して
いる。

〇

観察
記述内容

・場面の様子に着目し
て、登場人物の行動を
具体的に想像すること
ができる。

・場面の移り変わりに
沿って、スーホや白い
馬など登場人物の行動
を具体的に想像してい
る。

○

観察
記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
することができる。

・文章を読んで感じたこ
とや分かったことを共有
している。

○

観察
記述内容

か
ん
字
の
広
場
⑤

１
年
生
で
な
ら

っ
た
か
ん
字

131

・第１学年に配当されて
いる漢字を書き、文や
文章の中で使うことが
できる。

2

・第１学年に配当されて
いる漢字を書き、文や
文章の中で使ってい
る。

○

記述内容

・伝え合うために必要な
事柄を進んで選び、こ
れまでの学習をいかし
て経験したことを紹介し
ようとすることができる。

・伝え合うために必要な
事柄を進んで選び、こ
れまでの学習をいかし
て経験したことを紹介し
ようとしている。

〇

観察
記述内容

・姿勢や口形、発声や
発音に注意して話すこ
とができる。

・姿勢や口形、発声や
発音に注意して、相手
に伝わるように話してい
る。

〇

観察

・身近なことや経験した
ことなどから話題を決
め、伝え合うために必
要な事柄を選ぶことが
できる。

・この一年間で心に残っ
たことから話題を決め、
伝え合うために必要な
事柄を選んでいる。

○

観察
記述内容

・相手に伝わるように、
経験したことに基づい
て、話す事柄の順序を
考えることができる。

・相手に伝わるように、
経験したことに基づい
て、話す事柄の順序を
考えている。

○

観察
記述内容

・伝えたい事柄や相手
に応じて、声の大きさや
速さなどを工夫すること
ができる。

・伝えたい事柄や相手
に応じて、声の大きさや
速さなどを工夫してい
る。

○

観察

二
年
生
を
ふ
り
か
え

っ
て

136

・経験したことなどから
書くことを見つけ、必要
な事柄を集めたり確か
めたりして伝えたいこと
を明確にすることができ
る。

1

・経験したことなどから
書くことを見つけ、必要
な事柄を集めたり確か
めたりして伝えたいこと
を明確にしている。 ○

観察
記述内容

テ
ス
ト

・テストをする。
11

・既習の学習内容を理
解している。 ○ ○

ペーパーテ
スト

代替時数 15

読
ん
で

、
か
ん
じ
た
こ
と
を
つ
た
え
合
お
う

ス
ー

ホ
の
白
い
馬

111
～
130

14

・お話にある言葉や絵
から、人物がしたこと
や様子を考えること。
（小２）
・人物が、そのことをし
たり言ったりしたのは
どうしてなのかを考え
ること。（小２）
・自分と似ているとこ
ろや、違うところを考え
ること。（小２）
・自分だったらどうする
かを考えながら読むこ
と。（小２）

・会話や行動から登
場人物の性格を捉え
ること。（小３）
・他の人と見方を交流
することで、人物に対
する考えが深められ
ること。（小３）

3

組
み
立
て
を
考
え
て

、
は

っ
ぴ
ょ
う
し
よ
う

楽
し
か

っ
た
よ

、
二
年
生

132
～
135

8

・順序に気を付けて話
すこと。（小２）
・大事なことは何かを
考えて、話したり聞い
たりすること。（小２）

・相手や目的を考え、
理由を挙げて話すこ
と。（小３）
・伝えたいことに合う
理由や資料を選ぶこ
と。（小３）

2

総時間数（２５７）時間＋予備（２３）時間

代替時間を除いた総時間数　２６５時間
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国語（光村図書）

知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

こ
と
ば
の
じ
ゅ
ん
び
う
ん
ど
う

よ
く
聞
い
て

、
じ
こ
し
ょ
う
か
い

14
・
15

・相手を見て話したり聞
いたりし、学習課題に
沿って、積極的に自己
紹介をしようとすること
ができる。

1

・相手を見て話したり聞
いたりし、学習課題に
沿って、積極的に自己
紹介をしようとしてい
る。

○

観察

詩
を
楽
し
も
う

ど
き
ん

16
・
17

・詩の構成や内容の大
体を意識しながら音読
することができる。

1

・行末の擬態語や擬音
語に気を付けて、内容
の大体を意識しながら
音読している。

○

観察

楽
し
く
書
こ
う

わ
た
し
の
さ
い
こ
う
の
一
日

18
～
20

・自分の考えとそれを支
える理由や事例との関
係を明確にして、書き表
し方を工夫することがで
きる。

1

・自分の考えとそれを支
える理由や事例との関
係を明確にして、書き表
し方を工夫している。

○

観察
記述内容

・進んで、登場人物の
行動や気持ちなどにつ
いて叙述を基に捉え、
学習課題に沿って想像
したことを伝え合おうと
することができる。

・進んで、登場人物の
行動や気持ちなどにつ
いて叙述を基に捉え、
学習課題に沿って想像
したことを伝え合おうと
している。

○

観察
記述内容

・文章全体の構成や内
容の大体を意識しなが
ら音読することができ
る。

・文章全体の構成や内
容の大体を意識しなが
ら音読している。 ○

観察

・登場人物の行動や気
持ちなどについて、叙
述を基に捉えることが
できる。

・登場人物の行動や気
持ちなどについて、叙
述を基に捉えている。

○

記述内容

記述内容

本
は
友
だ
ち

図
書
館
た
ん
て
い
だ
ん

35
～
37

・読書が、必要な知識
や情報を得ることに役
立つことに気付くことが
できる。

1

・読書が、必要な知識
や情報を得ることに役
立つことに気付いてい
る。

○

観察
記述内容

国
語
辞
典
を
使
お
う

38
～
40

・国語辞典の使い方を
理解し使うことができ
る。

2

・見出し語の並びや、語
の形について理解し、
国語辞典を使ってい
る。 ○

観察

漢
字
の
広
場
①

２
年
生
で
習

っ
た
漢
字

41

・第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

1

・第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

4

ことば探究科
で代替

登

場

人

物

の

気

持

ち

を

た

し

か

め

、
そ

う

ぞ

う

し

た

こ

と

を

つ

た

え

合

お

う

春
風
を
た
ど

っ
て

21
～
34

8

・登場人物のしたこと
や言ったことに気を付
けること。（小２）
・まわりの様子や、登
場人物がしたことを想
像すること。（小２）

・登場人物の気持ち
や考え方が表れてい
る部分を見付けるこ
と。（小４）

小学校第３学年　国語科年間指導計画
主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

き
せ
つ
の
言
葉
１

春
の
く
ら
し

42
・
43

・語句の量を増やし、文
章の中で使い、語彙を
豊かにすることができ
る。 2

・語句の量を増やし、文
章の中で使い、語彙を
豊かにしている。

○

記述内容

・積極的に質問しながら
聞くことで話し手が伝え
たいことや自分が聞き
たいことの中心を捉え、
学習の見通しをもって、
知らせたいことを話した
り、知りたいことを質問
したりしようとすることが
できる。

・積極的に質問しながら
聞くことで話し手が伝え
たいことや自分が聞き
たいことの中心を捉え、
学習の見通しをもって、
知らせたいことを話した
り、知りたいことを質問
したりしようとしている。

○

観察
記述内容

・相手を見て話したり聞
いたりするとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の
取り方などに注意して
話すことができる。

・相手を見て話したり聞
いたりするとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の
取り方などに注意して
話している。

○

観察

【１時間代替】
第１回-②
再P．１０

・日常生活の中から話
題を決め、伝え合うた
めに必要な事柄を選ぶ
ことができる。

・学校や家での出来
事、好きなことやもの、
今がんばっていることな
どから、知らせたいこと
を決めている。

○

観察
記述内容 【１時間代替】

第２回-①
P．24-25

・必要なことを質問しな
がら聞き、話し手が伝
えたいことや自分が聞
きたいことの中心を捉
え、自分の考えをもつこ
とができる。

・「いつ・どこで・だれが・
何を」、「どのように」、
「なぜ」などの質問があ
ることを理解し、もっと
知りたいことを考えなが
ら聞き、質問している。
・必要なことを質問しな
がら聞き、話し手が伝
えたいことや自分が聞
きたいことの中心を捉
え、自分の考えをもって
いる。

○

観察

記述内容
【１時間代替】
第１１回-②
P．28-29

漢
字
の
音
と
訓

50
・
51

・第３学年までに配当さ
れている漢字を読むこ
とができる。

2

・漢字には音と訓があ
ることを理解し、文の中
で使い分けている。

○

記述内容

漢
字
の
広
場
②

２
年
生
で
習

っ
た
漢
字

52

・第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

1

・第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

・段落相互の関係に着
目しながら内容を捉え、
学習課題に沿って、読
んで考えたことを進ん
で文章にまとめようとす
ることができる。

・段落相互の関係に着
目しながら内容を捉え、
学習課題に沿って、読
んで考えたことを進ん
で文章にまとめようとし
ている。

○

観察
記述内容

・段落の役割について
理解することができる。

・形式段落や、「初め」
「中」「終わり」の役割を
理解している。 ○

記述内容

・全体と中心など情報と
情報との関係について
理解することができる。

・全体と中心など情報と
情報との関係について
理解している。

○

観察
記述内容

・段落相互の関係に着
目しながら、考えとそれ
を支える理由や事例と
の関係などについて、
叙述を基に捉えること
ができる。

・「終わり」に書かれた
まとめと「中」で書かれ
た事例との関係を捉え
ている。 ○

記述内容

4

5

知
り
た
い
こ
と
を
考
え
な
が
ら
聞
き

、
し
つ
も
ん
し
よ
う

も

っ
と
知
り
た
い

、
友
だ
ち
の
こ
と
／

【
コ
ラ
ム

】
き
ち
ん
と
つ
た
え
る
た
め
に

44
～
49

6

・伝えたいことを、「い
つ」「どこ」「だれ」「何」
に気を付けて、詳しく
思い出すこと。（小２）
・大事なことを落とさ
ずに聞くこと。（小２）
・聞いたことを短い言
葉でメモすること。（小
２）

・聞きながらメモを取
るときは、必要なこと
は何かを考え、大事
な言葉を書くこと。（小
４）

ま
と
ま
り
を
と
ら
え
て
読
み

、
か
ん
そ
う
を
話
そ
う

文
様
／
こ
ま
を
楽
し
む
／

【
じ
ょ
う
ほ
う

】
全
体
と
中
心

53
～
65

8

・時間を表す言葉や順
序を表す言葉に気を
付けて読むこと。（小
２）
・大事な言葉や文が
何かを考えること。
（小２）

・段落同士の関係を
確かめ、筆者の考え
を捉えること。（小４）
・中心となる語や文を
確かめること。（小４）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・目的を意識して、中心
となる語や文を見付け
ることができる。

・中心となる言葉を確か
めながら、「問い」に対
する「答え」を見付けて
いる。

○

記述内容

・相手や目的を意識し
て、伝えたいことを明確
にし、学習課題に沿っ
て、丁寧な言葉を使っ
て行事を案内する手紙
を進んで書こうとするこ
とができる。

・相手や目的を意識し
て、伝えたいことを明確
にし、学習課題に沿っ
て、丁寧な言葉を使っ
て行事を案内する手紙
を進んで書こうとしてい
る。

○

観察
記述内容

・丁寧な言葉を使うとと
もに、敬体と常体との違
いに注意しながら書くこ
とができる。

・丁寧な言葉を使って、
敬体と常体との違いに
注意しながら書いてい
る。

○

記述内容
【１時間代替】
第１２回-①
P．７８

・相手や目的を意識し
て、伝えたいことを明確
にすることができる。

・誰に宛てて送るのかを
意識し、行事や学習発
表会などの案内の手紙
を書いている。

○

記述内容
【１時間代替】
第１２回-②
P．８０

・間違いを正したり、相
手や目的を意識した表
現になっているかを確
かめたりして、文や文
章を整えることができ
る。

・伝えることのメモを友
達と読み合って間違い
を正したり、行事の内容
がよく分かるようになっ
ているかを確かめたり
している。

○

記述内容

漢
字
の
広
場
③

２
年
生
で
習

っ
た
漢
字

70

・第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

1

・第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

・登場人物の気持ちの
変化を想像し、学習課
題に沿って、積極的に
物語の感想を書こうと
することができる。

・登場人物の気持ちの
変化を想像し、学習課
題に沿って、積極的に
物語の感想を書こうとし
ている。

○

観察
記述内容

・様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量
を増やし、語彙を豊か
にすることができる。

・「まいごのかぎ」を読
んで、様子や行動、気
持ちや性格を表す語句
に気付き、語彙を豊か
にしている。

○

観察
記述内容

・登場人物の気持ちの
変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的
に想像することができ
る。

・最初と最後の場面を
比べて「りいこ」がどの
ように変わったか、叙述
を基に具体的に想像し
ている。

○

観察
記述内容

・登場人物の行動や気
持ちなどについて、叙
述を基に捉えることが
できる。

・各場面の出来事と、そ
の場面の「りいこ」の行
動や様子、気持ちにつ
いて、叙述を基に捉え
ている。

○

記述内容

声
に
出
し
て
楽
し
も
う

俳
句
を
楽
し
も
う

91
～
93

・易しい文語調の俳句
を音読したり暗唱したり
するなどして、言葉の響
きやリズムに親しむこと
ができる。

1

・易しい文語調の俳句
や「いろは歌」を音読し
たり暗唱するなどしたり
して、言葉の響きやリズ
ムに親しんでいる。

○

観察

こ
そ
あ
ど
言
葉
を
使
い
こ
な
そ
う

94
・
95

・指示する語句の役割
について理解すること
ができる。

2

・指示語の役割につい
て理解し、自分と相手と
の距離を考えて、指示
語を使い分けている。

○

記述内容

5

6 ・見たり聞いたり思い
出したりして、書くこと
を決めること。（小２）
・書くもののことを、短
い言葉や文でメモし、
書きたいことをはっき
りさせること。（小２）
・書いたものを読み返
し、まちがいや読みに
くいところを直すこと。
（小２）

・一人で考えたり、友
達と話したりして、何
について書くかを決め
ること。（小４）
・書くもののことを、短
い言葉や文でメモし、
伝えたいことの中心
を明らかにすること。
（小４）
・書いたものを読み返
し、よりよい言葉や言
い方がないかを考
え、書いたものを整え
ること。（小４）

登
場
人
物
の
へ
ん
か
に
気
を
つ
け
て
読
み

、
す
き
な
場
面
に
つ
い
て
話
し
合
お
う

ま
い
ご
の
か
ぎ

71
～
90

6

・場面の様子や、登場
人物の気持ちを想像
すること。（小３）

・場面と場面を、結び
付けたり比べたりし
て、気持ちの変化を
捉えること。（小４）

ま
と
ま
り
を
と
ら
え
て
読
み

、
か
ん
そ
う
を
話
そ
う

文
様
／
こ
ま
を
楽
し
む
／

【
じ
ょ
う
ほ
う

】
全
体
と
中
心

53
～
65

8

・時間を表す言葉や順
序を表す言葉に気を
付けて読むこと。（小
２）
・大事な言葉や文が
何かを考えること。
（小２）

・段落同士の関係を
確かめ、筆者の考え
を捉えること。（小４）
・中心となる語や文を
確かめること。（小４）

相
手
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

、
あ
ん
な
い
の
手
紙
を
書
こ
う

気
持
ち
を
こ
め
て

、

「
来
て
く
だ
さ
い

」

66
～
69

4
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・引用の仕方を学び、
学習の見通しをもって、
本などで調べたことを
引用して積極的に文章
を書こうとすることがで
きる。

・引用の仕方を学び、
学習の見通しをもって、
本などで調べたことを
引用して積極的に文章
を書こうとしている。

○

観察
記述内容

・引用の仕方や出典の
示し方を理解し、使うこ
とができる。

・正しい引用の仕方や
出典の示し方を理解
し、使っている。

○

記述内容

・自分の考えとそれを支
える理由や事例との関
係を明確にして、書き表
し方を工夫することがで
きる。

・自分の考えと、それを
支える理由や事例との
関係を明確にして、書き
表し方を工夫している。

○

記述内容

・内容の中心が明確に
なるよう、文章の構成を
考え、学習の見通しを
もって、調べたことを報
告する文章を積極的に
書こうとすることができ
る。

・内容の中心が明確に
なるよう、文章の構成を
考え、学習の見通しを
もって、調べたことを報
告する文章を積極的に
書こうとしている。

○

観察
記述内容

・段落の役割について
理解することができる。

・段落の役割について
理解している。 ○

観察
記述内容

・改行の仕方を理解し
て文や文章の中で使う
とともに、句読点を適切
に打つことができる。

・文が読みやすくなるよ
うに、文の中の意味の
切れ目に句読点を打っ
ている。

○

記述内容

・比較や分類の仕方、
必要な語句などの書き
留め方、引用の仕方を
理解し、使うことができ
る。

・比較や分類の仕方、
必要な語句などの書き
留め方、引用の仕方な
どを理解し、使ってい
る。

○

観察
記述内容

・相手や目的を意識し
て、経験したことや想像
したことなどから書くこ
とを選び、集めた材料
を比較したり分類したり
して、伝えたいことを明
確にすることができる。

・見付けた仕事の工夫
について、友達が知っ
ているかどうかを予想し
て、伝える内容を選ん
でいる。

○

記述内容

・書く内容の中心を明確
にし、内容のまとまりで
段落をつくったり、段落
相互の関係に注意した
りして、文章の構成を考
えることができる。

・伝えたいことを内容の
まとまりごとに分けて、
書く内容の中心を明確
にし、文章の構成を考
えている。

○

記述内容

・書こうとしたことが明
確になっているかなど、
文章に対する感想や意
見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見
付けることができる。

・友達と報告文を読み
合い、文章の構成や説
明の仕方、調べたこと
の内容について感想を
伝え合い、自分の文章
のよいところを見付けて
いる。

○

記述内容

き
せ
つ
の
言
葉
２

夏
の
く
ら
し

104
・

105

・語句の量を増やし、文
章の中で使い、語彙を
豊かにすることができ
る。 2

・「夏」に関わる語句の
量を増やし、文章の中
で使って、語彙を豊か
にしている。 ○

記述内容

・進んで幅広く読書に親
しみ、学習課題に沿っ
て本で知ったことをクイ
ズにしようとすることが
できる。

・進んで幅広く読書に親
しみ、学習課題に沿っ
て本で知ったことをクイ
ズにしようとしている。

○

観察
記述内容

・まとまりごとに段落
を分け、「初め」「中」
「終わり」などの組み
立てを考えること。
（小４）
・感想を聞くときは、
自分の考えが正しく
伝わっているかどうか
を確かめること。（小
４）

6

7

つ
た
え
た
い
こ
と
を
は

っ
き
り
さ
せ
て

、
ほ
う
こ
く
す
る
文
章
を
書
こ
う

仕
事
の
く
ふ
う

、
見
つ
け
た
よ
／

【
コ
ラ
ム

】
符
号
な
ど

98
～
103

10

・「初め」「中」「終わり」
のまとまりに組み立て
ること。（小２）
・読み合って、思った
ことなどを伝えること。
（小２）

本
は
友
だ
ち

本
で
知

っ
た
こ
と
を
ク
イ
ズ
に
し
よ
う
／
鳥
に
な

っ
た
き

ょ
う
り
ゅ
う
の
話

106
～
117

5

・本を紹介するとき
に、書いた人と本の題
名、どんな登場人物
が出てきたか、どんな
お話か、好きなところ
やお薦めしたいところ
を話すこと。（小２）

・ノンフィクションに
は、様々な内容のも
のがあり、事実の取り
上げ方の違いなどに
着目すると選びやす
いということに気付く
こと。（小４）
・本を読んだり、紹介
し合ったりすることに
よって、新しい知識を
得ることができ、自分
の興味を広げていくこ
とができるということ
に気付くこと。（小４）

あ
つ
め
て
整
理
し
て
つ
た
え
よ
う

引
用
す
る
と
き

96
・
97

3
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･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・幅広く読書に親しみ、
読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立
つことに気付くことがで
きる。

・図鑑や科学読み物の
意味について理解し、
それらの本を読み、必
要な知識や情報を得る
ことに役立っていると気
付いている。
・目次や索引を使うこと
で、知りたい情報を早く
得られることを理解して
いる。

○

観察

観察

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付くことができる。

・本を読んで感じたこと
や考えたことを共有し、
一人一人の感じ方に違
いがあることに気付い
ている。

○

観察
記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・「わたしと小鳥とすず
と」と「夕日がせなかを
おしてくる」を読んで理
解したり、２つの詩を比
較したりしたことに基づ
いて、感想や考えをもっ
ている。

○

記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付くことができる。

・連と連との関係に着
目し、２つの詩の似てい
るところや違うところに
ついて話し合い、一人
一人の感じ方などに違
いがあることに気付い
ている。

○

観察
記述内容

・互いの意見の共通点
や相違点に着目し、学
習の見通しをもって、積
極的にグループで話し
合おうとすることができ
る。

・互いの意見の共通点
や相違点に着目し、学
習の見通しをもって、積
極的にグループで話し
合おうとしている。

○

観察
記述内容

・比較や分類の仕方を
理解し使うことができ
る。

・観点を意識して、比
較、分類している。

○

観察
記述内容

・目的や進め方を確認
して話し合い、互いの
意見の共通点や相違
点に着目して、考えをま
とめることができる。

・目的に沿って、大事な
ことの順番を考えること
を意識して、考えをまと
める話し合いをしてい
る。

○

観察

・比較や分類の仕方を
理解し使うことができ
る。

・２つのポスターの同じ
ところ、どちらかだけに
あるところ、示され方が
違うところをノートにまと
めている。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・２つのポスターを比べ
て理解したことに基づ
き、感想や考えをもって
いる。

○

記述内容

・比較や分類のしかた
を理解し使うことができ
る。

・比較や分類のしかた
を理解し使っている。 ○

記述内容

・相手や目的を意識し
て、経験したことや想像
したことなどから書くこ
とを選び、集めた材料
を比較したり分類したり
して、伝えたいことを明
確にすることができる。

・相手や目的を意識し
て、経験したことや想像
したことなどから書くこ
とを選び、集めた材料
を比較したり分類したり
して、伝えたいことを明
確にしている。

○

記述内容

漢
字
の
組
み
立
て

130
～
133

・漢字が、へんやつくり
などから構成されてい
ることについて理解す
ることができる。 3

・漢字が、へんやつくり
などから構成されてい
ることについて理解して
いる。 ○

記述内容

9

7

書
く
と
き
に
使
お
う

書
く
こ
と
を
考
え
る
と
き
は

128
・

129
2

対
話
の
練
習

こ
ん
な
係
が
ク
ラ
ス
に
ほ
し
い

122
・

123
3

生
活
の
中
で
読
も
う

ポ
ス
タ
ー

を
読
も
う

124
～
127

2

本
は
友
だ
ち

本
で
知

っ
た
こ
と
を
ク
イ
ズ
に
し
よ
う
／
鳥
に
な

っ
た
き

ょ
う
り
ゅ
う
の
話

106
～
117

5

・本を紹介するとき
に、書いた人と本の題
名、どんな登場人物
が出てきたか、どんな
お話か、好きなところ
やお薦めしたいところ
を話すこと。（小２）

・ノンフィクションに
は、様々な内容のも
のがあり、事実の取り
上げ方の違いなどに
着目すると選びやす
いということに気付く
こと。（小４）
・本を読んだり、紹介
し合ったりすることに
よって、新しい知識を
得ることができ、自分
の興味を広げていくこ
とができるということ
に気付くこと。（小４）

詩
を
味
わ
お
う

わ

た

し

と

小

鳥

と

す

ず

と

／

夕

日

が

せ

な

か

を

お

し

て

く

る

118
～
121

2
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主
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的
に
学
習
に
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り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

ロ
ー

マ
字

134
～
138

・日常使われている簡
単な単語について、
ローマ字で表記された
ものを読み、ローマ字で
書くことができる。

4

・日常使われている簡
単な単語について、
ローマ字で表記された
ものを読み、ローマ字で
書いている。

○

記述内容

・登場人物の気持ちの
変化について場面の移
り変わりと結び付けて
具体的に想像し、学習
課題に沿って、物語を
読んだ感想を進んでま
とめようとすることがで
きる。

・登場人物の気持ちの
変化について場面の移
り変わりと結び付けて
具体的に想像し、学習
課題に沿って、物語を
読んだ感想を進んでま
とめようとしている。

○

観察
記述内容

・様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量
を増やし、話や文章の
中で使い、語彙を豊か
にすることができる。

・「ちいちゃんのかげお
くり」を読んで、様子や
行動、気持ちや性格を
表す語句に気付き、話
や文章の中で使い、語
彙を豊かにしている。

○

観察
記述内容

・登場人物の気持ちの
変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的
に想像することができ
る。

・「ちいちゃん」の気持ち
の変化について、場面
の移り変わりと結び付
けて具体的に想像して
いる。
・第一場面と第四場面
の「かげおくり」の共通
点や相違点について、
具体的に想像してい
る。

○

観察
記述内容

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・第一場面から第四場
面と、第五場面の相違
点や、第五場面の役割
について考えている。
・場面の様子を比べて
理解したことに基づい
て、感想や考えをもって
いる。

○

記述内容

観察
記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付くことができる。

・「ちいちゃんのかげお
くり」を読んで感じたこと
や考えたことを共有し、
一人一人の感じ方に違
いがあることに気付い
ている。

○

観察
記述内容

・主語と述語との関係、
修飾と被修飾との関係
について理解すること
ができる。

・主語と述語との関係、
修飾と被修飾との関係
について理解している。 ○

記述内容

・言葉には性質や役割
による語句のまとまりが
あることを理解すること
ができる。

・言葉には性質や役割
による語句のまとまりが
あることを理解してい
る。

○

記述内容

き
せ
つ
の
言
葉
３

秋
の
く
ら
し

34
・
35

・語句の量を増やし、文
章の中で使い、語彙を
豊かにすることができ
る。 2

・語句の量を増やし、文
章の中で使い、語彙を
豊かにしている。

○

記述内容

・目的や進め方を確認
し、学習の見通しをもっ
て、司会などの役割を
果たしながら、進んでグ
ループで話し合い、考
えをまとめようとするこ
とができる。

・目的や進め方を確認
し、学習の見通しをもっ
て、司会などの役割を
果たしながら、進んでグ
ループで話し合い、考
えをまとめようとしてい
る。

○

観察
記述内容

・比較や分類のしかた
を理解し使うことができ
る。

・比較や分類のしかた
を理解し使っている。

○

観察
記述内容

9

10 ・読んだ文章に対する
印象や考えは、着目
する言葉や、その人
が文章をどう受け止
めたかによって変
わってくること。（小４）

修
飾
語
を
使

っ
て
書
こ
う

31
～
33

2

進
行
に
そ

っ
て

、
は
ん
で
話
し
合
お
う

お
す
す
め
の
一
さ
つ
を
決
め
よ
う

36
～
42

8

・友達の話につなげて
話すこと。（小２）
・自分の考えを話すと
きは、理由を言うこと。
（小２）

・司会グループは、出
された意見を黒板な
どで整理して進行す
ること。（小４）
・自分の立場を明らか
にして、積極的に発
言したり質問したりす
ること。（小４）

場
面
を
く
ら
べ
な
が
ら
読
み

、
感
想
を
書
こ
う

ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り

13
～
30

10

・場面の様子や、登場
人物の気持ちを想像
すること。（小３）
・登場人物の変化に
気を付けて読むこと。
（小３）
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・目的を意識して、集め
た材料を比較したり分
類したりして、伝え合う
ために必要な事柄を選
ぶことができる。

・目的を意識して、集め
た材料を比較したり分
類したりして、伝え合う
ために必要な事柄を選
んでいる。

○

記述内容

・目的や進め方を確認
し、司会などの役割を
果たしながら話し合い、
互いの意見の共通点や
相違点に着目して、考
えをまとめることができ
る。

・それぞれの係の役割
や進め方を確認し、司
会などの役割を果たし
ながら話し合っている。
・互いの意見の共通点
や相違点に着目して、
考えをまとめている。

○

観察

観察
記述内容

・考えとそれを支える理
由や事例との関係など
について叙述を基に捉
えたり、それらを明確に
して書き表し方を工夫し
たりし、学習課題に沿っ
て、積極的に自分たち
が見付けた文章の説明
の工夫をいかした説明
する文章を書こうとする
ことができる。

・考えとそれを支える理
由や事例との関係など
について叙述を基に捉
えたり、それらを明確に
して書き表し方を工夫し
たりし、学習課題に沿っ
て、積極的に自分たち
が見付けた文章の説明
の工夫をいかした説明
する文章を書こうとして
いる。

○

観察
記述内容

・考えとそれを支える理
由や事例など、情報と
情報との関係について
理解することができる。

・考えと事例との関係に
ついて理解している。

○

記述内容

・比較や分類の仕方、
辞書の使い方を理解
し、使うことができる。

・比較や分類の仕方、
辞書の使い方を理解
し、使っている。

○

観察
記述内容

・段落相互の関係に着
目しながら、考えとそれ
を支える理由や事例と
の関係などについて、
叙述を基に捉えること
ができる。

・段落相互の関係に着
目しながら、大豆の調
理法や加工法、栽培方
法などについて、叙述
を基に捉えている。

○

記述内容

・書く内容の中心を明確
にし、内容のまとまりで
段落をつくったり、段落
相互の関係に注意した
りして、文章の構成を考
えることができる。

・すがたを変えて食品
になる材料について文
章を書くとき、事例の関
係に注意しながら、文
章構成を考えている。

○

記述内容

・自分の考えとそれを支
える理由や事例との関
係を明確にして、書き表
し方を工夫することがで
きる。

・伝えたいことに合わせ
て、分かりやすい事例
の挙げ方になるように
工夫して文章を書いて
いる。

○

記述内容

・ことわざや故事成語の
意味を理解し、学習課
題に沿って、積極的に
調べたことをまとめて書
こうとすることができる。

・ことわざや故事成語の
意味を理解し、学習課
題に沿って、積極的に
調べたことをまとめて書
こうとしている。

○

観察
記述内容

・長い間使われてきたこ
とわざや故事成語の意
味を知り、使うことがで
きる。

・長い間使われてきたこ
とわざや故事成語の意
味を知り、使っている。 ○

観察
記述内容

漢
字
の
意
味

60
・
61

・漢字と仮名を用いた
表記を理解して文や文
章の中で使うことができ
る。

2

・漢字と仮名を用いた
表記を理解して文や文
章の中で使っている。 ○

記述内容

10

11

れ
い
の
書
か
れ
方
に
気
を
つ
け
て
読
み

、
そ
れ
を
い
か
し
て
書
こ
う

す
が
た
を
か
え
る
大
豆
／
食
べ
物
の
ひ
み
つ
を
教
え
ま
す

43
～
55

12

・段落とその中心を捉
えること。（小３）
・組み立てを考えて報
告する文章を書くこ
と。（小３）

・段落相互の関係を
確かめ、筆者の考え
を捉えること。（小４）
・理由や例と、伝えた
いこととの関わりが分
かるように書くこと。
（小４）

つ
た
わ
る
言
葉

こ
と
わ
ざ
・
故
事
成
語

56
～
59

4

進
行
に
そ

っ
て

、
は
ん
で
話
し
合
お
う

お
す
す
め
の
一
さ
つ
を
決
め
よ
う

36
～
42

8

・友達の話につなげて
話すこと。（小２）
・自分の考えを話すと
きは、理由を言うこと。
（小２）

・司会グループは、出
された意見を黒板な
どで整理して進行す
ること。（小４）
・自分の立場を明らか
にして、積極的に発
言したり質問したりす
ること。（小４）
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

声
に
出
し
て
楽
し
も
う

短
歌
を
楽
し
も
う

62
・
63

・易しい文語調の短歌
を音読したり暗唱したり
するなどして、言葉の響
きやリズムに親しむこと
ができる。 1

・易しい文語調の短歌
を音読したり暗唱したり
するなどして、言葉の響
きやリズムに親しんで
いる。 ○

観察

漢
字
の
広
場
④

２
年
生
で
習

っ
た
漢
字

64

・第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

1

・第2学年で学習した漢
字を使って文章を書い
ている。

○

記述内容

・登場人物の行動や気
持ちなどについて、積
極的に叙述を基に捉
え、学習課題に沿って
民話や昔話を紹介しよ
うとすることができる。

・登場人物の行動や気
持ちなどについて、積
極的に叙述を基に捉
え、学習課題に沿って
民話や昔話を紹介しよ
うとしている。

○

観察
記述内容

・様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量
を増やし、話や文章の
中で使い、語彙を豊か
にすることができる。

・「三年とうげ」を読ん
で、様子や行動、気持
ちや性格を表す語句に
気付き、話や文章の中
で使い、語彙を豊かに
している。

○

記述内容

・登場人物の行動や気
持ちなどについて、叙
述を基に捉えることが
できる。

・「おじいさん」の行動や
気持ちなどについて、
叙述を基に捉えてい
る。
・「始まり」「出来事が起
こる」「出来事が解決す
る」「むすび」などの観
点をもとに、「三年とう
げ」の組み立てを捉え
ている。

○

記述内容

記述内容

・登場人物の気持ちの
変化について、場面の
移り変わりと結び付け
て具体的に想像するこ
とができる。

・「おじいさん」の気持ち
の変化について、場面
の移り変わりと結び付
けて具体的に想像して
いる。

○

観察
記述内容

・自分の考えとそれを支
える理由の関係を明確
にして、進んで書き表し
方を工夫し、学習の見
通しをもって、紹介する
文章を書こうとすること
ができる。

・自分の考えとそれを支
える理由の関係を明確
にして、進んで書き表し
方を工夫し、学習の見
通しをもって、紹介する
文章を書こうとしてい
る。

○

観察
記述内容

・様子や行動、気持ちを
表す語句の量を増や
し、話や文章の中で使
い、語彙を豊かにする
ことができる。

・紹介する文章の中で、
様子や行動、気持ちを
表す言葉を使ってい
る。

○

記述内容

・相手や目的を意識し
て、経験したことや想像
したことなどから書くこ
とを選び、集めた材料
を比較したり分類したり
して、伝えたいことを明
確にすることができる。

・紹介したいものと、そ
れにまつわる出来事を
選び、集めた材料を比
較したり分類したりし
て、伝えたいことを明確
にしている。

○

記述内容

【１時間代替】
第４回-①
P．72-75

・自分の考えとそれを支
える理由や事例との関
係を明確にして、書き表
し方を工夫することがで
きる。

・なぜそれを紹介したい
のかを明確にして、題
名や紹介したい理由の
書き表し方を工夫して
いる。

○

記述内容

11

12 登
場
人
物
の
行
動
や
気
持
ち
を
と
ら
え
て

、
え
ら
ん
だ
民
話
を
し
ょ
う
か
い
し
よ
う

三
年
と
う
げ

65
～
80

6

・場面の様子や、登場
人物の気持ちを想像
すること。（小３）
・物語に対する感想を
もつこと。（小３）

・話の組み立てを捉え
ながら読むこと。（小
４）
・場面の移り変わりに
気を付けて読み、登
場人物の気持ちや考
え方が表れている部
分を結び付けたり関
係付けたりして、どう
変化したのかを想像
すること。（小４）

し
ょ
う
か
い
す
る
文
を
書
き

、
感
想
を
つ
た
え
合
お
う

わ
た
し
の
町
の
よ
い
と
こ
ろ

81
～
85

10

・分かったことと考え
たことを分けて書くこ
と。（小３）
・読む人に伝わるよう
に、詳しく書いたり、絵
や写真を使ったりする
こと。（小３）
・読み合って、思った
ことなどを伝えること。
（小２）
・自分の文章の良いと
ころを見付けること。
（小２）

・絵や写真、図表の
使い方を工夫して書く
こと。（小４）
・感想を聞くときは、
自分の考えが正しく
伝わっているかどうか
を確かめること。（小
４）
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主な評価の観点

月
単
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教
材
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ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・間違いを正したり、相
手や目的を意識した表
現になっているかを確
かめたりして、文や文
章を整えることができ
る。

・書いた文章を見直し
て、間違いを正したり、
読む人に分かりやすく
書けているかなどにつ
いて確かめたりして、文
や文章を整えている。

○

記述内容

・書こうとしたことが明
確になっているかなど、
文章に対する感想や意
見を伝え合い、自分の
文章の良いところを見
付けることができる。

・書いた文章を友達と
読み合い、伝えたいこと
が明確になっているか
など、感想を伝え合って
いる。

○

観察
記述内容

き
せ
つ
の
言
葉
４

冬
の
く
ら
し

86
・
87

・語句の量を増やし、文
章の中で使うとともに、
語彙を豊かにすること
ができる。 2

・語句の量を増やし、文
章の中で使うとともに、
語彙を豊かにしている。

○

記述内容

・詩を読んで感想や考
えをもち、今までの学習
をいかして、積極的に
詩のおもしろさを紹介す
る文章を書いたり、詩を
創作したりしようとする
ことができる。

・詩を読んで感想や考
えをもとうとし、今まで
の学習をいかして、積
極的に詩のおもしろさを
紹介する文章を書いた
り、詩を創作したりしよ
うとしている。

○

観察
記述内容

・文章全体の構成や内
容の大体を意識しなが
ら音読することができ
る。

・頭の字やリズム、繰り
返しの表現を意識しな
がら、詩を音読してい
る。

○

観察

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・文頭の字やリズム、繰
り返しの表現、見た目、
比喩などに着目して詩
を読み、感想や考えを
もっている。

○

記述内容

書
く
と
き
に
使
お
う

四
ま
い
の
絵
を
使

っ
て

92
・
93

・書く内容の中心を明確
にし、内容のまとまりで
段落をつくったり、段落
相互の関係に注意した
りして、文章の構成を考
えることができる。

2

・書く内容の中心を明確
にし、内容のまとまりで
段落をつくったり、段落
相互の関係に注意した
りして、文章の構成を考
えている。

○

記述内容

カ
ン
ジ
ー

は
か
せ
の
音
訓
か
る
た

94
・
95

・第３学年までに配当さ
れている漢字を読むこ
とができる。また、第２
学年までに配当されて
いる漢字を書き、文や
文章の中で使うととも
に、第３学年に配当さ
れている漢字を漸次書
き、文や文章の中で使
うことができる。

2

・漢字と仮名を用いた
表記、送り仮名の付け
方を理解して、文や文
章の中で使っている。

○

記述内容

漢
字
の
広
場
⑤

２
年
生
で
習

っ
た
漢
字

96

・第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

1

・第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

・一人一人の感じ方の
違いに着目し、学習課
題に沿って、科学読み
物を読んだ感想を進ん
で伝え合おうとすること
ができる。

・一人一人の感じ方の
違いに着目し、学習課
題に沿って、科学読み
物を読んだ感想を進ん
で伝え合おうとしてい
る。

○

観察
記述内容

12

1

詩
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
よ
う

詩
の
く
ふ
う
を
楽
し
も
う

88
～
91

4

読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
つ
た
え
合
お
う

あ
り
の
行
列

97
～
105

7

・段落とその中心を捉
えること。（小３）
・話題と、例の書かれ
方を捉えること。（小
３）

・読んだ文章に対する
印象や考えは、着目
する言葉や、その人
が文章をどう受け止
めたかによって変
わってくることに気付
くこと。（小４）
・自分とは違う感想や
考えに出会ったら、違
いはどこから来ている
のか、他の人の感じ
方のよさは何かを考
えると読んだ文章へ
の理解が深まるとい
うことに気付くこと。
（小４）

し
ょ
う
か
い
す
る
文
を
書
き

、
感
想
を
つ
た
え
合
お
う

わ
た
し
の
町
の
よ
い
と
こ
ろ

81
～
85

10

・分かったことと考え
たことを分けて書くこ
と。（小３）
・読む人に伝わるよう
に、詳しく書いたり、絵
や写真を使ったりする
こと。（小３）
・読み合って、思った
ことなどを伝えること。
（小２）
・自分の文章の良いと
ころを見付けること。
（小２）

・絵や写真、図表の
使い方を工夫して書く
こと。（小４）
・感想を聞くときは、
自分の考えが正しく
伝わっているかどうか
を確かめること。（小
４）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・指示する語句と接続
する語句の役割、段落
の役割について理解す
ることができる。

・指示語や接続語に気
を付けて読み、「問い」
から「答え」までの論の
進め方について理解し
ている。

○

記述内容

・段落相互の関係に着
目しながら、考えとそれ
を支える理由や事例と
の関係などについて、
叙述を基に捉えること
ができる。

・段落相互の関係に着
目しながら、「問い」と
「答え」が、どの段落に
どのように書かれてい
るか、叙述を基に捉え
ている。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・「ありの行列」を読んで
ウイルソンの研究や蟻
が行列を作る仕組みな
どを理解し、そのことに
対して感想や考えを
もっている。

○

記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付くことができる。

・友達と感想を読み合
い、自分の考えと比べ
て似ているところや違う
ところなどを伝え合って
いる。

○

観察
記述内容

・相手に伝わる文章を
書くための語句を進ん
で増やし、学習課題に
沿って、伝えたいことを
文章にしようとすること
ができる。

・相手に伝わる文章を
書くための語句を進ん
で増やし、学習課題に
沿って、伝えたいことを
文章にしようとしてい
る。

○

観察
記述内容

・言葉には、考えたこと
や思ったことを表す働き
があることに気付くこと
ができる。

・言葉には、考えたこと
や思ったことを表す働き
があることに気付き、伝
えたいことを言葉で表し
ている。

○

記述内容

・様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量
を増やし、話や文章の
中で使い、語彙を豊か
にすることができる。

・様子や行動、表したい
気持ちに合った言葉を
選んで、冬休みの出来
事を書いている。

○

記述内容

・自分の考えとそれを支
える理由や事例との関
係を明確にして、書き表
し方を工夫することがで
きる。

・読む人に様子が思い
浮かぶよう表現に気を
付けたり、内容が伝わ
るような題名を付けたり
して、冬休みの出来事
について書き表し方を
工夫している。

○

記述内容

・構成を工夫し、学習課
題に沿って、積極的に
物語を書こうとすること
ができる。

・構成を工夫し、学習課
題に沿って、積極的に
物語を書こうとしてい
る。

○

観察
記述内容 【１時間代替】

第６回-②
P．36-37

・様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量
を増やし、話や文章の
中で使い、語彙を豊か
にすることができる。

・「言葉のたから箱」を
参考に、場面の様子や
登場人物の行動、気持
ちが伝わるような言葉
を選んで使っている。

○

記述内容

【１時間代替】
第７回-②
P．38-39

・書く内容の中心を明確
にし、内容のまとまりで
段落をつくったり、段落
相互の関係に注意した
りして、文章の構成を考
えることができる。

・「始まり」「出来事が起
こる」「出来事が解決す
る」「むすび」などのまと
まりごとに内容を整理
し、文章の構成を考え
ている。

○

記述内容

・間違いを正したり、相
手や目的を意識した表
現になっているかを確
かめたりして、文や文
章を整えることができ
る。

・主語と述語は合ってい
るか、文字の間違いは
ないか、分かりやすい
表現になっているかな
どを確かめ、文や文章
を整えている。

○

記述内容

1

2

言
葉
に
つ
い
て
考
え
よ
う

つ
た
わ
る
言
葉
で
表
そ
う

107
～
110

5

書
き
表
し
方
を
く
ふ
う
し
て

、
物
語
を
書
こ
う

た
か
ら
島
の
ぼ
う
け
ん

111
～
115

8

・読み合って、思った
ことなどを伝えること。
（小２）
・民話や物語の組み
立てを捉えること。（小
３）

・感想を聞くときは、
自分の考えが正しく
伝わっているかどうか
を確かめること。（小
４）

読
ん
で
考
え
た
こ
と
を
つ
た
え
合
お
う

あ
り
の
行
列

97
～
105

7

・段落とその中心を捉
えること。（小３）
・話題と、例の書かれ
方を捉えること。（小
３）

・読んだ文章に対する
印象や考えは、着目
する言葉や、その人
が文章をどう受け止
めたかによって変
わってくることに気付
くこと。（小４）
・自分とは違う感想や
考えに出会ったら、違
いはどこから来ている
のか、他の人の感じ
方のよさは何かを考
えると読んだ文章へ
の理解が深まるとい
うことに気付くこと。
（小４）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・書こうとしたことが明
確になっているかなど、
文章に対する感想や意
見を伝え合い、自分や
友達の文章のよいとこ
ろを見付けることができ
る。

・出来上がった物語を
友達と読み合い、表現
や組み立てについて感
想を言うなどして、自分
や友達の文章のよいと
ころを見付けている。

○

記述内容
記述内容

・言葉の抑揚や強弱、
間の取り方などに注意
し、学習の見通しをもっ
て、グループで練習し、
進んで発表しようとする
ことができる。

・言葉の抑揚や強弱、
間の取り方などに注意
し、学習の見通しをもっ
て、グループで練習し、
進んで発表しようとして
いる。

○

観察
記述内容

・相手を見て話したり聞
いたりするとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の
取り方などに注意して
話すことができる。

・相手や場所、内容に
合わせて、声の強弱や
調子、間の取り方、言
葉遣いに気を付けて話
している。

○

観察

・丁寧な言葉を使うとと
もに、敬体と常体との違
いに注意しながら話す
ことができる。

・発表原稿を書く際、丁
寧な言葉を使うととも
に、敬体と常体との違
いに注意している。

○

記述内容

・相手に伝わるように、
理由や事例などを挙げ
ながら、話の中心が明
確になるよう話の構成
を考えることができる。

・聞いている人に伝わ
るように、理由や資料な
どを挙げながら、話の
中心が明確になるよう
に話の組み立てを考え
ている。

○

記述内容

【１時間代替】
第３回-①
P．５１

・話の中心や話す場面
を意識して、言葉の抑
揚や強弱、間の取り方
などを工夫することがで
きる。

・いちばん伝えたいとこ
ろを意識して、声の強
弱や調子、間の取り方
などを工夫している。

○

観察

・登場人物の性格につ
いて場面の移り変わり
と結び付けて想像し、
学習の見通しをもって、
感じたことや考えたこと
をまとめて積極的に友
達と伝え合おうとするこ
とができる。

・登場人物の性格につ
いて場面の移り変わり
と結び付けて想像し、
学習の見通しをもって、
感じたことや考えたこと
をまとめて積極的に友
達と伝え合おうとしてい
る。

○

観察
記述内容

・様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量
を増やし、語彙を豊か
にすることができる。

・「モチモチの木」を読
んで、様子や行動、気
持ちや性格を表す言葉
を見付けている。

○

記述内容

・登場人物の気持ちの
変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的
に想像することができ
る。

・「豆太」と「じさま」の性
格や気持ちの変化につ
いて、それぞれの場面
での「豆太」と「じさま」
の行動や会話と結び付
けて具体的に想像して
いる。
・「霜月二十日のばん」
の場面と「豆太は見た」
の場面の「豆太」を比
べ、違いを見付けてい
る。

○

記述内容

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもっている。 ○

記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付くことができる。

・「豆太」の気持ちの変
化や性格について友達
と話し合い、友達と自分
の考えを比べ、一人一
人の感じ方などに違い
があることに気付いて
いる。

○

観察
記述内容

2

3

つ
た
え
た
い
こ
と
を

、
理
由
を
あ
げ
て
話
そ
う

お
気
に
入
り
の
場
所

、
教
え
ま
す

116
～
120

8

・「初め」「中」「終わり」
など、話の順序を考え
ること。（小２）
・話す内容や相手に
合わせて、声の大きさ
や速さを工夫するこ
と。（小２）
・大事なことは何かを
考えて話すこと。（小
２）

・伝えたいことに合う
理由や資料を用意す
ること。（小４）
・声の大きさや間の取
り方などに気を付け
て、大事なことが伝わ
るように話すこと。（小
４）
・表やグラフなど資料
を見せながら話すこ
と。（小４）

登
場
人
物
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
を

、
つ
た
え
合
お
う

モ
チ
モ
チ
の
木

121
～
136

12

・登場人物の変化に
気を付けて読むこと。
（小３）
・物語に対する感想を
もつこと。（小３）

・場面の移り変わりに
気を付けて読み、登
場人物の気持ちや考
え方が表れている部
分を結び付けたり関
係付けたりして、どう
変化したのかを想像
すること。（小４）
・自分とは違う感想や
考えに出会ったら、違
いはどこから来ている
のか、他の人の感じ
方のよさは何かを考
えると読んだ文章へ
の理解が深まるとい
うことに気付くこと。
（小４）

書
き
表
し
方
を
く
ふ
う
し
て

、
物
語
を
書
こ
う

た
か
ら
島
の
ぼ
う
け
ん

111
～
115

8

・読み合って、思った
ことなどを伝えること。
（小２）
・民話や物語の組み
立てを捉えること。（小
３）

・感想を聞くときは、
自分の考えが正しく
伝わっているかどうか
を確かめること。（小
４）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法

既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

漢
字
の
広
場
⑥

２
年
生
で
習

っ
た
漢
字

137

・第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

1

・第２学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

三
年
生
を
ふ
り
返

っ
て

138

・経験したことや想像し
たことなどから書くこと
を選び、伝えたいことを
明確にすることができ
る。 1

・経験したことや想像し
たことなどから書くこと
を選び、伝えたいことを
明確にしている。

○

記述内容

テ
ス
ト

・テストをする。
13
・既習の内容を理解し
ている。 ○ ○

ペーパーテ
スト

代替時数 9

3

総時間数（　208　）時間＋予備（　2　）時間

代替時間を除いた総時間数　２０１時間
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国語（光村図書）

知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

言
葉
の
じ
ゅ
ん
び
運
動

力
を
合
わ
せ
て
ば
ら
ば
ら
に

14
・
15

・積極的に、話し手が伝
えたいことや自分が聞
きたいことの中心を捉
え、学習の見通しをもっ
て、情報を集める話し
合いをしようとすること
ができる。

1

・積極的に、話し手が伝
えたいことや自分が聞
きたいことの中心を捉
え、学習の見通しをもっ
て、情報を集める話し
合いをしようとしてい
る。

○

観察

【１時間代替】
第１回-①
P．12-13

詩
を
楽
し
も
う

春
の
う
た

16
・
17

・詩全体の構成や内容
の大体を意識しながら
音読することができる。

1

・「春のうた」の構成や
内容を意識し、表現の
仕方やリズムを楽しみ
ながら、工夫して音読し
ている。

○

観察

楽
し
く
書
こ
う

な
り
き

っ
て
書
こ
う
／
つ
づ
け
て
み
よ
う

18
～
20

・書こうとしたことが明
確になっているかなど、
文章に対する感想や意
見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見
つけることができる。

1

・書こうとしたことが明
確になっているかなど、
文章に対する感想や意
見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見
つけている。

○

観察
記述内容

・登場人物の行動や気
持ちなどについて叙述
を基に捉え、学習課題
に沿って、考えたことを
積極的に話し合おうと
することができる。

・登場人物の行動や気
持ちなどについて叙述
を基に捉え、学習課題
に沿って、考えたことを
積極的に話し合おうとし
ている。

○

観察
記述内容

【１時間代替】
第５回-②
再P．２３

・文章全体の構成や内
容の大体を意識しなが
ら音読することができ
る。

・中心となる人物の様
子を意識して音読して
いる。 ○

観察

・登場人物の行動や気
持ちなどについて、叙
述を基に捉えることが
できる。

・場面ごとの松井さんや
女の子の様子と行動
を、叙述を基に捉えて
いる。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもっている。 ○

記述内容

本
は
友
達

図
書
館
の
達
人
に
な
ろ
う

35
～
37

・幅広く読書に親しみ、
読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立
つことに気付くことがで
きる。

1

・幅広く読書に親しみ、
読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立
つことに気付いている。 ○

観察

漢
字
辞
典
の
使
い
方

38
～
41

・漢字辞書の使い方を
理解し、使うことができ
る。

2

・漢字辞典の引き方や
画数の数え方を理解
し、漢字辞典を使用して
調べている。 ○

観察

き
せ
つ
の
言
葉
１

春
の
楽
し
み

42
・
43

・言葉には性質や役割
による語句のまとまりが
あることを理解し、語彙
を豊かにすることができ
る。

2

・春の風景や様子を表
す言葉の意味や使い方
を理解している。

○

記述内容

4

ことば探究科
で代替

ふ
し
ぎ
な
出
来
事
を
と
ら
え
て
読
み

、
考
え
た
こ
と
を
話
そ
う

白
い
ぼ
う
し

21
～
34

7

・登場人物のしたこと
や言ったこと、気持ち
を表す言葉に気を付
けること。（小３）
・話の組み立てを捉え
ながら読むこと。（小
３）
・書かれていることと、
自分が知っていること
などをつなげて、感想
や考えをまとめるこ
と。（小３）

・人物の関係を、言動
や心情が分かる表現
から捉えること。（小
５）
・人物の関係が変化
するきっかけとなる出
来事に着目すること。
（小５）

小学校第４学年　国語科年間指導計画
主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・積極的に必要なことを
記録したり質問したりし
ながら聞き、学習課題
に沿って、工夫してメモ
を取ったり、それを基に
発表したりしようとする
ことができる。

・積極的に必要なことを
記録したり質問したりし
ながら聞き、学習課題
に沿って、工夫してメモ
を取ったり、それを基に
発表したりしようとして
いる。

○

観察
記述内容

【１時間代替】
第１０回-①
P．６６

・相手を見て話したり聞
いたりすることができ
る。

・相手を見て話したり聞
いたりしている。 ○

観察

・比較や分類の仕方、
必要な語句などの書き
留め方を理解し、使うこ
とができる。

・話を聞きながら必要な
語句を書き留めたり、
集めた情報を比較した
り分類したりしている

○

記述内容

・必要なことを記録した
り質問したりしながら聞
き、話し手が伝えたいこ
とや自分が聞きたいこ
との中心を捉えることが
できる。

・必要だと思ったことを
記録したり、分からな
かったり聞き取れな
かったことなどを質問し
たりしながら聞いてい
る。
・話し手が伝えたいこと
や、自分が聞きたいこと
の中心を捉えている。

○

観察

観察
記述内容

カ
ン
ジ
ー

は
か
せ
の
都
道
府
県
の
旅
１

50
・
51

・第４学年までに配当さ
れている漢字を読み、
文や文章の中で使うこ
とができる。

2

・第４学年までに配当さ
れている漢字を読むと
ともに、漸次書き、文や
文章の中で使ってい
る。

○

記述内容

漢
字
の
広
場
①

３
年
生
で
習

っ
た
漢
字

52

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

記述内容

・考えとそれを支える理
由や事例との関係など
を捉え、学習課題に
沿って、積極的に自分
の考えを発表しようとす
ることができる。

・考えとそれを支える理
由や事例との関係など
を捉え、学習課題に
沿って、積極的に自分
の考えを発表しようとし
ている。

○

観察
記述内容

【１時間代替】
第７回-①
言技レッスン
P．68-69

・段落の役割について
理解することができる。

・段落の役割について
理解している。 ○

観察
記述内容

・考えとそれを支える理
由や事例との関係につ
いて理解することがで
きる。

・筆者の考えと、それを
支える理由や事例との
関係について理解して
いる。

○

記述内容

・段落相互の関係に着
目しながら、考えとそれ
を支える理由や事例と
の関係などについて、
叙述を基に捉えること
ができる。

・それぞれの段落に書
かれている内容を叙述
を基に捉えるとともに、
筆者の考えが書かれた
文と理由や事例が書か
れた文とに分けて捉え
ている。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・文章の一部を引用し
て、分かったことや考え
たことを書いたり話した
りしている。

○

観察
記述内容

5

大
事
な
こ
と
を
落
と
さ
ず
に
聞
こ
う

聞
き
取
り
メ
モ
の
く
ふ
う
／

【
コ
ラ
ム

】
話
し
方
や
聞
き
方
か
ら
つ
た
わ
る
こ
と

44
～
49

6

・話す人の方を見なが
ら聞くこと。（小３）
・どう質問するとよい
かを考えること。（小
３）

・相手の意図を捉え
て、話の要点をまとめ
たり、内容を確認した
りすること。（小５）

筆
者
の
考
え
を
と
ら
え
て

、
自
分
の
考
え
を
発
表
し
よ
う

思
い
や
り
の
デ
ザ
イ
ン
／
ア

ッ
プ
と
ル
ー

ズ
で
伝
え
る
／

【
じ

ょ
う
ほ
う

】
考
え
と
例

53
～
65

8

・題名や「初め」から、
話題を確かめること。
（小３）
・「中」の例と話題との
つながりや、段落の役
割を考えること。（小
３）
・書かれていることと、
自分が知っていること
などをつなげて、感想
や考えをまとめるこ
と。（小３）

・「初め」や「終わり」
に書かれている筆者
の考えから、要旨を
捉えること。（小５）
・取り上げている事例
や理由にも、筆者の
考えが表れているこ
と。（小５）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・書く内容の中心を明確
にし、構成を考えること
に進んで取り組み、こ
れまでの経験をいかし
て、手紙を書こうとする
ことができる。

・書く内容の中心を明確
にし、構成を考えること
に進んで取り組み、こ
れまでの経験をいかし
て、手紙を書こうとして
いる。

○

観察
記述内容

・丁寧な言葉を使うとと
もに、敬体と常体との違
いに注意しながら書くこ
とができる。

・丁寧な言葉を使うとと
もに、敬体表現を使って
手紙を書いている。 ○

記述内容

・相手や目的を意識し
て、書くことを選び、伝
えたいことを明確にする
ことができる。

・お礼を伝える相手や
目的を意識して、書くこ
とを選び、伝えたいこと
を明確にしている。

○

記述内容

・間違いを正したり、相
手や目的を意識した表
現になっているかを確
かめたりして、文や文
章を整えることができ
る。

・書いた手紙を読み返
し、間違いがないか、丁
寧な言葉遣いになって
いるかなどを確かめて
いる。

○

記述内容

漢
字
の
広
場
②

３
年
生
で
習

っ
た
漢
字

70

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

1

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

・登場人物の気持ちの
変化や性格、情景につ
いて場面の移り変わり
と結び付けて具体的に
想像し、学習の見通し
をもって、進んで物語の
感想を書こうとすること
ができる。

・登場人物の気持ちの
変化や性格、情景につ
いて場面の移り変わり
と結び付けて具体的に
想像し、学習の見通し
をもって、進んで物語の
感想を書こうとしてい
る。

○

観察
記述内容

・様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量
を増やし、語彙を豊か
にすることができる。

・ゆみ子やお父さん、お
母さんの行動や様子を
表す言葉の使い方を理
解している。

○

観察

・登場人物の行動や気
持ちなどについて、叙
述を基に捉えることが
できる。

・ゆみ子やお父さん、お
母さんの行動や気持ち
などについて、叙述を
基に捉えている。

○

観察
記述内容

・登場人物の気持ちの
変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的
に想像することができ
る。

・お父さんの出征時の
様子や情景、戦争後の
暮らしの様子や情景な
どを、場面の移り変わり
と結び付けて具体的に
想像している。

○

観察
記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・最初の場面と最後の
場面を比べたり、繰り返
し使われている言葉に
着目したりして理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもっている。

○

記述内容

つ
な
ぎ
言
葉
の
は
た
ら
き
を
知
ろ
う

85
～
87

・接続する語句の役割
について理解すること
ができる。

2

・接続する語句の役割
について理解している。

○

記述内容

6 ・「初め」「中」「終わり」
などのまとまりに組み
立てること。（小３）
・内容のまとまりごと
に、段落を分けるこ
と。（小３）
・書いたものを読み返
し、まちがいや読みに
くいところを直すこと。
（小３）

・どこに何が書かれて
いるかが分かりやす
いように、段落の分け
方を工夫すること。
（小５）
・書いたものを読み返
し、よりよい構成や表
現がないかを考え、
書いたものを整えるこ
と。（小５）

場
面
を
く
ら
べ
て
読
み

、
心
に
の
こ

っ
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う

一
つ
の
花

71
～
84

7

・場面と場面のつなが
りを考えること。（小４）

・言動や心情を表す
複数の表現から、人
物像を想像すること。
（小５）
・心情を情景によって
想像させるなど、様々
な表現の工夫に着目
して読むこと。（小５）

気
持
ち
が
伝
わ
る
手
紙
を
書
こ
う

お
礼
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う

66
～
69

4
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的
に
学
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に
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教
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ペ
ー

ジ
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評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

声
に
出
し
て
楽
し
も
う

短
歌
・
俳
句
に
親
し
も
う

（
一

）

88
・
89

・易しい文語調の短歌
や俳句を音読したり暗
唱したりするなどして、
言葉の響きやリズムに
親しむことができる。

1

・教科書に載っている短
歌や俳句を音読したり
暗唱したりするなどし
て、言葉の響きやリズ
ムに親しんでいる。

○

観察
記述内容

集
め
て
整
理
し
て
伝
え
よ
う

【
じ
ょ
う
ほ
う

】
要
約
す
る
と
き

90
・
91

・目的を意識して、中心
となる語や文を見付け
て要約することができ
る。

2

・繰り返し出てくる言葉
やまとまりの中心となる
文、また、登場人物の
行動や場面の変化を表
す語や文などを見付け
て要約している。

○

記述内容

【１時間代替】
第１１回-②
再P．24-26

・相手や目的を意識し
て、経験したことから書
くことを選び、構成を考
えて、学習課題に沿っ
て、進んで学級新聞を
作ろうとすることができ
る。

・相手や目的を意識し
て、経験したことから書
くことを選び、構成を考
えて、学習課題に沿っ
て、進んで学級新聞を
作ろうとしている。

○

観察
記述内容

・比較や分類の仕方、
必要な語句などの書き
留め方、引用の仕方や
出典の示し方を理解
し、使うことができる。

・取材の時の必要な語
句などの書き留め方、
取材した内容の比較や
分類の仕方、引用する
場合の方法や出典の
示し方を理解し、適切
に使って書いている。

○

記述内容

・相手や目的を意識し
て、経験したことから書
くことを選び、集めた材
料を比較したり分類し
たりして、伝えたいこと
を明確にすることができ
る。

・新聞のテーマを意識し
て、集めた材料を比較
したり分類したりして、
伝えたいことを明確にし
ている。

○

記述内容

・書く内容の中心を明確
にし、内容のまとまりで
段落をつくったり、段落
相互の関係に注意した
りして、文章の構成を考
えることができる。

・新聞のテーマを明確
にし、内容ごとに記事を
分けて割り付けしたり
写真や図などの配置を
考えたりしている。

○

記述内容

・間違いを正したり、相
手や目的を意識した表
現になっているかを確
かめたりして、文や文
章を整えることができ
る。

・間違いを正したり、読
みやすく分かりやすい
表現になっているかを
確かめたりして、文や
文章を整えている。

○

記述内容

カ
ン
ジ
ー

は
か
せ
の
都
道
府
県
の
旅
２

100
・

101

・第４学年までに配当さ
れている漢字を読むと
ともに、漸次書き、文や
文章の中で使うことが
できる。

2

・第４学年までに配当さ
れている漢字を読むと
ともに、漸次書き、文や
文章の中で使ってい
る。

○

記述内容

季
節
の
言
葉
２

夏
の
楽
し
み

102
・

103

・言葉には性質や役割
による語句のまとまりが
あることを理解し、語彙
を豊かにすることができ
る。

2

・言葉には性質や役割
による語句のまとまりが
あることを理解し、語彙
を豊かにしている。

○

記述内容

6

7

見
せ
方
を
工
夫
し
て
書
こ
う

新
聞
を
作
ろ
う
／

【
コ
ラ
ム

】
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
仕
方

92
～
99

10

・一人で考えたり友達
と話したりして、何に
ついて書くかを決める
こと。（小３）
・書くものについて、短
い言葉や文でメモし、
書きたいことをはっき
りさせること。（小３）
・「初め」「中」「終わり」
などのまとまりに組み
立てること。（小３）
・内容のまとまりごと
に、段落を分けるこ
と。（小３）

・目的や意図に応じ
て、読み手に伝えた
い情報は何かを考え
て、書く内容を絞るこ
と。（小５）
・集めた情報の中か
ら、伝えたいことに合
う理由や根拠を選
び、その適切さを確
かめること。（小５）
・どこに何が書かれて
いるかが分かりやす
いように、段落の分け
方を工夫すること。
（小５）
・「初め」と「終わり」で
自分の考えをはっきり
と述べ、「中」でその
理由や根拠を複数示
しながら書くこと。（小
５）
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べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・積極的に読書に親し
み、学習の見通しをもっ
て、本をポップや帯で紹
介しようとすることがで
きる。

・積極的に読書に親し
み、学習の見通しをもっ
て、本をポップや帯で紹
介しようとしている。

○

観察
記述内容 【１時間代替】

第１２回-①
P．100-101

・幅広く読書に親しみ、
読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立
つことに気付くことがで
きる。

・幅広く読書に親しみ、
読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立
つことに気付いている。 ○

観察
記述内容

【１時間代替】
第１２回-②

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付くことができる。

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付いている。

○

観察
記述内容

・詩全体の構成や内容
の大体を意識しながら
音読することができる。

・それぞれの詩で理解
した「ぼく」の思いを意
識しながら音読してい
る。

○

観察

【１時間代替】
第４回-①

・詩を読んで理解したこ
とに基づいて、感想や
考えをもつことができ
る。

・詩を読んで「ぼく」の思
いを理解し、感想や考
えをもっている。 ○

記述内容

・言葉には、考えたこと
や思ったことを表す働き
があることに気付くこと
ができる。

・言葉には、考えたこと
や思ったことを表す働き
があることに気付いて
いる。

○

観察
記述内容 【１時間代替】

第２回-①
P．１４

・目的や進め方を確認
して話し合い、互いの
意見の共通点や相違
点に着目して、考えをま
とめることができる。

・自分とは違う立場に
なって考えたことを話し
合い、互いの意見の共
通点や相違点に着目し
て、考えをまとめてい
る。

○

観察
記述内容

【１時間代替】
第３回-①
P．１５

・目的を意識して、中心
となる語や文を見付け
ることができる。

・パンフレットを読むとき
には、知りたいことに合
わせて、中心となる語
や文を見付けている。

○

観察

・パンフレットを読んで
理解したことに基づい
て、感想や考えをもつこ
とができる。

・パンフレットを読んで
理解したことに基づい
て、感想や考えをもって
いる。

○

記述内容

・間違いを正したり、相
手や目的を意識した表
現になっているかを確
かめたりして、文や文
章を整えることができ
る。

・間違いを正したり、相
手や目的を意識した表
現になっているかを確
かめたりして、文や文
章を整えている。

○

記述内容

・丁寧な言葉を使うとと
もに、敬体と常体との違
いに注意しながら書くこ
とができる。

・丁寧な言葉を使うとと
もに、敬体と常体との違
いに注意しながら書い
ている。

○

記述内容

い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
も
つ
言
葉

128
・

129

・様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量
を増すとともに、言葉に
は性質や役割による語
句のまとまりがあること
を理解し、語彙を豊か
にすることができる。

2

・動詞が様子や行動、
気持ちや性格を表す語
であることを理解してい
る。
・多義語の性質や意味
を理解し、文や文章の
中で使っている。

○

観察
記述内容

観察
記述内容

7

9

書
く
と
き
に
使
お
う

ど
う
直
し
た
ら
い
い
か
な

126
・

127
2

対
話
の
練
習

あ
な
た
な
ら

、
ど
う
言
う

120
・

121
3

生
活
の
中
で
読
も
う

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
読
も
う

122
～
125

2

本
は
友
達

本
の
ポ

ッ
プ
や
帯
を
作
ろ
う
／
神
様
の
階
段

104
～
115

5

・図鑑や科学読み物
は、取り上げる物事に
ついて、絵や写真、図
などを使ったり、詳しく
説明したりして、分か
りやすく書かれている
ことに気付くこと。（小
３）
・図鑑や科学読み物
で何かを調べるときは
目次や索引を使うとよ
いことに気付くこと。
（小３）

・一人の作家でも、さ
まざまなテーマの本を
書いていることがあ
り、複数の本を読む
と、その作家の作品
の魅力がよく分かるこ
とに気付くこと。（小
５）
・好きな作家に着目す
ることで、自分自身の
ことや、友達との共通
点・異なる点に気付く
こと。（小５）

詩
を
味
わ
お
う

忘
れ
も
の
／
ぼ
く
は
川

116
～
119

2
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元
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ペ
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ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

ロ
ー

マ
字
を
使
い
こ
な
そ
う

130
・

131

・日常使われている簡
単な単語について、
ローマ字で書くことがで
きる。

2

・日常使われている簡
単な単語について、
ローマ字で書いてい
る。

○

記述内容

漢
字
の
広
場
③

３
年
生
で
習

っ
た
漢
字

132

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

1

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

・学習の見通しをもっ
て、読んで考えたことを
積極的に話し合い、一
人一人の感じ方などに
違いがあることに気付
こうとすることができる。

・学習の見通しをもっ
て、読んで考えたことを
積極的に話し合い、一
人一人の感じ方などに
違いがあることに気付
こうとしている。

○

観察
記述内容

・様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量
を増やし、語彙を豊か
にすることができる。

・「ごんぎつね」を読ん
で、「ごん」や「兵十」の
様子や行動を表す言
葉、気持ちや性格を表
す言葉を見付けてい
る。

○

観察
記述内容

・登場人物の気持ちの
変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的
に想像することができ
る。

・「ごん」や「兵十」の気
持ちの変化や性格、情
景について、場面の移
り変わりと結び付けて
具体的に想像してい
る。

○

観察
記述内容

【１時間代替】
第１５回-①

【１時間代替】
第１５回-②

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・「ごんぎつね」を読んで
理解したことに基づい
て、感想や考えをもって
いる。

○

記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付くことができる。

・「ごんぎつね」を読んで
感じたことや考えたこと
を発表し合い、一人一
人の感じ方に違いがあ
ることに気付いている。

○

記述内容

漢
字
を
正
し
く
使
お
う

36
・
37

・漢字と仮名を用いた
表記、送り仮名の付け
方を理解して文や文章
の中で使うことができ
る。

2

・漢字と仮名を用いた
表記、送り仮名の付け
方を理解して文や文章
の中で使っている。 ○

記述内容

季
節
の
言
葉
３

秋
の
楽
し
み

38
・
39

・言葉には性質や役割
による語句のまとまりが
あることを理解し、語彙
を豊かにすることができ
る。

2

・言葉には性質や役割
による語句のまとまりが
あることを理解し、語彙
を豊かにしている。

○

観察

・学習の見通しをもっ
て、進んで司会などの
役割を果たしながら話
し合い、考えをまとめよ
うとすることができる。

・学習の見通しをもっ
て、進んで司会などの
役割を果たしながら話
し合い、考えをまとめよ
うとしている。

○

観察
記述内容

・比較や分類の仕方、
必要な語句などの書き
留め方を理解し、使うこ
とができる。

・出された意見につい
て、同じ意見をまとめた
り、理由や考えの中心
点など必要な事柄を書
き留めたりしている。

○

記述内容

9

10 ・読んだ感想や考えを
伝え合い、互いの感
じ方の違いを明らか
にすることで、新たな
ものの見方・考え方に
出会うことができるこ
と。（小５）

役
わ
り
を
い
し
き
し
な
が
ら
話
し
合
お
う

ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は

40
～
46

8

・話し合いの目的や進
め方、自分の役割な
どを考えながら話し合
うこと。（小３）
・友達の考えと同じと
ころや、違うところに
気を付くこと。（小３）

・質問を通して互いの
考えをよく聞き、共通
点や異なる点をはっ
きりさせること。（小
５）
・目的や条件、進行
計画に沿って話し合
い、考えを広げたりま
とめたりすること。（小
５）

気
持
ち
の
変
化
に
着
目
し
て
読
み

、
感
想
を
書
こ
う

ご
ん
ぎ
つ
ね
／

【
コ
ラ
ム

】
言
葉
を
分
類
し
よ
う

13
～
35

12

・場面と場面のつなが
りを考えること。（小４）
・特別な言葉に着目す
ること。（小４）
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・目的を意識して、日常
生活の中から話題を決
め、集めた材料を比較
したり分類したりして、
伝え合うために必要な
事柄を選ぶことができ
る。

・議題について集めた
材料を比較したり分類
したりして、伝え合うた
めに必要な事柄を選ん
でいる。

○

観察
記述内容

・目的や進め方を確認
し、司会などの役割を
果たしながら話し合い、
互いの意見の共通点や
相違点に着目して、考
えをまとめることができ
る。

・目的や進め方を確認
し、司会・記録係・時間
係などの役割を果たし
ながら話し合っている。
・友達の意見との共通
点や相違点に着目し
て、考えをまとめてい
る。

○

観察

観察
記述内容

・学習の見通しをもっ
て、進んで中心となる
語や文を見付けて要約
したり、自分の考えとそ
れを支える理由や事例
との関係の書き表し方
を工夫したりして、調べ
て分かったことなどをま
とめて書こうとすること
ができる。

・学習の見通しをもっ
て、進んで中心となる
語や文を見付けて要約
したり、自分の考えとそ
れを支える理由や事例
との関係の書き表し方
を工夫したりして、調べ
て分かったことなどをま
とめて書こうとしてい
る。

○

観察
記述内容

・段落の役割について
理解することができる。

・筆者の考えが書かれ
ている段落や、考えの
理由を説明している段
落など、段落の役割を
理解している。

○

観察
記述内容

・幅広く読書に親しみ、
読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立
つことに気付くことがで
きる。

・伝統工芸についての
本を読み、読書が必要
な知識や情報を得るこ
とに役立つことに気付
いている。

○

観察
記述内容

・書く内容の中心を明確
にし、内容のまとまりで
段落をつくったり、段落
相互の関係に注意した
りして、文章の構成を考
えることができる。

・伝統工芸のよさにつ
いて、書く内容の中心を
明確にし、内容のまとま
りで段落をつくったり文
章の組み立てを考えた
りしている。

○

記述内容

・自分の考えとそれを支
える理由や事例との関
係を明確にして、書き表
し方を工夫することがで
きる。

・自分の考えを分かり
やすく説明するために、
写真や絵などの資料を
入れるといった工夫をし
ている。

○

記述内容

・段落相互の関係に着
目しながら、考えとそれ
を支える理由や事例と
の関係などについて、
叙述を基に捉えること
ができる。

・段落相互の関係に着
目しながら、筆者の考
えとその理由や事例と
の関係などについて、
叙述を基に捉えてい
る。

○

記述内容

・目的を意識して、中心
となる語や文を見付け
て要約することができ
る。

・中心となる語や文を見
付けて要約している。

○

記述内容

伝
わ
る
言
葉

慣
用
句

60
・
61

・長い間使われてきた
慣用句の意味を知り、
使うことができる。 2

・長い間使われてきた
慣用句の意味を知り、
使っている。 ○

観察
記述内容

声
に
出
し
て
楽
し
も
う

短
歌
・
俳
句
に
親
し
も
う

（
二

）

62
・
63

・易しい文語調の短歌
や俳句を音読したり暗
唱したりするなどして、
言葉の響きやリズムに
親しむことができる。

1

・易しい文語調の短歌
や俳句を音読したり暗
唱したりするなどして、
言葉の響きやリズムに
親しんでいる。

○

観察

10

11

中
心
と
な
る
語
や
文
を
見
つ
け
て
要
約
し

、
調
べ
た
こ
と
を
書
こ
う

未
来
に
つ
な
ぐ
工
芸
品
／
工
芸
品
の
み
り
ょ
く
を
伝
え
よ
う

47
～
59

12

・筆者の考えを捉える
こと。（小４）
・事実を分かりやすく
伝えること。（小４）

・「初め」や「終わり」
に書かれている筆者
の考えから、要旨を
捉えること。（小５）
・取り上げている事例
や理由にも、筆者の
考えが表れているこ
とに気付くこと。（小
５）
・図表やグラフ、絵、
写真などを、それぞ
れ文章と対応させて
読むこと。（小５）
・筆者の考えと事例
や資料が、どう結び
付いているかを整理
しながら読むこと。
（小５）
・実際にあったこと
や、その記録（具体
例・引用など）と、自
分の考えを区別して
書くこと。（小５）
・写真や図表と文章と
を対応させて書くこ
と。（小５）

役
わ
り
を
い
し
き
し
な
が
ら
話
し
合
お
う

ク
ラ
ス
み
ん
な
で
決
め
る
に
は

40
～
46

8

・話し合いの目的や進
め方、自分の役割な
どを考えながら話し合
うこと。（小３）
・友達の考えと同じと
ころや、違うところに
気を付くこと。（小３）

・質問を通して互いの
考えをよく聞き、共通
点や異なる点をはっ
きりさせること。（小
５）
・目的や条件、進行
計画に沿って話し合
い、考えを広げたりま
とめたりすること。（小
５）
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

漢
字
の
広
場
④

３
年
生
で
習

っ
た
漢
字

64

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

1

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

・積極的に登場人物の
気持ちの変化や性格に
ついて、場面の移り変
わりと結び付けながら
想像して読み、学習の
見通しをもって、おもし
ろいと思ったところを伝
え合おうとすることがで
きる。

・積極的に登場人物の
気持ちの変化や性格に
ついて、場面の移り変
わりと結び付けながら
想像して読み、学習の
見通しをもって、おもし
ろいと思ったところを伝
え合おうとしている。

○

観察
記述内容

・登場人物の行動や気
持ちなどについて、叙
述を基に捉えることが
できる。

・登場人物の行動や気
持ちなどについて、叙
述を基に捉えている。 ○

観察
記述内容

・登場人物の気持ちの
変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的
に想像することができ
る。

・マーちんの気持ちの
変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的
に想像している。

○

観察
記述内容

・学習の見通しをもっ
て、調べたことを基に自
分の考えを書き、読み
合って、進んで文章に
対する感想や意見を伝
え合おうとすることがで
きる。

・学習の見通しをもっ
て、調べたことを基に自
分の考えを書き、読み
合って、進んで文章に
対する感想や意見を伝
え合おうとしている。

○

観察
記述内容

・相手や目的を意識し
て、経験したことや想像
したことなどから書くこ
とを選び、集めた材料
を比較したり分類したり
して、伝えたいことを明
確にすることができる。

・自然災害への備えに
ついてテーマを決めて
書くことを選び、集めた
材料を比較したり分類
したりして、伝えたいこ
とを明確にしている。

○

観察
記述内容

・自分の考えとそれを支
える理由や事例との関
係を明確にして、書き表
し方を工夫することがで
きる。

・自然災害への備えで
大切だと考えた理由や
事例との関係を明確に
して、自分の考えの書
き表し方を工夫してい
る。

○

記述内容

・書こうとしたことが明
確になっているかなど、
文章に対する感想や意
見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見
付けることができる。

・書こうとしたことが明
確になっているかなど、
文章に対する感想や意
見を伝え合い、自分の
文章のよいところを見
付けている。

○

記述内容

季
節
の
言
葉
④

冬
の
楽
し
み

90
・
91

・言葉には性質や役割
による語句のまとまりが
あることを理解し、語彙
を豊かにすることができ
る。

2

・言葉には性質や役割
による語句のまとまりが
あることを理解し、語彙
を豊かにしている。

○

記述内容

・学習の見通しをもっ
て、集めた詩で詩集を
作り、進んで読み合っ
て感じたことや考えたこ
とを共有しようとするこ
とができる。

・学習の見通しをもっ
て、集めた詩で詩集を
作り、進んで読み合っ
て感じたことや考えたこ
とを共有しようとしてい
る。

○

観察
記述内容

・幅広く読書に親しみ、
読書が、必要な知識や
情報を得ることに役立
つことに気付くことがで
きる。

・テーマに沿った詩を読
み、読書が必要な知識
や情報を得ることに役
立つことに気付いてい
る。

○

観察
記述内容

11

12

1

理
由
や
例
を
挙
げ
て

、
考
え
を
書
こ
う

も
し
も
の
と
き
に
そ
な
え
よ
う

84
～
89

10

・分かったことや考え
たことを分けて書くこ
と。（小３）
・理由や例を挙げて考
えを伝えること。（小
４）

・実際にあったこと
や、その記録（具体
例・引用など）と、自
分の考えを区別して
書くこと。（小５）
・写真や図表と文章と
を対応させて書くこ
と。（小５）
・分かりやすいところ
や、説得力があると
思った書き方を中心
に伝え合うこと。（小
５）

詩
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
よ
う

自
分
だ
け
の
詩
集
を
作
ろ
う

92
・
93

4

つ

な

が

り

を

見

つ

け

な

が

ら

読

み

、
お

も

し

ろ

い

と

思

っ
た

こ

と

を

話

し

合

お

う

友
情
の
か
べ
新
聞

65
～
83

8

・場面と場面のつなが
りを考えること。（小４）
・特別な言葉に着目す
ること。（小４）
・話し合って、考えを
深めること。（小４）

・言動や心情を表す
複数の表現から、人
物像を想像すること。
（小５）
・心情を情景によって
想像させるなど、様々
な表現の工夫に着目
して読むこと。（小５）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付くことができる。

・完成した詩集を読み
合い、テーマを共有し、
一人一人の感じ方など
に違いがあることに気
付いている。

○

観察
記述内容

書
く
と
き
に
使
お
う

言
葉
か
ら
連
想
を
広
げ
て

94
・
95

・自分の考えとそれを支
える理由や事例との関
係を明確にして、書き表
し方を工夫することがで
きる。 2

・自分の考えとそれを支
える理由や事例との関
係を明確にして、書き表
し方を工夫している。

○

観察
記述内容

熟
語
の
意
味

96
・
97

・熟語の意味は、訓読
みや組み合わせを手が
かりにすれば分かるこ
とを理解することができ
る。

2

・熟語の意味は、訓読
みや組み合わせを手が
かりにすれば分かるこ
とを理解している。

○

記述内容

漢
字
の
広
場
⑤

３
年
生
で
習

っ
た
漢
字

98

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

1

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

・進んで、文章を読んで
理解したことに基づい
て感想や考えをもち、
学習課題に沿って、要
約して紹介する文章を
書こうとすることができ
る。

・進んで、文章を読んで
理解したことに基づい
て感想や考えをもち、
学習課題に沿って、要
約して紹介する文章を
書こうとしている。

○

観察
記述内容

・目的を意識して、中心
となる語や文を見付け
て要約することができ
る。

・文章全体を読み、最も
興味をもったことの中心
となる語や文を見付け
て要約している。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・興味をもったことに
沿って文章を読み、筆
者の挑戦について感想
や考えをもっている。

○

記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付くことができる。

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付いている。

○

記述内容

・主語と述語との関係、
修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接
続する語句の役割につ
いて進んで理解し、これ
までの学習をいかして、
つながりに気を付けて
文章を書こうとすること
ができる。

・主語と述語との関係、
修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接
続する語句の役割につ
いて進んで理解し、これ
までの学習をいかして、
つながりに気を付けて
文章を書こうとしてい
る。

○

観察
記述内容

・主語と述語との関係、
修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接
続する語句の役割につ
いて理解することがで
きる。

・主語と述語との関係、
修飾と被修飾との関
係、指示する語句と接
続する語句の役割につ
いて理解している。

○

記述内容

・間違いを正したり、相
手や目的を意識した表
現になっているかを確
かめたりして、文や文
章を整えることができ
る。

・104ページの例文を、
どう書き直せば読み手
に分かりやすいかを考
え、主語と述語を対応さ
せたり内容の切れ目で
文を分けたりして書き
直している。

○

記述内容

1

き
ょ
う
み
を
も

っ
た
こ
と
を
中
心
に

、
し
ょ
う
か
い
し
よ
う

風
船
で
う
ち
ゅ
う
へ

99
～
112

8

・筆者の考えを捉える
こと。（小４）
・要約すること。（小４）

・自分の知識や経験
と重ねながら読むこと
で、自分の考えを明
確にすること。（小５）
・読んだ感想や考えを
伝え合い、互いの感
じ方の違いを明らか
にすることで、新たな
ものの見方・考え方に
出会うこと。（小５）

2

言
葉
に
つ
い
て
考
え
よ
う

つ
な
が
り
に
気
を
つ
け
よ
う

113
～
116

4

詩
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
よ
う

自
分
だ
け
の
詩
集
を
作
ろ
う

92
・
93

4
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・学習の見通しをもっ
て、心が動いたときのこ
とを詩に書き、進んで間
違いを正したり、相手や
目的を意識した表現に
なっているかを確かめ
たりしようとすることが
できる。

・学習の見通しをもっ
て、心が動いたときのこ
とを詩に書き、進んで間
違いを正したり、相手や
目的を意識した表現に
なっているかを確かめ
たりしようとしている。

○

観察
記述内容

・様子や行動、気持ち
や性格を表す語句の量
を増やし、文章の中で
使い、語彙を豊かにす
ることができる。

・様子や行動、気持ち
や性格を表す語を文章
の中で使っている。 ○

観察
記述内容

・相手や目的を意識し
て、経験したことから書
くことを選び、伝えたい
ことを明確にすることが
できる。

・心が動いた経験を思
い出して、その時の思
いを書き出している。
・「心が動いたこと」とい
うテーマを理解し、自分
の思いや伝えたいこと
を明確にしている。

○

記述内容

記述内容

・間違いを正したり、相
手や目的を意識した表
現になっているかを確
かめたりして、文や文
章を整えることができ
る。

・間違いを正したり、「心
が動いたこと」がよく分
かる表現になっている
かを確かめたりして、文
や文章を整えている。

○

記述内容

・進んで話の中心や話
す場面を意識して、言
葉の抑揚や強弱、間の
取り方などを工夫し、こ
れまでの学習をいかし
て、調査の報告をしよう
とすることができる。

・進んで話の中心や話
す場面を意識して、言
葉の抑揚や強弱、間の
取り方などを工夫し、こ
れまでの学習をいかし
て、調査の報告をしよう
としている。

○

観察
記述内容

・相手を見て話したり聞
いたりするとともに、言
葉の抑揚や強弱、間の
取り方などに注意して
話すことができる。

・言葉の抑揚や強弱、
間のとり方などに注意
して話している。 ○

観察

・考えとそれを支える理
由や事例、全体と中心
など情報と情報との関
係について理解するこ
とができる。

・アンケート結果から考
えたことと、それを支え
る理由や事例、全体と
中心など情報と情報と
の関係について理解し
てまとめている。

○

観察
記述内容

・目的を意識して、日常
生活の中から話題を決
め、集めた材料を比較
したり分類したりして、
伝え合うために必要な
事柄を選ぶことができ
る。

・普段の生活に関する
疑問をアンケートで調
べ、アンケートを比較し
たり分類したりして、伝
え合うために必要な事
柄を選んでいる。

○

記述内容

・相手に伝わるように、
理由や事例などを挙げ
ながら、話の中心が明
確になるよう話の構成
を考えることができる。

・アンケート結果を整理
し、理由や事例などを
挙げながら話の中心が
明確になるよう話の構
成を考えている。

○

記述内容

・進んで一人一人の感
じ方に違いがあることに
気付き、学習の見通し
をもって、物語を読んで
考えたことを伝え合おう
とすることができる。

・進んで一人一人の感
じ方に違いがあることに
気付き、学習の見通し
をもって、物語を読んで
考えたことを伝え合おう
としている。

○

観察
記述内容

・登場人物の気持ちの
変化や性格、情景につ
いて、場面の移り変わ
りと結び付けて具体的
に想像することができ
る。

・女の子の気持ちの変
化や性格、情景につい
て、場面の移り変わりと
結び付けて具体的に想
像している。

○

観察
記述内容

読
ん
で
考
え
た
こ
と
を

、
友
達
と
伝
え
合
お
う

ス
ワ
ン
レ
イ
ク
の
ほ
と
り
で

125
～
142

7

・話し合って、考えを
深めること。（小４）

・自分の知識や経験
と重ねながら読むこと
で、自分の考えを明
確にすること。（小５）
・読んだ感想や考えを
伝え合い、互いの感
じ方の違いを明らか
にすることで、新たな
ものの見方・考え方に
出会うこと。（小５）

3

2

言
葉
を
選
ん
で
詩
を
書
き

、
友
達
と
読
み
合
お
う

心
が
動
い
た
こ
と
を
言
葉
に

117
～
119

7

・書いたものを読み返
し、間違いや読みにく
いところを直すこと。
（小３）

・書いたものを読み返
し、よりよい構成や表
現がないかを考え、
書いたものを整えるこ
と。（小５）

調
べ
て
分
か

っ
た
こ
と
を
話
そ
う

調
べ
て
話
そ
う

、
生
活
調
査
隊

120
～
124

8

・聞き手を見て、様子
を確かめること。（小
３）
・声の調子や話す速さ
などに気を付けるこ
と。（小３）

・目的や意図に合わ
せて、伝えたいことや
自分の考えなどを観
点に分けて書き出す
こと。（小５）
・自分の体験や調べ
た事実など、具体的
な理由を入れて話す
こと。（小５）
・図表などを資料にま
とめて提示すること。
（小５）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえる

べき内容
上級学年・中学校と
の関連

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、感想
や考えをもつことができ
る。

・「初雪のふる日」を読
んで、理解したことに基
づいて、感想や考えを
もっている。

○

観察
記述内容

・文章を読んで感じたこ
とや考えたことを共有
し、一人一人の感じ方
などに違いがあること
に気付くことができる。

・「初雪のふる日」を読
んで感じたことや考えた
ことを友達と共有し、一
人一人の感じ方などに
違いがあることに気付
いている。

○

観察
記述内容

漢
字
の
広
場
⑥

３
年
生
で
習

っ
た
漢
字

143

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。

1

・第３学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。

○

記述内容

四
年
生
を
ふ
り
返

っ
て

144

・相手や目的を意識し
て、経験したことや想像
したことなどから書くこ
とを選び、集めた材料
を比較したり分類したり
して、伝えたいことを明
確にすることができる。

1

・相手や目的を意識し
て、経験したことや想像
したことなどから書くこ
とを選び、集めた材料
を比較したり分類したり
して、伝えたいことを明
確にしている。

○

記述内容

テ
ス
ト

・テストをする。
13
・既習の内容を理解し
ている。 ○ ○

ペーパーテ
スト

代替時数 12

読
ん
で
考
え
た
こ
と
を

、
友
達
と
伝
え
合
お
う

ス
ワ
ン
レ
イ
ク
の
ほ
と
り
で

125
～
142

7

・話し合って、考えを
深めること。（小４）

・自分の知識や経験
と重ねながら読むこと
で、自分の考えを明
確にすること。（小５）
・読んだ感想や考えを
伝え合い、互いの感
じ方の違いを明らか
にすることで、新たな
ものの見方・考え方に
出会うこと。（小５）

3

総時間数（　200　）時間＋予備（　10　）時間

代替時間を除いた総時間数　１９８時間
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国語（光村図書）

知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

言
葉
の
じ
ゅ
ん
び
運
動

ひ
み
つ
の
言
葉
を
引
き
出
そ
う

18
・
19

・進んで自分が聞こうと
する意図に応じて話の
内容を捉え、学習の見
通しをもって友達から
「ひみつの言葉」を引き
出せるように話そうとす
ることができる。

1

・進んで自分が聞こうと
する意図に応じて話の
内容を捉え、学習の見
通しをもって友達から
「ひみつの言葉」を引き
出せるように話そうとし
ている。

○

観察

詩
を
楽
し
も
う

か
ん
が
え
る
の

っ
て
　
お
も
し
ろ
い

20
・
21

・「かんがえるのって
おもしろい」に描かれて
いることを思い浮かべ
ながら、詩を音読したり
朗読したりすることがで
きる。 1

・「かんがえるのって
おもしろい」に描かれて
いることを思い浮かべ
ながら、音読したり朗読
したりしている。

○

観察

楽
し
く
書
こ
う

名
前
を
使

っ
て

、
自
己
紹
介
／
続
け
て
み
よ
う

22
～
24

・目的や意図に応じて、
感じたことや考えたこと
などから書くことを選ぶ
ことができる。

1

・目的や意図に応じて、
感じたことや考えたこと
などから書くことを選ん
でいる。

○

記述内容

・粘り強く登場人物の相
互関係や心情を捉え、
学習の見通しをもって
印象に残ったことを伝え
合おうとすることができ
る。

・粘り強く登場人物の相
互関係や心情を捉え、
学習の見通しをもって
印象に残ったことを伝え
合おうとしている。

○

観察

・情報と情報との関係づ
けのしかた、図などによ
る語句と語句との関係
の表し方を理解し使うこ
とができる。

・情報と情報との関係づ
けのしかた、図などによ
る語句と語句との関係
の表し方を理解し使っ
ている。

○

記述内容
観察

・登場人物の相互関係
や心情などについて、
描写を基に捉えること
ができる。

・登場人物の相互関係
や心情などについて、
描写を基に捉えてい
る。

○

記述内容

・比喩や反復などの表
現の工夫に気づくことが
できる。

・比喩や反復などの表
現の工夫に気づいてい
る。

○

記述内容

本
は
友
達

図
書
館
を
使
い
こ
な
そ
う

39
～
41

・日常的に読書に親し
み、読書が自分の考え
を広げることに役立つこ
とに気付くことができ
る。
・新しく習う漢字を正しく
読んだり書いたりするこ
とができる。

1

・日常的に読書に親し
み、読書が自分の考え
を広げることに役立つこ
とに気付いている。
・新しく習う漢字を正しく
読んだり書いたりしてい
る。

○

記述内容
観察

4

ことば探究科
で代替

人

物

の

心

情

や

人

物

ど

う

し

の

関

わ

り

を

と

ら

え

、
印

象

に

残

っ
た

こ

と

を

伝

え

合

お

う

銀
色
の
裏
地

25
～
38

5

・登場人物の気持
ちや考え方が表れ
ている部分を見付
けること。（小４）
・場面と場面を、結
び付けたり比べた
りして、気持ちの変
化を捉えること。
（小４）

・人物の様子や行
動を表す言葉、会
話文などから、そ
の人物のものの
見方や考え方を
想像すること。（小
６）
・自分と比べなが
ら読むことで、人
物像を深く捉える
こと。（小６）

小学校第５学年　国語科年間指導計画
主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

漢
字
の
成
り
立
ち

42
・
43

・漢字の由来、特質など
について理解すること
ができる。

1

・漢字の成り立ちには、
何かの形をえがいたも
の、目に見えない事柄
を記号などで表したも
の、元の漢字の意味を
組み合わせたもの、音
を表す漢字と意味を表
す部分を組み合わせた
ものがあることを理解し
ている。

○

観察
記述内容

季
節
の
言
葉
１

春
の
空

44
・
45

・親しみやすい古文や
近代以降の文語調の文
章を音読するなどして、
言葉の響きやリズムに
親しむことができる。

1

・親しみやすい古文や
俳句を音読するなどし
て、言葉の響きやリズ
ムに親しんでいる。 ○

観察

・目的や意図に応じて
話の内容を捉え、学習
の見通しをもって、積極
的にインタビューをした
り、報告し合ったりしよう
とすることができる。

・目的や意図に応じて
話の内容を捉え、学習
の見通しをもって、積極
的にインタビューをした
り、報告し合ったりしよう
としている。

○

観察

・話し言葉と書き言葉と
の違いに気付くことがで
きる。

・話し言葉と書き言葉と
の違いに気付いてい
る。 ○

観察
記述内容

・情報と情報との関係付
けの仕方を理解し、使う
ことができる。

・友達への質問を考え
る際、情報と情報との
関係付けの仕方を理解
し、使っている。

○

観察
記述内容

・目的や意図に応じて、
日常生活の中から話題
を決め、集めた材料を
分類したり関係付けたり
して、伝え合う内容を検
討することができる。

・目的や意図に応じて、
日常生活の中から話題
を決め、集めた材料を
分類したり関係付けたり
して、伝え合う内容を検
討している。

○

観察

【１時間代替】
第１４回-②
P．18-19

・話し手の目的や自分
が聞こうとすることがで
きる意図に応じて、話の
内容を捉え、話し手の
考えと比較しながら、自
分の考えをまとめること
ができる。

・話し手の目的や自分
が聞こうとすることがで
きる意図に応じて、話の
内容を捉え、話し手の
考えと比較しながら、自
分の考えをまとめてい
る。

○

観察

・文章全体の構成を捉
えて要約し、学習課題
に沿って、筆者の考え
に対する自分の考えを
積極的に伝え合おうと
することができる。

・文章全体の構成を捉
えて要約し、学習課題
に沿って、筆者の考え
に対する自分の考えを
積極的に伝え合おうとし
ている。

○

観察

・原因と結果など情報と
情報との関係について
理解することができる。

・事例に挙げられている
原因と結果の関係につ
いて理解している。 ○

観察
記述内容

・事実と感想、意見など
との関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構
成を捉えて要旨を把握
することができる。

・事例と筆者の考えとの
関係を叙述を基に押さ
え、文章全体の構成を
捉えて要旨を把握して
いる。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、筆者の
考えや事例の示し方に
対する自分の考えをま
とめている。

○

記述内容

【１時間代替】
第１回-②
P．２０

4

5

話
の
意
図
を
考
え
て
き
き
合
い

、

「
き
く
こ
と

」
に
つ
い
て
考
え
よ
う

き
い
て

、
き
い
て

、
き
い
て
み
よ
う

46
～
50

5

・声の大きさや間
の取り方などに気
を付けて、大事な
ことが伝わるように
話すこと。（小４）
・必要なことは何か
を考えながら、大
事な言葉をメモす
ること。（小４）

・聞いて、考えを
深めること。（小
６）
・目的や条件に応
じて、計画的に話
し合うこと。（小６）
・資料を使って、
自分の考えや思
いを効果的に伝
えること。（小６）

文
章
の
要
旨
を
と
ら
え

、
考
え
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う

見
立
て
る
／
言
葉
の
意
味
が
分
か
る
こ
と
／
原
因
と
結
果

51
～
63

7

・段落どうしの関係
を確かめ、筆者の
考えを捉えること。
（小４）
・中心となる語や
文を確かめること。
（小４）
・分量を考えて、元
の文章の組み立て
をいかしたり、自分
の言葉を用いたり
して、要約するこ
と。（小４）

・文章全体の構成
を確かめ、主張と
事例が、それぞれ
どの部分に書か
れているかを捉え
ること。（小６）
・何のためにその
事例が挙げられ
ているのか、筆者
の意図を考えるこ
と。（小６）
・筆者の主張を捉
え、自分の経験や
知識と重ね合わ
せながら自分の
考えをもつこと。
（小６）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げるこ
とができる。

・文章を読んでまとめた
意見を友達と共有し、自
分の考えを広げてい
る。

○

記述内容

敬
語

64
・
65

・日常よく使われる敬語
を理解し、使い慣れるこ
とができる。 2

・日常よく使われる「丁
寧語」「尊敬語」「謙譲
語」の使い方や意義を
理解し、使い慣れてい
る。

○

記述内容
観察

・構成や書き表し方に着
目して文言を整え、学
習課題に沿って、粘り
強く俳句を作ろうとする
ことができる。

・構成や書き表し方に着
目して文言を整え、学
習課題に沿って、粘り
強く俳句を作ろうとして
いる。

○

観察

・語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うこと
ができる。

・語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識し
て、語や語句を使って
いる。

○

観察
記述内容

・俳句の構成や書き表
し方などに着目して、文
を整えることができる。

・季語を入れること、五・
七・五の十七音にする
ことなどに気を付けて、
俳句を作っている。

○

観察
記述内容

漢
字
の
広
場
①

４
年
生
で
習

っ
た
漢
字

70

・第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

観察
記述内容

・親しみやすい古文を音
読するなどして、言葉の
響きやリズムに親しむこ
とができる。

・教科書に載っている古
文を音読して、現代語と
は違う言葉の響きやリ
ズムを味わっている。

○

観察

・古典について解説した
文章を読んだり作品の
内容の大体を知ったり
することを通して、昔の
人のものの見方や感じ
方について知識を得る
ことができる。

・教科書の解説文を読
んだり作品の内容の大
体を知ったりすることを
通して、昔の人のもの
の見方や感じ方につい
て理解している。

〇

記述内容

・情報と情報との関連付
けの仕方を理解し、使う
ことができる。

・多様な内容をまとめた
り、一定のきまりを基に
順序立てて系統化した
りしている。

○

観察
記述内容

・自分の考えが伝わる
ように、引用するなど書
き表し方を工夫すること
ができる。

・自分の考えがよりよく
伝わるように、書き留め
た情報を引用するなど
書き表し方を工夫して
いる。

○

記述内容

【１時間代替】
第１１回-②
P．68-69

・自分の考えが伝わる
ように書き表し方を工夫
し、学習の見通しをもっ
て、報告する文章を粘り
強く書こうとすることが
できる。

・自分の考えが伝わる
ように書き表し方を工夫
し、学習の見通しをもっ
て、報告する文章を粘り
強く書こうとしている。

○

観察

・文章の構成や展開、
文章の種類とその特徴
について理解すること
ができる。

・調べたことを報告する
文章の構成や展開の仕
方、書き方について理
解している。

○

観察
記述内容

5

6

伝
え
た
い
こ
と
を
整
理
し
て

、
報
告
し
よ
う

み
ん
な
が
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

78
～
83

7

・理由や例と、伝え
たいこととの関わり
が分かるように書く
こと。（小４）
・絵や写真、図表
の使い方を工夫し
て書くこと。（小４）
・書いたものを読
み返し、よりよい言
葉や言い方がない
かを考え、書いた
ものを整えること。
（小４）

・現状や問題点を
整理し、提案の理
由を明確にした文
章を書くこと。（小
６）
・伝えたいことを
明確にし、それが
効果的に伝わる
文章構成を考え
ること。（小６）

・書いたものを読
み返し、よりよい言
葉や言い方がない
かを考え、書いた
ものを整えること。
（小４）

・伝えたい思い
や、そのときの様
子を思い出して、
言葉を選んだり、
並べ方を変えたり
するなどの工夫を
すること。（小６）

声
に
出
し
て
楽
し
も
う

古
典
の
世
界

(

一

)

71
～
75

2

集
め
て
整
理
し
て
伝
え
よ
う

目
的
に
応
じ
て
引
用
す
る
と
き

76
・
77

1

文
章
の
要
旨
を
と
ら
え

、
考
え
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う

見
立
て
る
／
言
葉
の
意
味
が
分
か
る
こ
と
／
原
因
と
結
果

51
～
63

7

・段落どうしの関係
を確かめ、筆者の
考えを捉えること。
（小４）
・中心となる語や
文を確かめること。
（小４）
・分量を考えて、元
の文章の組み立て
をいかしたり、自分
の言葉を用いたり
して、要約するこ
と。（小４）

・文章全体の構成
を確かめ、主張と
事例が、それぞれ
どの部分に書か
れているかを捉え
ること。（小６）
・何のためにその
事例が挙げられ
ているのか、筆者
の意図を考えるこ
と。（小６）
・筆者の主張を捉
え、自分の経験や
知識と重ね合わ
せながら自分の
考えをもつこと。
（小６）

表
現
を
工
夫
し
て

、
俳
句
を
作
ろ
う

日
常
を
十
七
音
で

66
～
69

3
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・目的や意図に応じて、
感じたことや考えたこと
などから書くことを選
び、集めた材料を分類
したり関係付けたりし
て、伝えたいことを明確
にすることができる。

・目的や意図に応じて、
感じたことや考えたこと
などから書くことを選
び、集めた材料を分類
したり関係付けたりし
て、伝えたいことを明確
している。

○

観察
記述内容

・筋道の通った文章とな
るように、文章全体の
構成や展開を考えるこ
とができる。

・伝えたいことが分かり
やすく伝わるような文章
構成を考えている。 ○

記述内容

・引用したり、図表やグ
ラフなどを用いたりし
て、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工
夫することができる。

・引用したり、図表やグ
ラフなどを用いたりし
て、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工
夫している。

○

記述内容

・文章全体の構成や展
開が明確になっている
かなど、文章に対する
感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよい
ところを見付けることが
できる。

・報告する文章を読み
合い、友達や自分の文
章のよいところを見付け
ている。

○

観察
記述内容

同
じ
読
み
方
の
漢
字

84
・
85

・第５学年までに配当さ
れている漢字を読んだ
り、文や文章の中で
使ったりすることができ
る。

1

・第５学年までに習った
漢字を文や文章の中で
使っている。

○

観察
記述内容

季
節
の
言
葉
２

夏
の
夜

86
・
87

・親しみやすい古文や
近代以降の文語調の文
章を音読するなどして、
言葉の響きやリズムに
親しむことができる。

1

・親しみやすい古文や
俳句を音読するなどし
て、言葉の響きやリズ
ムに親しんでいる。 ○

観察
記述内容

・積極的に読書に親し
み、学習の見通しをもっ
て本の魅力を伝え合お
うとすることができる。

・積極的に読書に親し
み、学習の見通しをもっ
て本の魅力を伝え合お
うとしている。

○

観察
【１時間代替】
第３回-①
P．100-101

・日常的に読書に親し
み、読書が、自分の考
えを広げることに役立
つことに気付くことがで
きる。

・作家に着目しながら読
み広げることで、その作
家の作品の魅力をより
感じたり、自分自身のこ
とや、友達との共通点・
異なる点に気付いたり
している。

○

観察
記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・作家を決めて読書を
し、その作家や作品の
魅力を紹介カード等に
まとめている。

○

記述内容

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げるこ
とができる。

・読んだ作品を紹介し合
い、作家や作品の魅力
について自分の考えを
広げている。

○

・比喩や反復などの表
現の工夫に気づくことが
できる。

・比喩や反復などの表
現の工夫に気づいてい
る。 ○

観察
記述内容

・詩の全体像を具体的
に想像したり、表現の効
果を考えたりすることが
できる。

・詩の全体像を具体的
に想像したり、表現の効
果を考えたりしている。 ○

6

7

9

詩
を
味
わ
お
う

か
ぼ
ち

ゃ
の
つ
る
が
／
わ
れ
は
草
な
り

100
～
103

2

伝
え
た
い
こ
と
を
整
理
し
て

、
報
告
し
よ
う

み
ん
な
が
使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン

78
～
83

7

・理由や例と、伝え
たいこととの関わり
が分かるように書く
こと。（小４）
・絵や写真、図表
の使い方を工夫し
て書くこと。（小４）
・書いたものを読
み返し、よりよい言
葉や言い方がない
かを考え、書いた
ものを整えること。
（小４）

・現状や問題点を
整理し、提案の理
由を明確にした文
章を書くこと。（小
６）
・伝えたいことを
明確にし、それが
効果的に伝わる
文章構成を考え
ること。（小６）

本
は
友
達

作
家
で
広
げ
る
わ
た
し
た
ち
の
読
書
／
モ
モ

88
～
99

5

・ノンフィクションに
は、様々な内容の
ものがあり、事実
の取り上げ方の違
いなどに着目する
と選びやすいこと。
（小４）
・本を読んだり、紹
介し合ったりするこ
とによって、新しい
知識を得ることが
でき、自分の興味
を広げていくことが
できること。（小４）

・本のテーマに着
目すると、本が自
分にとってどんな
存在か、自分の
考えをどう広げて
きたかに気付くこ
とができること。
（小６）
・本との関わり方
を交流すること
で、多様な見方や
考え方に触れるこ
とができること。
（小６）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・思考に関わる語句の
量を増やし、話や文章
の中で使うことができ
る。

・理由を示したり、複数
の情報を比べたりする
表現を使って、犬やねこ
を薦める意見を考えた
り伝えたりしている。

○

観察

・互いの立場や意図を
明確にしながら計画的
に話し合い、考えを広
げたりまとめたりするこ
とができる。

・互いの立場や意図を
明確にしながら計画的
に話し合い、考えを広
げたりまとめたりしてい
る。

○

観察

【１時間代替】
第６回-①
P．16-17

・必要な情報を見付け
たり、論の進め方につ
いて考えたりし、学習課
題に沿って、進んで新
聞記事を読もうとするこ
とができる。

・必要な情報を見付け
たり、論の進め方につ
いて考えたりし、学習課
題に沿って、進んで新
聞記事を読もうとしてい
る。

○

観察

・文章の構成や、文章
の種類とその特徴につ
いて理解することができ
る。

・文章の構成や、文章
の種類とその特徴につ
いて理解している。 ○

記述内容
観察

書
く
と
き
に
使
お
う

文
章
に
説
得
力
を
も
た
せ
る
に
は

110
・

111

・筋道の通った文章とな
るように、文章全体の
構成や展開を考えるこ
とができる。

1

・筋道の通った文章とな
るように、文章全体の
構成や展開を考えてい
る。

○

漢
字
の
広
場
②

４
年
生
で
習

っ
た
漢
字

112

・第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

記述内容
観察

・物語の全体像を具体
的に想像し、学習の見
通しをもって、物語に対
する思いや考えを積極
的に伝え合おうとするこ
とができる。

・物語の全体像を具体
的に想像し、学習の見
通しをもって、物語に対
する思いや考えを積極
的に伝え合おうとしてい
る。

○

観察

・思考に関わる語句の
量を増し、話や文章の
中で使い語彙を豊かに
することができる。

・「たずねびと」を読ん
で、「綾」の特に心情を
表す語に着目し、語彙
を豊かにしている。

○

記述内容

・人物像や物語などの
全体像を具体的に想像
することができる。

・「綾」の行動や会話、
様子などを表している
叙述を結び付けなが
ら、人物像や心情の変
化を具体的に想像して
いる。

○

記述内容

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げるこ
とができる。

・物語を読んでまとめた
感想を伝え合い、物語
に対する感想や感想を
もつ着眼点について、
考えを広げている。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめている。 ○

観察

9

10

物
語
の
全
体
像
を
と
ら
え

、
考
え
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う

た
ず
ね
び
と

113
～
130

6

・登場人物の会話
や行動から、登場
人物どうしの関わ
りを読むこと。（小
５）
・物語の全体像か
ら考えたことを伝え
合うこと。（小５）

・人物の様子や行
動を表す言葉、会
話文などから、そ
の人物のものの
見方や考え方を
想像すること。（小
６）
・登場人物のもの
の見方や考え方
から、物語が伝え
ようとしていること
は何か語り合うな
どして、読みを広
げること。（小６）

対
話
の
練
習

ど
ち
ら
を
選
び
ま
す
か

104
・

105
2

生
活
の
中
で
読
も
う

新
聞
を
読
も
う

106
～
109

2
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

漢
字
の
広
場
③

４
年
生
で
習

っ
た
漢
字

131

・第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

記述内容
観察

方
言
と
共
通
語

132
・

133

・共通語と方言との違い
を理解することができ
る。 1

・共通語と方言との違い
を理解している。

○

記述内容
観察

季
節
の
言
葉
３

秋
の
夕

134
・

135

・親しみやすい古文や
近代以降の文語調の文
章を音読するなどして、
言葉の響きやリズムに
親しむことができる。

1

・親しみやすい古文や
俳句を音読するなどし
て、言葉の響きやリズ
ムに親しんでいる。 ○

観察

・互いの立場や意図を
明確にしながら、学習
の見通しをもって、身の
回りの問題を解決する
ために進んで話し合お
うとすることができる。

・互いの立場や意図を
明確にしながら、学習
の見通しをもって、身の
回りの問題を解決する
ために進んで話し合お
うとしている。

○

観察

・情報と情報との関係付
けの仕方を理解し、使う
ことができる。

・情報と情報との関連付
けの仕方を理解し、話し
合いの内容を整理して
いる。

○

観察

・目的や意図に応じて、
日常生活の中から話題
を決め、集めた材料を
分類したり関係付けたり
して、伝え合う内容を検
討することができる。

・「よりよい学校生活の
ために」という目的に応
じて、解決したい身近な
課題から議題を決めて
いる。

○

観察
記述内容

・互いの立場や意図を
明確にしながら計画的
に話し合い、考えを広
げたりまとめたりするこ
とができる。

・互いの立場や意図を
明確にしながら計画的
に話し合い、考えを広
げたりまとめたりしてい
る。

○

観察

・話し手の目的や自分
が聞こうとすることがで
きる意図に応じて、話の
内容を捉え、話し手の
考えと比較しながら、自
分の考えをまとめること
ができる。

・話し手の目的や自分
が聞こうとすることがで
きる意図に応じて、話の
内容を捉え、話し手の
考えと比較しながら、自
分の考えをまとめてい
る。

○

記述内容

古
典
に
親
し
も
う

浦
島
太
郎

144
・

145

・古典について解説した
文章を読んだり作品の
内容の大体を知ったり
することを通して、昔の
人のものの見方や感じ
方を知ることができる。

1

・古典について解説した
文章を読んだり作品の
内容の大体を知ったり
することを通して、昔の
人のものの見方や感じ
方を知っている。

○

観察
記述内容

和
語
・
漢
語
・
外
来
語

146
～
148

・語句の由来などに関
心をもつとともに、仮名
及び漢字の由来、特質
などについて理解する
ことができる。

2

・語句の由来などに関
心をもつとともに、仮名
及び漢字の由来、特質
などについて理解して
いる。

○

観察
記述内容

・文章と図表などを結び
付けて読み、学習の見
通しをもって、読み取っ
た筆者の工夫をいかし
て、統計資料を用いた
意見文を粘り強く書こう
とすることができる。

・文章と図表などを結び
付けて読み、学習の見
通しをもって、読み取っ
た筆者の工夫をいかし
て、統計資料を用いた
意見文を粘り強く書こう
としている。

○

観察

149
～
165

9

・構成に着目し、要
旨を捉えること。
（小５）
・図表などを用いる
ことで伝えたいこと
を分かりやすく示し
たり、説得力をもっ
て伝えたりするこ
と。（小５）

・筆者の主張や挙
げられた事例に
ついて、自分の経
験や知識と関係
付けながら読むこ
と。（小６）
・絵や写真などと
文章との組み合
わせを工夫して、
読み手を引きつ
けること。（小６）

10

11

資
料
を
用
い
た
文
章
の
効
果
を
考
え

、
そ
れ
を
い
か
し
て
書
こ
う

固
有
種
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
／
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に

た
が
い
の
立
場
を
明
確
に
し
て

、
話
し
合
お
う

よ
り
よ
い
学
校
生
活
の
た
め
に
／
意
見
が
対
立
し
た
と
き
に
は

136
～
143

5

・声の大きさや間
の取り方などに気
を付けて、大事な
ことが伝わるように
話すこと。（小４）
・出された意見を
黒板などで整理し
ながら進行するこ
と。（小４）
・自分の立場を明
らかにして、積極
的に発言したり質
問したりすること。
（小４）

・目的や条件に応
じて、計画的に話
し合うこと。（小６）
・たがいの考えを
よく聞き、問題点
を見付けること。
（小６）
・考えを広げる話
し合いと、まとめ
る話し合いをくり
返して、結論に向
かうこと。（小６）
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・情報と情報との関係付
けの仕方を理解し、使う
ことができる。

・図表と文章との関係付
けの仕方を理解し、考
えとそれを裏付ける図
表とを対応させて文章
を書いている。

○

記述内容
観察

・文章の種類とその特
徴について理解するこ
とができる。

・双括型の文章構成や
意見文の特徴を理解し
ている。

○

観察
記述内容

・図表が用いられた本を
読み広げ、効果的な資
料の用い方や説明の仕
方を考えることができ
る。

・図表が用いられた本を
読み広げ、効果的な資
料の用い方や説明の仕
方を考えている。

○

観察
記述内容

・引用したり、図表やグ
ラフなどを用いたりし
て、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工
夫することができる。

・図表を効果的に用い
て、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工
夫している。 ○

記述内容

・目的や意図に応じて、
事実と感想、意見とを区
別して書いたりするな
ど、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工
夫することができる。

・目的や意図に応じて、
意見文に示す事例や図
表等と意見とを区別す
るなど書き表し方を工
夫している。

○

記述内容

・目的に応じて、文章と
図表などを結び付ける
などして必要な情報を
見付けたり、論の進め
方について考えたりす
ることができる。

・文章中の図表と文章
を結び付けながら読
み、筆者の考えを読み
取ったり、論の進め方を
考えたりしている。

○

観察
記述内容

・事実と感想、意見など
との関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構
成を捉えて要旨を把握
することができる。

・事実と感想、意見など
との関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構
成を捉えて要旨を把握
している。

○

記述内容

カ
ン
ジ
ー

博
士
の
暗
号
解
読

166
・

167

・第５学年までに配当さ
れている漢字を読んだ
り、文や文章の中で
使ったりすることができ
る。 1

・第５学年で学習した漢
字を文や文章の中で
使っている。

○

記述内容
観察

声
に
出
し
て
楽
し
も
う

古
典
の
世
界

(

二

)

168
・

169

・親しみやすい漢文を音
読するなどして、言葉の
響きやリズムに親しむこ
とができる。 1

・教科書に載っている漢
文を音読して、現代語と
は違う言葉の響きやリ
ズムに親しんでいる。 ○

観察

漢
字
の
広
場
④

４
年
生
で
習

っ
た
漢
字

170

・第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第４学年までに学習し
た漢字を使って文章を
書いている。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて自分の
考えをまとめ、学習課
題に沿って、考えたこと
を積極的に交流しようと
することができる。

・文章を読んで理解した
ことに基づいて自分の
考えをまとめ、学習課
題に沿って、考えたこと
を積極的に交流しようと
している。

○

観察

149
～
165

9

・構成に着目し、要
旨を捉えること。
（小５）
・図表などを用いる
ことで伝えたいこと
を分かりやすく示し
たり、説得力をもっ
て伝えたりするこ
と。（小５）

・筆者の主張や挙
げられた事例に
ついて、自分の経
験や知識と関係
付けながら読むこ
と。（小６）
・絵や写真などと
文章との組み合
わせを工夫して、
読み手を引きつ
けること。（小６）

12

11

資
料
を
用
い
た
文
章
の
効
果
を
考
え

、
そ
れ
を
い
か
し
て
書
こ
う

固
有
種
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
／
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に

伝
記
を
読
ん
で

、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う

や
な
せ
た
か
し
ー

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
勇
気

171
～
183

5

・自分とは違う感想
や考えについて、
違いはどこからき
ているのか、他の
人の感じ方のよさ
は何かなどを考え
ることで、読んだ文
章への理解を深め
ること。（小４）

・登場人物のもの
の見方や考え方
から、物語が伝え
ようとしていること
は何か語り合うな
どして、読みを広
げること。（小６）
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・文章を読んで、「たか
し」の考え方や生き方に
ついて考えたことに基
づき、自分の生き方に
対する考えをまとめて
いる。

○

記述内容

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げるこ
とができる。

・伝記を読んで考えたこ
とを友達と伝え合うこと
で、自分の考えを広げ
ている。

○

記述内容

・自分の考えが伝わる
ように書き表し方を工夫
し、学習の見通しをもっ
て、意見文を粘り強く書
こうとすることができる。

・自分の考えが伝わる
ように書き表し方を工夫
し、学習の見通しをもっ
て、意見文を粘り強く書
こうとしている。

○

観察

・目的や意図に応じて、
感じたことや考えたこと
などから書くことを選
び、集めた材料を分類
したり関係付けたりし
て、伝えたいことを明確
にすることができる。

・目的や意図に応じて、
自分の関心のあること
から書くことを選び、考
えと根拠を関係付ける
などして、伝えたいこと
を明確にしている。

○

観察
記述内容

【１時間代替】
第１３回-①
P．84-86

・目的や意図に応じて、
事実と感想、意見とを区
別して書いたりするな
ど、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工
夫することができる。

・目的や意図に応じて、
事実と意見とを区別し
たり、予想される反論を
想定したりするなどし
て、説得力を高めるよう
書き表し方を工夫して
いる。

○

記述内容

・文章全体の構成や展
開が明確になっている
かなど、文章に対する
感想や意見などを伝え
合い、自分の文章のよ
いところを見付けること
ができる。

・文章全体の構成や展
開が明確になっている
かなど、文章に対する
感想や意見などを伝え
合い、自分の文章のよ
いところを見付けてい
る。

○

観察
記述内容

【１時間代替】
第１３回-②
P．84-86

季
節
の
言
葉
４

冬
の
朝

190
・

191

・親しみやすい古文や
近代以降の文語調の文
章を音読するなどして、
言葉の響きやリズムに
親しむことができる。

1

・親しみやすい古文や
俳句を音読するなどし
て、言葉の響きやリズ
ムに親しんでいる。 ○

記述内容
観察

・比喩や反復などの表
現の工夫に気付くこと
ができる。

・比喩や反復などの表
現の工夫に気付いてい
る。

○

記述内容
観察

・詩の全体像などを具
体的に想像したり、詩の
表現の効果を考えたり
することができる。

・教科書の詩を読み、詩
の全体像を具体的に想
像したり、比喩表現など
の効果を考えたりしてい
る。

○

観察
記述内容

書
く
と
き
に
使
お
う

言
葉
で
ス
ケ

ッ
チ

194
・

195

・目的や意図に応じて
事実と感想とを区別して
書くなど、自分の考えが
伝わるように書き表し方
を工夫することができ
る。

1

・目的や意図に応じて
事実と感想とを区別して
書くなど、自分の考えが
伝わるように書き表し方
を工夫している。

○

熟
語
の
読
み
方

196
・

197

・第５学年までに配当さ
れている漢字を読むこ
とができる。

1

・第５学年までに配当さ
れている漢字を読んで
いる。

○

記述内容
観察

12

1 詩
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
よ
う

好
き
な
詩
の
よ
さ
を
伝
え
よ
う

192
・

193
2

伝
記
を
読
ん
で

、
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
よ
う

や
な
せ
た
か
し
ー

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
勇
気

171
～
183

5

・自分とは違う感想
や考えについて、
違いはどこからき
ているのか、他の
人の感じ方のよさ
は何かなどを考え
ることで、読んだ文
章への理解を深め
ること。（小４）

・登場人物のもの
の見方や考え方
から、物語が伝え
ようとしていること
は何か語り合うな
どして、読みを広
げること。（小６）

意
見
文
を
書
い
て
読
み
合
い

、
よ
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
よ
う

あ
な
た
は

、
ど
う
考
え
る

184
～
189

5

・一人で考えたり、
友達と話したりし
て、何について書く
かを決めること。
（小４）
・書くもののことを、
短い言葉や文でメ
モし、伝えたいこと
の中心を明らかに
すること。（小４）
・理由や例と、伝え
たいこととの関わり
が分かるように書く
こと。（小４）

・現状や問題点を
整理し、提案の理
由を明確にした文
章を書くこと。（小
６）
・伝えたいことを
明確にし、それが
効果的に伝わる
文章構成を考え
ること。（小６）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

漢
字
の
広
場
⑤

４
年
生
で
習

っ
た
漢
字

198

・第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

記述内容
観察

・意見や感想を共有し
て、自分の考えを広げ、
学習の見通しをもって、
メディアとの関わり方に
ついて積極的に話し合
おうとすることができ
る。

・意見や感想を共有して
て、自分の考えを広げ、
学習の見通しをもって、
メディアとの関わり方に
ついて積極的に話し合
おうとしている。

○

観察

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げるこ
とができる。

・メディアとの関わりに
ついての考えを伝え合
うことで、自分の考えを
広げている。

○

記述内容

・事実と感想、意見など
との関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構
成を捉えて要旨を把握
することができる。

・複数の事例と筆者の
考えとの関係を叙述を
基に押さえ、文章全体
の構成を捉えて要旨を
把握している。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・読んで理解したことに
基づいて、メディアとの
関わりについての自分
の考えをまとめている。

○

記述内容

複
合
語

211
・

212

・語句の構成や変化に
ついて理解し、語彙を
豊かにすることができ
る。 2

・２つ以上の言葉が結
び付いて複合語になる
とき発音や音の高さが
変わる言葉があること
を理解し、語彙を豊か
にしている。

○

記述内容
観察

・語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うこと
ができる。

・語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識し
て、語や語句を使って
いる。 ○

記述内容
観察

・言葉には相手とのつ
ながりをつくる働きがあ
ることに気付くことがで
きる。

・相手や意図によって言
葉や表現を変えること
で、自分の伝えたいこと
がより伝わることを理解
している。

○

観察

・粘り強く文章全体の構
成や展開を考え、学習
の見通しをもって物語を
書こうとすることができ
る。

・粘り強く文章全体の構
成や展開を考え、学習
の見通しをもって物語を
書こうとしている。

○

観察

・話や文章の構成や展
開、話や文章の種類と
その特徴について理解
することができる。

・話や文章の構成や展
開、話や文章の種類と
その特徴について理解
している。

○

記述内容
観察

・筋道の通った文章とな
るように、文章全体の
構成や展開を考えるこ
とができる。

・筋道の通った文章とな
るように、文章全体の
構成や展開を考えてい
る。

○

記述内容

・物語の構成や展開が
明確になっているかな
ど、文章に対する感想
や意見を伝え合い、自
分の文章のよいところ
を見付けることができ
る。

・物語の構成や展開が
明確になっているかな
ど、文章に対する感想
や意見を伝え合い、自
分の文章のよいところ
を見付けている。

○

観察
記述内容

1

2
言
葉
に
つ
い
て
考
え
よ
う

言
葉
を
使
い
分
け
よ
う

213
～
216

2

読
む
人
を
意
識
し
て
構
成
を
考
え

、
物
語
を
書
こ
う

も
う
一
つ
の
物
語

217
～
221

6

・登場人物の気持
ちの変化や性格、
情景について、場
面の移り変わりと
結び付けて具体的
に想像すること。
（小４）
・書いたものを読
み返し、よりよい言
葉や言い方がない
かを考え、書いた
ものを整えること。
（小４）

・どのような形式
や表現を使うと、
思いがよく伝わる
のかを考えるこ
と。（小６）

事
例
と
意
見
の
関
係
を
お
さ
え
て
読
み

、
考
え
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う

想
像
力
の
ス
イ

ッ
チ
を
入
れ
よ
う

199
～
210

5

・自分の知識や経
験と重ねながら読
むこと。（小５）
・筆者の考えと事
例が、どのように
結び付いているか
を整理しながら読
むこと。（小５）
・読んだ感想や考
えを伝え合い、互
いの感じ方の違い
を明らかにすること
で、新たなものの
見方・考え方に出
会うこと。（小５）

・筆者の主張や挙
げられた事例に
ついて、自分の経
験や知識と関係
付けながら読むこ
と。（小６）
・筆者の考えと伝
えたいことと、絵
などの資料の使
い方との関わりを
考えて読むこと。
（小６）
・さまざまな人や
文章と対話し、そ
の考えにふれるこ
とで自分の考えが
深まること。（小
６）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

･学習の見通しをもち、
話の構成を考え、進ん
で提案するスピーチをし
ようとすることができる。

･学習の見通しをもち、
話の構成を考え、進ん
で提案するスピーチをし
ようとしている。

○

観察

･言葉には相手とのつな
がりをつくる働きがある
ことに気付くことができ
る。

･言葉の使い方につい
て自分の意見を考えた
り、提案したりすること
を通して、言葉には相
手とのつながりをつくる
働きがあることに気付
いている。

○

観察
記述内容

･思考に関わる語句の
量を増し、話や文章の
中で使うことができる。

･思考に関わる語句の
量を増し、話や文章の
中で使っている。 ○

観察
記述内容

･話の内容が明確にな
るように、事実と感想、
意見とを区別するなど、
話の構成を考えること
ができる。

･話の内容が明確にな
るように、提案内容と提
案の根拠となる情報と
を区別するなど、説得
力のあるスピーチの構
成を考えている。

○

記述内容

【１時間代替】
第７回-①
P．34-35

・資料を活用するなどし
て、自分の考えが伝わ
るように表現を工夫す
ることができる。

・資料を活用するなどし
て、自分の考えが伝わ
るように表現を工夫して
いる。

○

観察

・表現の効果を考え、学
習の見通しをもって、物
語の魅力を進んでまと
めようとすることができ
る。

・表現の効果を考え、学
習の見通しをもって、物
語の魅力を進んでまと
めようとしている。

○

観察

・一番心に残った場面
を、自分が感じたことが
伝わるように朗読するこ
とができる。

・一番心に残った場面
を、自分が感じたことが
伝わるように朗読してい
る。

○

観察

・登場人物の相互関係
や心情などについて、
描写を基に捉えること
ができる。

・行動や会話、情景描
写などから、「大造じい
さん」と「残雪」の関係
や、「大造じいさん」の
心情を捉えている。

○

記述内容

・人物像や物語などの
全体像を具体的に想像
したり、表現の効果を考
えたりすることができ
る。

・「大造じいさん」の「残
雪」に対する見方の変
化について具体的に想
像したり、情景描写の
効果について考えたり
している。

○

記述内容

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げるこ
とができる。

・文章を読んで考えたこ
とを伝え合い、物語の
魅力に対する自分の考
えを広げている。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・物語の魅力について、
優れた表現に着目しな
がら、自分の考えをまと
めている。

○

記述内容

漢
字
の
広
場
⑥

４
年
生
で
習

っ
た
漢
字

249

・第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第４学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

記述内容
観察

2

3

事
実
と
感
想

、
意
見
と
を
区
別
し
て

、
説
得
力
の
あ
る
提
案
を
し
よ
う

「
こ
ど
も
未
来
科

」
で
何
を
す
る

222
～
226

6

・伝えたいことに合
う理由や資料を用
意すること。（小４）
・声の大きさや間
の取り方などに気
を付けて、大事な
ことが伝わるように
話すこと。（小４）
・表やグラフなど資
料を見せながら話
すこと。（小４）

・聞いて、考えを
深めること。（小
６）
・目的や条件に応
じて、計画的に話
し合うこと。（小６）
・資料を使って、
自分の考えや思
いを効果的に伝
えること。（小６）

登
場
人
物
の
心
情
の
変
化
に
着
目
し
て
読
み

、
物
語
の
み
り
ょ
く
を
伝
え
合
お
う

大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン

227
～
248

6

・登場人物の会話
や行動から、登場
人物どうしの関わ
りを読むこと。（小
５）
・物語の全体像か
ら考えたことを伝え
合うこと。（小５）

・自分と比べなが
ら読むことで、人
物像を深く捉える
こと。（小６）

・周囲の人物が中
心となる人物にど
のような影響を与
えたかなどについ
て語り合うことで、
物語の読みを広
げること。（小６）
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ペ
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評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

五
年
生
を
ふ
り
返

っ
て

250

・目的や意図に応じて、
感じたことや考えたこと
などから書くことを選ぶ
ことができる。 1

・目的や意図に応じて、
感じたことや考えたこと
などから書くことを選ん
でいる。 ○

テ
ス
ト

・テストをする。
12

・既習の内容を理解して
いる。 ○ ○

ペーパーテ
スト

代替時数 8

3

総時間数（140時間）　　

代替時間を除いた総時間数　１３２時間
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国語（光村図書）

知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

言
葉
の
準
備
運
動

つ
な
い
で

、
つ
な
い
で

、
一
つ
の
お
話

18
・
19

・進んで話の内容を捉
えながら相手の話を聞
き、これまでの学習をい
かしてお話作りに取り組
もうとすることができる。

1

・進んで話の内容を捉
えながら相手の話を聞
き、これまでの学習をい
かしてお話作りに取り組
もうとしている。

○

観察

詩
を
楽
し
も
う

準
備

20
・
21

・これまでに身に付けて
きた音読の技能をいか
して、詩を音読すること
ができる。

1

・これまでに身に付けて
きた音読の技能をいか
して、詩を音読してい
る。

○

観察

楽
し
く
書
こ
う

伝
わ
る
か
な

、
好
き
な
食
べ
物
／
続
け
て
み
よ
う

22
～
24

・文章全体の構成や展
開が明確になっている
かなど、文章に対する
感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよい
ところを見つけることが
できる。

1

・文章全体の構成や展
開が明確になっている
かなど、文章に対する
感想や意見を伝え合
い、自分の文章のよい
ところを見つけている。

○

・視点の違いに着目し
て心情などを捉えて読
み、学習の見通しをもっ
て、進んで感想を書い
て伝え合おうとすること
ができる。

・視点の違いに着目し
て心情などを捉えて読
み、学習の見通しをもっ
て、進んで感想を書い
て伝え合おうとしてい
る。

○

観察

【１時間代替】
第３回-①
P．104-105

・自分の思いや考えが
聞き手に伝わるように
文章を音読することが
できる。

・自分の思いや考えが
聞き手に伝わるように
文章を音読している。 ○

観察

・登場人物の相互関係
や心情などについて、
描写を基に捉えること
ができる。

・登場人物の相互関係
や心情などについて、
描写を基に捉えてい
る。

○

記述内容

・人物像や物語などの
全体像を具体的に想像
することができる。

・人物像や物語などの
全体像を具体的に想像
している。

○

記述内容

本
は
友
達

公
共
図
書
館
を
活
用
し
よ
う

41
～
43

・進んで公共図書館の
役割や特徴について知
り、学習課題に沿って
利用してみたいものや
本の記録のしかたにつ
いて考えようとすること
ができる。

1

・進んで公共図書館の
役割や特徴について知
り、学習課題に沿って
利用してみたいものや
本の記録のしかたにつ
いて考えようとしてい
る。

○

記述内容

漢
字
の
形
と
音
・
意
味

44
・
45

・漢字の由来、特質など
について理解すること
ができる。

2

・漢字は、同じ部分をも
つことで、音が同じで
あったり意味の上でつ
ながりがあったりするこ
となどについて理解して
いる。

○

記述内容

4

ことば探究科
で代替

視

点

や

作

品

の

構

成

に

着

目

し

て

読

み

、
印

象

に

残

っ
た

こ

と

を

伝

え

合

お

う

帰
り
道

25
～
40

5

・人物の関係を、言
動や心情が分かる
表現から捉えるこ
と。（小５）
・人物の関係が変
化するきっかけと
なる出来事に着目
すること。（小５）
・言動や心情を表
す複数の表現か
ら、人物像を想像
すること。（小５）

・冒頭と結末に着
目して、人物の変
化を捉えること。
（中１）

小学校第６学年　国語科年間指導計画
主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
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評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

季
節
の
言
葉
１

春
の
い
ぶ
き

46
・
47

・語句と語句との関係に
ついて理解し、語彙を
豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対
する感覚を意識して、語
や語句を使うことができ
る。

1

・語句と語句との関係に
ついて理解し、語彙を
豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対
する感覚を意識して、語
や語句を使っている。

○

記述内容

・互いの考えを比較しな
がら進んで話を聞き、学
習の見通しをもって自
分の考えをまとめようと
することができる。

・互いの考えを比較しな
がら進んで話を聞き、学
習の見通しをもって自
分の考えをまとめようと
している。

○

観察

【１時間代替】
第１回-②

・文と文との接続の関
係、話の構成や展開に
ついて理解することが
できる。

・文と文との接続の関
係、話の構成や展開に
ついて理解している。 ○

記述内容

・話し手の目的や自分
が聞こうとすることがで
きる意図に応じて、話の
内容を捉え、話し手の
考えと比較しながら、自
分の考えをまとめること
ができる。

・話し手の考えや自分
が聞こうとする意見に応
じて、話の内容を捉え、
話し手の考えと比較し
ながら、自分の考えをま
とめている。

○

記述内容

【１時間代替】
第１１回-②

漢
字
の
広
場
①

５
年
生
で
習

っ
た
漢
字

52

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

記述内容

・主張と事例の関係を
捉えて読み、学習課題
に沿って自分の考えを
まとめて、進んで発表し
ようとすることができる。

・主張と事例の関係を
捉えて読み、学習課題
に沿って自分の考えを
まとめて、進んで発表し
ようとしている。

○

観察

・原因と結果など、情報
と情報との関係につい
て理解することができ
る。

・原因と結果など、情報
と情報との関係につい
て理解している。 ○

記述内容

・事実と感想、意見など
の関係を叙述を基に押
さえ、文章全体の構成
を捉えて要旨を把握す
ることができる。

・主張と事例の関係を
叙述を基に押さえ、文
章全体の構成を捉えて
要旨を把握している。 ○

記述内容

・目的に応じて、文章と
図表などを結び付ける
などして必要な情報を
見付けたり、論の進め
方について考えたりす
ることができる。

・目的に応じて、文章と
図表などを結び付ける
などして必要な情報を
見付けたり、論の進め
方について考えたりして
いる。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、筆者の
主張に対する考えをま
とめている。

○

記述内容

文
の
組
み
立
て

66
・
67

・文の中での語句の係
り方や語順について理
解することができる。 1

・文の中での語句の係
り方や語順について理
解している。 ○

記述内容

・語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うこと
ができる。

・「五・七・五・七・七」の
31音の語感やリズム、
言葉の使い方に対する
感覚を意識して、語や
語句を使っている。

○

記述内容

4

5

6

・書いたものを読
み返し、よりよい構
成や表現がないか
を考え、書いたも
のを整えること。
（小５）

イ
ン
タ
ビ

ュ
ー

を
し
て

、
自
分
の
考
え
と
比
べ
な
が
ら
聞
こ
う

聞
い
て

、
考
え
を
深
め
よ
う

48
～
51

5

・相手の意図を捉
えて、話の要点を
まとめたり、内容を
確認したりするこ
と。（小５）
・目的や条件、進
行計画に沿って話
し合い、考えを広
げたりまとめたりす
ること。（小５）

・説明の要点や感
想などをメモに取
りながら聞き、交
流の時間に積極
的に発言するこ
と。（中１）

主
張
と
事
例
の
関
係
を
と
ら
え

、
自
分
の
考
え
を
伝
え
合
お
う

笑
う
か
ら
楽
し
い
／
時
計
の
時
間
と
心
の
時
間
／
主
張
と
事
例

53
～
65

6

・初めや終わりに
書かれている筆者
の考えから、要旨
を捉えること。（小
５）
・取り上げている事
例や理由にも、筆
者の考えが表れる
ということを理解す
こと。（小５）
・筆者の考えと事
例や資料が、どう
結び付いているか
を整理しながら読
むこと。（小５）

・段落の役割に着
目して読むこと。
（中１）
・事実と意見の関
係に注意して読む
こと。（中１）

表
現
を
工
夫
し
て
短
歌
を
作
り

、
読
み
合
お
う

た
の
し
み
は

68
～
71

3
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・構成や書き表し方など
に着目して、短歌を整え
ることができる。

・構成や書き表し方など
に着目して、短歌を整え
ている。

○

記述内容

・短歌に対する感想や
意見を伝え合い、自分
の作品のよいところを
見付けることができる。

・短歌に対する感想や
意見を伝え合い、自分
の作品のよいところを
見付けている。

○

記述内容

声
に
出
し
て
楽
し
も
う

天
地
の
文

72
・
73

・近代以降の文語調の
文章を音読して、言葉
の響きやリズムに親し
むことができる。 1

・近代以降の文語調の
文章を音読して、言葉
の響きやリズムに親し
んでいる。 ○

観察
記述内容

集
め
て
整
理
し
て
伝
え
よ
う

情
報
と
情
報
を
つ
な
げ
て
伝
え
る
と
き

74
・
75

・情報と情報との関係付
けの仕方を理解し、使う
ことができる。

2

・情報と情報との関係付
けの仕方を理解し、使っ
ている。

○

観察
記述内容

・筋道の通った文章とな
るように、文章全体の
構成を考え、学習の見
通しをもって提案する文
章を粘り強く書こうとす
ることができる。

・筋道の通った文章とな
るように、文章全体の
構成を考え、学習の見
通しをもって提案する文
章を粘り強く書こうとし
ている。

○

観察

・文章の構成や展開、
文章の種類とその特徴
について理解すること
ができる。

・文章の構成や展開、
文章の種類とその特徴
について理解している。 ○

記述内容

・目的や意図に応じて、
考えたことなどから書く
ことを選び、集めた材料
を分類したり関係付け
たりして、伝えたいこと
を明確にすることができ
る。

・提案文を書くために、
集めた材料を分類した
り関係付けたりして、伝
えたいことを明確にして
いる。

○

記述内容

・筋道の通った文章とな
るように、文章全体の
構成や展開を考えるこ
とができる。

・意図や内容が読み手
に分かりやすく伝わるよ
うに、文章全体の構成
や展開を考えている。

○

記述内容

・目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書
いたりするとともに、事
実と感想、意見とを区別
して書いたりするなど、
自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫
することができる。

・目的や意図に応じて
具体的に書くとともに、
段落や見出しに気を付
けたり、箇条書きにした
りするなど、自分の考え
が伝わるように書き表し
方を工夫している。

○

記述内容

季
節
の
言
葉
２

夏
の
さ
か
り

82
・
83

・語句と語句との関係に
ついて理解し、語彙を
豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対
する感覚を意識して、語
や語句を使うことができ
る。

1

・語句と語句との関係に
ついて理解し、語彙を
豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対
する感覚を意識して、語
や語句を使っている。

○

観察

6

7

・書いたものを読
み返し、よりよい構
成や表現がないか
を考え、書いたも
のを整えること。
（小５）

構
成
を
考
え
て

、
提
案
す
る
文
章
を
書
こ
う

デ
ジ
タ
ル
機
器
と
私
た
ち

76
～
81

7

・どこに何が書か
れているかが分か
りやすいように、段
落の分け方を工夫
すること。（小５）
・「初め」と「終わり」
で自分の考えを
はっきりと述べ、
「中」でその理由や
根拠を複数示すな
どすると、説得力
が増すということを
理解すること。（小
５）

・観点を立てて情
報を集め、分類・
整理すること。（中
１）
・考えと事実を区
別して、調べたこ
とを正確に報告す
ること。（中１）
・調べたことを図
表やグラフなどを
活用して視覚的
に示すこと。（中
１）

表
現
を
工
夫
し
て
短
歌
を
作
り

、
読
み
合
お
う

た
の
し
み
は

68
～
71

3
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・読書の役割について
の理解を深め、これま
での読書生活を振り
返って、進んでテーマに
着目した本の交流をし
ようとすることができる。

・読書の役割について
の理解を深め、これま
での読書生活を振り
返って、進んでテーマに
着目した本の交流をし
ようとしている。

○

観察

・日常的に読書に親し
み、読書が、自分の考
えを広げることに役立
つことに気付くことがで
きる。

・日常的に読書に親し
み、読書が、自分の考
えを広げることに役立
つことに気付いている。 ○

観察
記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・心に残った本がもつ
テーマに沿って、その本
の魅力をまとめている。 ○

記述内容

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げるこ
とができる。

・本との関わり方を共有
することで、自分の考え
を広げている。 ○

記述内容

・反復などの表現の工
夫に気付くことができ
る。

・反復などの表現の工
夫に気付いている。 ○

記述内容

・詩を読んで理解したこ
とに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・詩を読んで理解したこ
とに基づいて、自分の
考えをまとめている。 ○

記述内容

対
話
の
練
習

い
ち
ば
ん
大
事
な
も
の
は

102
・

103

・互いの立場や意図を
明確にしながら話し合
い、考えを広げたりまと
めたりすることができ
る。

1

・互いの立場や意図を
明確にしながら話し合
い、考えを広げたりまと
めたりしている。 ○

観察
記述内容

・話題や方向を捉
えて話し合うこと。
（中１）
・意見と根拠を事
前に整理して話し
合うこと。（中１）

・進んでニュースサイト
の特徴を理解し、これま
での学習をいかして
ニュースサイトと新聞を
比較して読もうとするこ
とができる。

・進んでニュースサイト
の特徴を理解し、これま
での学習をいかして
ニュースサイトと新聞を
比較して読もうとしてい
る。

○

観察

・文章の構成や展開、
文章の種類とその特徴
について理解すること
ができる。

・文章の構成や展開、
文章の種類とその特徴
について理解している。 ○

記述内容

・目的に応じて、文章と
図表などを結び付ける
などして必要な情報を
見付けたり、考えたりす
ることができる。

・文章と図表を結び付け
て必要な情報を見付け
たり、項目ごとに分類さ
れた情報相互の関係を
考えたりしている。

○

記述内容

書
く
と
き
に
使
お
う

文
章
を
推
敲
し
よ
う

108
・

109

・文章全体の構成や書
き表し方などに着目し
て、文や文章を整えるこ
とができる。 2

・文章全体の構成や書
き表し方などに着目し
て、文や文章を整えて
いる。 ○

記述内容

漢
字
の
広
場
②

５
年
生
で
習

っ
た
漢
字

110

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

記述内容

7

9

・文章の構成に着
目して読むこと。
（中１）

詩
を
味
わ
お
う

せ

ん

ね

ん

 

ま

ん

ね

ん

／

名

づ

け

ら

れ

た

葉

98
～
101

2

生
活
の
中
で
読
も
う

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
で
ニ

ュ
ー

ス
を
読
も
う

104
～
107

3

本
は
友
達

私
と
本
／
星
空
を
届
け
た
い

84
～
97

5

・複数の本を読み、
その作家の魅力を
知ること。（小５）
・好きな作家に着
目し、自分自身の
ことや、友達との共
通点や異なる点に
気付くこと。（小５）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・表現や構成等に着目
して作品世界を捉える
ことに粘り強く取り組
み、学習の見通しをもっ
て自分の考えを書こうと
することができる。

・表現や構成等に着目
して作品世界を捉える
ことに粘り強く取り組
み、学習の見通しをもっ
て自分の考えを書こうと
している。

○

観察

・比喩や反復などの表
現の工夫に気付くこと
ができる。

・「かにの会話や様子」
「水や光の様子」などか
ら、比喩や反復などの
表現の工夫に気付いて
いる。

○

記述内容
観察

・人物像や物語などの
全体像を具体的に想像
したり、表現の効果を考
えたりすることができ
る。

・「やまなし」から谷川の
様子が分かるところを
見付け、簡単な絵や図
に表したり、表現の効果
を考えたりしている。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・「やまなし」を読んで理
解したことに基づいて、
作者がこの作品に込め
た思いについて考えを
まとめている。

○

記述内容

漢
字
の
広
場
③

５
年
生
で
習

っ
た
漢
字

135

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

記述内容

熟
語
の
成
り
立
ち

136
・

137

・語句の構成や変化に
ついて理解することが
できる。 1

・語句の構成や変化に
ついて理解している。

○

記述内容

季
節
の
言
葉
３

秋
の
深
ま
り

138
・

139

・語句と語句との関係に
ついて理解し、語彙を
豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対
する感覚を意識して、語
や語句を使うことができ
る。

1

・語句と語句との関係に
ついて理解し、語彙を
豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対
する感覚を意識して、語
や語句を使っている。

○

記述内容

・言葉を通じて積極的に
人と関わり、目的や条
件に応じて、よりよい解
決に向けて見通しをもっ
て話し合おうとすること
ができる。

・言葉を通じて積極的に
人と関わり、目的や条
件に応じて、よりよい解
決に向けて見通しをもっ
て話し合おうとしてい
る。

○

観察

・言葉には、相手とのつ
ながりをつくる働きがあ
ることに気付くことがで
きる。

・話し合うことを通して、
言葉には、相手とのつ
ながりをつくる働きがあ
ることに気付いている。

○

記述内容

・情報と情報との関係付
けの仕方、図などによ
る語句と語句との関係
の表し方を理解し、使う
ことができる。

・情報と情報との関係付
けの仕方、図などによ
る語句と語句との関係
の表し方を理解し、使っ
ている。

○

記述内容

・目的に応じて、日常生
活の中から話題を決
め、集めた材料を分類
したり関係付けたりし
て、伝え合う内容を検討
することことができる。

・目的に応じて、日常生
活の中から話題を決
め、集めた材料を分類
したり関係付けたりし
て、伝え合う内容を検討
している。

○

観察

9

10

作
品
の
世
界
を
想
像
し
な
が
ら
読
み

、
考
え
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う

や
ま
な
し
／
イ
ー

ハ
ト
ー

ヴ
の
夢

111
～
134

7

・心情を情景によっ
て想像させるなど、
さまざまな表現の
工夫に着目して読
むこと。（小５）
・自分の知識や経
験と重ねながら読
むことで、自分の
考えを明確にする
こと。（小５）

・場面の展開に着
目して、人物の変
化を読み取るこ
と。（中１）
・人物の行動や情
景描写から心情
を読み取ること。
（中１）

目
的
や
条
件
に
応
じ
て
話
し
合
お
う

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
／
伝
え
に
く
い
こ
と
を
伝
え
る

140
～
147

5

・目的や条件、進
行計画に沿って話
し合い、考えを広
げたりまとめたりす
ること。（小５）

・順序や構成を考
えて、分かりやす
いスピーチにする
こと。（中１）
・聞き取りやすい
声の大きさ、話す
速さ、発音を心が
けて話すこと。（中
１）
・聞き手の反応を
見ながら間を取っ
たり、視線や表
情、身振りを工夫
して話すこと。（中
１）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・互いの立場を明確にし
ながら計画的に話し合
い、考えを広げたりまと
めたりすることができ
る。

・互いの立場を明確にし
ながら計画的に話し合
い、考えを広げたりまと
めたりしている。 ○

観察
記述内容

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉

148
・

149

・話し言葉と書き言葉と
の違いに気付くことがで
きる。

1

・話し言葉と書き言葉と
の違いに気付いてい
る。

○

観察
記述内容

伝
え
ら
れ
て
き
た
文
化

古
典
芸
能
の
世
界
／
狂
言

「
柿
山
伏

」
を
楽
し
も
う

150
～
154

・古典について解説した
文章を読んだり作品の
内容の大体を知ったり
することを通して、昔の
人のものの見方や感じ
方を知ることができる。

2

昔から伝えられてきた
「古典芸能」について解
説した文章を読んだり
作品の内容の大体を
知ったりすることを通し
て、昔の人のものの見
方や感じ方を知ってい
る。 ○

記述内容

・粘り強く論の進め方に
ついて考えたり、書き表
し方を工夫したりし、学
習の見通しをもって日
本文化のよさを伝える
文章を書こうとすること
ができる。

・粘り強く論の進め方に
ついて考えたり、書き表
し方を工夫したりし、学
習の見通しをもって日
本文化のよさを伝える
文章を書こうとしてい
る。

○

観察

・語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うこと
ができる。

・語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識し
て、語や語句を使って
いる。

○

記述内容

・比喩や反復などの表
現の工夫に気付くこと
ができる。

・比喩や反復などの表
現の工夫に気付いてい
る。 ○

記述内容

・筋道の通った文章とな
るように、文章全体の
構成や展開を考えるこ
とができる。

・筋道の通った文章とな
るように、文章全体の
構成や展開を考えてい
る。

○

記述内容
【１時間代替】
第９回-①
WB②P．88-
89

・引用したり、図表やグ
ラフなどを用いたりし
て、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工
夫することができる。

・引用したり、図表やグ
ラフなどを用いたりし
て、自分の考えが伝わ
るように書き表し方を工
夫している。

○

記述内容

・目的に応じて、文章と
図表などを結び付ける
などして必要な情報を
見付けたり、論の進め
方について考えたりす
ることができる。

・目的に応じて、文章と
図表などを結び付ける
などして必要な情報を
見付けたり、論の進め
方について考えたりして
いる。

○

記述内容

・目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書
いたりするとともに、事
実と感想、意見とを区別
して書いたりするなど、
自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫
することができる。

・目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書
いたりするとともに、事
実と感想、意見とを区別
して書いたりするなど、
自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫し
ている。

○

記述内容

155
～
169

9

・どこに何が書か
れているかが分か
りやすいように、段
落の分け方を工夫
すること。（小５）
・実際にあったこと
や、その記録（具
体例・引用など）と
自分の考えを区別
して書くこと。（小
５）
・写真や図表と文
章とを対応させて
書くこと。（小５）

・文章の要旨を捉
えること。（中１）
・具体例を示すな
ど、根拠を明確に
して伝えること。
（中１）

10

11

筆
者
の
工
夫
を
と
ら
え
て
読
み

、
そ
れ
を
い
か
し
て
書
こ
う

『
鳥
獣
戯
画

』
を
読
む
／
発
見

、
日
本
文
化
の
み
り
ょ
く

目
的
や
条
件
に
応
じ
て
話
し
合
お
う

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
す
た
め
に
／
伝
え
に
く
い
こ
と
を
伝
え
る

140
～
147

5

・目的や条件、進
行計画に沿って話
し合い、考えを広
げたりまとめたりす
ること。（小５）

・順序や構成を考
えて、分かりやす
いスピーチにする
こと。（中１）
・聞き取りやすい
声の大きさ、話す
速さ、発音を心が
けて話すこと。（中
１）
・聞き手の反応を
見ながら間を取っ
たり、視線や表
情、身振りを工夫
して話すこと。（中
１）
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主
体
的
に
学
習
に

取
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組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・事実と感想、意見など
との関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構
成を捉えて要旨を把握
することができる。

・事実と感想、意見など
との関係を叙述を基に
押さえ、文章全体の構
成を捉えて要旨を把握
している。

○

記述内容

・第６学年までに配当さ
れている漢字を読んだ
り、文や文章の中で
使ったりすることができ
る。

・新しく習う漢字を正しく
読んだり書いたりしてい
る。 ○

記述内容

・文や文章の中で漢字
と仮名を適切に使い分
けるとともに、送り仮名
や仮名遣いに注意して
正しく書くことができる。

・文や文章の中で漢字
と仮名を適切に使い分
けるとともに、送り仮名
や仮名遣いに注意して
正しく書いている。

〇

記述内容

漢
字
の
広
場
④

５
年
生
で
習

っ
た
漢
字

172

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

記述内容

・進んで文章を読んで
理解したことに基づいて
自分の考えをまとめ、
学習課題に沿って考え
たことを伝え合おうとす
ることができる。

・進んで文章を読んで
理解したことに基づいて
自分の考えをまとめ、
学習課題に沿って考え
たことを伝え合おうとし
ている。

○

観察
記述内容

・人物像や物語などの
全体像を具体的に想像
することができる。

・人物像や物語などの
全体像を具体的に想像
している。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめている。 ○

記述内容

・進んで引用したり、図
表やグラフなどを用い
たりして、自分の考えが
伝わるように書き表し方
を工夫し、学習の見通し
をもって推薦したいもの
をパンフレットにまとめ
ようとすることができる。

・進んで引用したり、図
表やグラフなどを用い
たりして、自分の考えが
伝わるように書き表し方
を工夫し、学習の見通し
をもって推薦したいもの
をパンフレットにまとめ
ようとしている。

○

観察
記述内容

・文章の構成や展開、
文章の種類とその特徴
について理解すること
ができる。

・文章の構成や展開、
文章の種類とその特徴
について理解している。 ○

引用したり、図表やグラ
フなどを用いたりして、
自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫
することができる。

引用したり、図表やグラ
フなどを用いたりして、
自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫し
ている。

○

・文章全体の構成や書
き表し方などに着目し
て、文や文章を整えるこ
とができる。

・文章全体の構成や書
き表し方などに着目し
て、文や文章を整えて
いる。

○

季
節
の
言
葉
４

冬
の
お
と
ず
れ

194
・

195

・語句と語句との関係に
ついて理解し、語彙を
豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対
する感覚を意識して、語
や語句を使うことができ
る。

1

・語句と語句との関係に
ついて理解し、語彙を
豊かにするとともに、語
感や言葉の使い方に対
する感覚を意識して、語
や語句を使っている。

○

記述内容

155
～
169

9

・どこに何が書か
れているかが分か
りやすいように、段
落の分け方を工夫
すること。（小５）
・実際にあったこと
や、その記録（具
体例・引用など）と
自分の考えを区別
して書くこと。（小
５）
・写真や図表と文
章とを対応させて
書くこと。（小５）

・文章の要旨を捉
えること。（中１）
・具体例を示すな
ど、根拠を明確に
して伝えること。
（中１）

12

11

筆
者
の
工
夫
を
と
ら
え
て
読
み

、
そ
れ
を
い
か
し
て
書
こ
う

『
鳥
獣
戯
画

』
を
読
む
／
発
見

、
日
本
文
化
の
み
り
ょ
く

相
手
や
目
的
を
明
確
に
し
て

、
す
い
せ
ん
す
る
文
章
を
書
こ
う

お
す
す
め
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
作
ろ
う

188
・

193
5

・引用したり、図表
やグラフなどを用
いたりして、自分の
考えが伝わるよう
に書き表し方を工
夫すること。（小５）
・書いたものを読
み返し、よりよい構
成や表現がないか
を考え、書いたも
のを整えること。
（小５）

・観点を立てて情
報を集め、分類・
整理すること。（中
１）
・考えと事実を区
別して、調べたこ
とを正確に報告す
ること。（中１）
・調べたことを図
表やグラフなどを
活用して視覚的
に示すこと。（中
１）

カ
ン
ジ
ー

博
士
の
漢
字
学
習
の
秘
伝

170
・

171
1

物
語
を
読
ん
で
考
え
た
こ
と
を

、
伝
え
合
お
う

ぼ
く
の
ブ

ッ
ク
・
ウ
ー

マ
ン

173
～
187

4

・自分の知識や経
験と重ねながら読
むことで、自分の
考えを明確にする
こと。（小５）

・場面の展開に着
目して、人物の変
化を読み取るこ
と。（中１）
・人物の行動や情
景描写から心情
を読み取ること。
（中１）
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･
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・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・自分が感じたことが伝
わるように、詩を朗読す
ることができる。
・日常的に読書に親し
み、読書が、自分の考
えを広げることに役立
つことに気付くことがで
きる。

・自分が感じたことが伝
わるように、詩を朗読し
ている。
・日常的に読書に親し
み、読書が、自分の考
えを広げることに役立
つことに気付いている。

○

記述内容
観察

【１時間代替】
第６回-①
【詩】ハンネス
がいない

・詩の全体像を具体的
に想像したり、表現の効
果を考えたりすることが
できる。

・詩の全体像を具体的
に想像したり、表現の効
果を考えたりしている。 ○

記述内容

書
く
と
き
に
使
お
う

知

っ
て
ほ
し
い

、
こ
の
名
言

198
・

199

・目的や意図に応じて、
感じたことや考えたこと
などから書くことを選
び、集めた材料を分類
したり関係づけたりし
て、伝えたいことを明確
にすることができる。

1

・目的や意図に応じて、
感じたことや考えたこと
などから書くことを選
び、集めた材料を分類
したり関係づけたりし
て、伝えたいことを明確
にしている。

○

記述内容

日
本
の
文
字
文
化
／
仮
名
づ
か
い

200
～
203

・文や文章の中で漢字
と仮名を適切に使い分
けるとともに、送り仮名
や仮名遣いに注意して
正しく書くことができる。
・語句の由来などに関
心をもち、仮名及び漢
字の由来、特質などに
ついて理解することが
できる。

2

・文や文章の中で漢字
と仮名を適切に使い分
けるとともに、送り仮名
や仮名遣いに注意して
正しく書いている。
・語句の由来などに関
心をもち、仮名及び漢
字の由来、特質などに
ついて理解している。

○

記述内容

漢
字
の
広
場
⑤

５
年
生
で
習

っ
た
漢
字

204

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

記述内容

・粘り強く文章を読んで
理解したことに基づいて
自分の考えをまとめ、
学習課題に沿って考え
たことを伝え合おうとす
ることができる。

・粘り強く文章を読んで
理解したことに基づいて
自分の考えをまとめ、
学習課題に沿って考え
たことを伝え合おうとし
ている。

○

観察

・文章の構成や展開、
文章の種類とその特徴
について理解すること
ができる。

・文章の構成や展開、
文章の種類とその特徴
について理解している。 ○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめている。 ○

記述内容

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げるこ
とができる。

・文章を読んでまとめた
意見をグループやクラ
スで共有し、自分の考
えを広げている。

○

観察
記述内容

使
え
る
言
葉
に
す
る
た
め
に

215
・

216

・第６学年までに配当さ
れている漢字を読み、
漸次書き、文や文章の
中で使うことができる。

1

・第６学年までに配当さ
れている漢字を読み、
漸次書き、文や文章の
中で使っている。

○

観察
記述内容

・文の中での語句の係
り方や語順について理
解することができる。

・文の中での語句の係
り方や語順について理
解している。

○

観察
記述内容

1

2

筆
者
の
考
え
を
読
み
取
り

、
テ
ー

マ
に
つ
い
て
考
え
を
述
べ
合
お
う

「
考
え
る

」
と
は

205
～
214

5

・初めや終わりに
書かれている筆者
の考えから、要旨
を捉えること。（小
５）

・文章の要旨を捉
えること。（中1）

言
葉
に
つ
い
て
考
え
よ
う

日
本
語
の
特
徴

217
～
220

2

詩
の
楽
し
み
方
を
見
つ
け
よ
う

詩
を
朗
読
し
て
し
ょ
う
か
い
し
よ
う

196
・

197
2
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主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・語句と語句との関係、
語句の構成や変化につ
いて理解し、語彙を豊
かにするとともに、語感
や言葉の使い方に対す
る感覚を意識して、語
や語句を使うことができ
る。

・語句と語句との関係、
語句の構成や変化につ
いて理解し、語彙を豊
かにするとともに、語感
や言葉の使い方に対す
る感覚を意識して、語
や語句を使っている。

○

観察
記述内容

・自分の考えが伝わる
ように書き表し方を粘り
強く吟味し、見通しを
もって、大切にしたい言
葉についての文章を書
こうとすることができる。

・自分の考えが伝わる
ように書き表し方を粘り
強く吟味し、見通しを
もって大切にしたい言
葉についての文章を書
こうとしている。

○

観察

・語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識し
て、語や語句を使うこと
ができる。

・語感や言葉の使い方
に対する感覚を意識し
て、語や語句を使って
いる。

○

記述内容

・目的や意図に応じて
書くことを選び、集めた
材料を分類したり関係
付けたりして、伝えたい
ことを明確にすることが
できる。

・大切にしたい言葉と、
それに結び付く経験に
ついて思い出し、伝えた
いことを明確にしてい
る。

○

記述内容

・目的や意図に応じて
簡単に書いたり詳しく書
いたりするとともに、事
実と感想、意見とを区別
して書いたりするなど、
自分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工夫
することができる。

・自分の経験と、そのと
きの自分の気持ちがよ
く伝わるように、詳しく書
いたりふさわしい言葉を
選んだりして、書き表し
方を工夫している。

〇

記述内容

・文章に対する感想や
意見を伝え合い、自分
の文章のよいところを
見付けることができる。

・文章に対する感想や
意見を伝え合い、自分
の文章のよいところを
見付けている。

〇

観察
記述内容

・資料を活用して自分の
考えを表現することに
粘り強く取り組み、聞き
手の知識や反応等に応
じてより効果的なスピー
チにしようとすることが
できる。

・資料を活用して自分の
考えを表現することに
粘り強く取り組み、聞き
手の知識や反応等に応
じてより効果的なスピー
チにしようとしている。

○

観察

・文の中での語句の係
り方や語順、文と文との
接続の関係、話の構成
や展開について理解す
ることができる。

・文の中での語句の係
り方や語順、文と文との
接続の関係、話の構成
や展開について理解し
ている。

○

観察
記述内容

・話の内容が明確にな
るように、事実と感想と
を区別するなど、話の
構成を考えることができ
る。

・話の内容が明確にな
るように、内容を整理し
て、話の構成を考えて
いる。 ○

記述内容

・資料を活用するなどし
て、自分の考えが伝わ
るように表現を工夫す
ることができる。

・資料を活用するなどし
て、自分の考えが伝わ
るように表現を工夫して
いる。

○

観察

・登場人物の関係等に
着目して自分の考えを
広げることに進んで取り
組み、学習課題に沿っ
て互いの意見を交流し
ようとすることができる
ことができる。

・登場人物の関係等に
着目して自分の考えを
広げることに進んで取り
組み、学習課題に沿っ
て互いの意見を交流し
ようとしている。

○

観察

2

3

登
場
人
物
の
生
き
方
に
つ
い
て

、
考
え
た
こ
と
を
話
し
合
お
う

海
の
命

231
～
246

6

・人物の様子や行
動を表す言葉、会
話文などから、そ
の人物のものの見
方や考え方を想像
すること。（小６）
・題名や構成、表
現の仕方や言葉の
使い方などから、
作品の世界を捉え
ること。（小６）

・語り手に着目し
て読むこと。（中
１）

書
き
表
し
方
を
工
夫
し
て

、
経
験
と
考
え
を
伝
え
よ
う

大
切
に
し
た
い
言
葉

221
～
225

6

・実際にあったこと
や、その記録（具
体例・引用など）と
自分の考えを区別
して書くこと。（小
５）
・写真や図表と文
章とを対応させて
書くこと。（小５）
・書いたものを読
み返し、よりよい構
成や表現がないか
を考え、書いたも
のを整えること。
（小５）

資
料
を
使

っ
て

、
み
り
ょ
く
的
な
ス
ピ
ー

チ
を
し
よ
う

今

、
私
は

、
ぼ
く
は

226
～
230

5

・事実と感想、意見
とを区別すること。
（小５）
・図表などを資料
にまとめて提示す
ること。（小５）

・順序や構成を考
えて、分かりやす
いスピーチにする
こと。（中１）
・聞き取りやすい
声の大きさ、話す
速さ、発音を心が
けて話すこと。（中
１）
・聞き手の反応を
見ながら間を取っ
たり、視線や表
情、身振りを工夫
して話すこと。（中
１）
・問いかけるなど
して、聞き手の興
味を引く発表をす
ること。（中１）

言
葉
に
つ
い
て
考
え
よ
う

日
本
語
の
特
徴

217
～
220

2
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

ことば探究科
で代替

主な評価の観点

月
単
元

教
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方法 既習事項で押さえ

るべき内容
上級学年・中学年
との関連

・語句と語句との関係、
語感や言葉の使い方に
対する感覚を意識して、
語や語句を使うことがで
きる。

・語句と語句との関係、
語感や言葉の使い方に
対する感覚を意識して、
語や語句を使ってい
る。

○

記述内容

・人物像や物語などの
全体像を具体的に想像
したり、表現の効果を考
えたりすることができ
る。

・人物像や物語などの
全体像を具体的に想像
したり、表現の効果を考
えたりしている。

○

記述内容

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめている。 ○

記述内容

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げるこ
とができる。

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げてい
る。

○

観察
記述内容

漢
字
の
広
場
⑥

５
年
生
で
習

っ
た
漢
字

247

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使うこ
とができる。 1

・第５学年までに配当さ
れている漢字を書き、
文や文章の中で使って
いる。 ○

記述内容

・積極的に６年間の国
語学習を振り返り、これ
までの学習をいかして、
詩を読んで感じたことを
伝え合ったり、文章に対
する自分の考えをまと
めたりしようとすること
ができる。

・積極的に６年間の国
語学習を振り返り、これ
までの学習をいかして、
詩を読んで感じたことを
伝え合ったり、文章に対
する自分の考えをまと
めたりしようとしている。

○

観察

・比喩や反復などの表
現の工夫に気付くこと
ができる。

・「生きる」を読み、比喩
や反復などの表現の工
夫に気付いている。

○

記述内容 【１時間代替】
第１２回-①
【詩】生きる

・文章を読んで理解した
ことに基づいて、自分の
考えをまとめることがで
きる。

・「生きる」「人間は他の
生物と何がちがうのか」
を読んで理解したことに
基づいて、自分の考え
をまとめている。

○

記述内容

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げるこ
とができる。

・文章を読んでまとめた
意見や感想を共有し、
自分の考えを広げてい
る。

○

観察
記述内容

テ
ス
ト

・テストをする。
12

・既習の内容を理解して
いる。 ○ ○

ペーパーテ
スト

代替時数 6

3

登
場
人
物
の
生
き
方
に
つ
い
て

、
考
え
た
こ
と
を
話
し
合
お
う

海
の
命

231
～
246

6

・人物の様子や行
動を表す言葉、会
話文などから、そ
の人物のものの見
方や考え方を想像
すること。（小６）
・題名や構成、表
現の仕方や言葉の
使い方などから、
作品の世界を捉え
ること。（小６）

・語り手に着目し
て読むこと。（中
１）

卒
業
す
る
み
な
さ
ん
へ

中
学
校
へ
つ
な
げ
よ
う
／
生
き
る
／
人
間
は
他
の
生
物
と
何
が
ち
が
う
の
か

248
～
260

4

・語り手に着目し
て読むこと。（中
１）

総時間数（140時間）　

代替時間を除いた総時間数　１３４時間
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